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第一章











　エルドレッド王国は大陸の北側に位置し、国土の半分を針葉樹林と険しい山で占められている国だ。

　西側と南側はそれぞれラザフォード王国とブロムダール王国に接しており、長年紛争が絶えない。特にラザフォード王国とは争いが激化していて、一進一退の攻防が続いていた。

　その日、エルドレッドの第五王女であるエセル・ラモーナ・エルドレッドは、四番目の姉であるクローディアに呼ばれて彼女の部屋を訪れていた。

「ルウェリンのお城に、ですか？」

「ええ、そう。明日行きたいから、準備をお願いね。滞在期間は一ヵ月ほどになると思うわ」

　侍女に爪の手入れをさせながら姉が事も無げにそう命じてきて、エセルは慌てて答える。

「そんな、明日なんて無理です。いろいろ準備が必要ですのに」

「あら、今からやれば間に合うわよ。どうせあなたは暇なんだもの、それくらいお安い御用でしょ」

　本来であれば旅行の準備は、侍女や召使いの仕事だ。

　しかも一ヵ月滞在するとなれば、用意しなければならないものはドレスや装身具、化粧品など多岐に亘り、数人がかりでも一日では到底用意できない。

　一歳年上のクローディアは、こうして折に触れてはエセルに召使いの仕事をさせたがるのが常だった。その理由は、エセルの母親が使用人上がりの側室だからだ。エルドレッドの国王には正妃の他に五人の側室がおり、王宮においては妃の身分で子どもの扱いが決まる。

　エセルの母親のローゼはかつて王宮勤めの召使いをしていて、たまたま国王に見初められてお手付きとなった。子を身籠り、使用人の立場から一転して側室に取り立てられたことは彼女にとって僥倖だと思われたが、現実はそれほど甘くなかった。

　王妃はもちろん、他の側室たちはいずれも名家出身で、彼女たちは平民出身のローゼをひどく蔑んだ。嫌みを言って当て擦ったり、妃たちが集まる茶会に一人だけ呼ばなかったり、後宮のしきたりを教えずに「身分の低い者は、これだから」と嘲笑し、元々おとなしい気質のローゼはすっかり萎縮してしまった。

　味方が一人もいない中、ローゼは後宮の片隅で息をひそめるようにして暮らし、それは娘のエセルが生まれてからも同様だった。現在は宮中行事のときだけ末席で参加して、それ以外は極力表に出ない生活を送っている。

　国王の子どもはエセルの他に七人いるものの、彼らはいずれも出自で劣るこちらに話しかけず、兄や姉と親しく言葉を交わしたことはない。

　そんな中、エセルを頻繁に自室に呼びつけては、まるで侍女か召使いのように扱うのが四番目の姉のクローディアだ。彼女は面差しこそエセルに似たところがあるものの、性格は真逆で、高慢で気まぐれな一面があり、人を振り回すのを何とも思っていない節がある。

（でも、仕方ないわ。わたしが身分的に劣っているのは確かだし、それに……）

　エセルが目を伏せた瞬間、右の手の甲が急激に冷たくなり、表面にパキッと氷が浮かぶ。

　思わず「痛っ……」とつぶやいて手を押さえると、クローディアがクスリと笑って言った。

「わたくしに口答えをするなんて、ずいぶんと生意気なことね。手を凍傷で使えなくしてあげましょうか」

　彼女が使ったのは、魔法だ。

　誰もが生まれながらに何らかの魔法属性を備えているのが当たり前だが、王族が国民と一線を画しているのは高貴な血統はもちろんのこと、並みの人間よりも強大な魔力を有しているからに他ならない。

　クローディアは氷属性の人間で、分厚い氷の障壁で味方を守る結界魔法や広範囲の敵を攻撃できる雹結魔法などの上級魔法の使い手であり、ときに他国との戦争に参戦するほどの実力の持ち主だった。

　一方のエセルは生まれつき魔力が低く、光の初級魔法である開花魔法しか使えない。そのため、「王族の端くれのくせに、花を咲かせることしかできないのか」と嘲られ、兄や姉たちからはきょうだいとして扱われていないのが現状だった。

　エセルは凍傷になりかけている右手を押さえ、必死に姉に訴える。

「いくら何でも、一ヵ月離宮に滞在する準備をたった一日でしろというのは無理です。せめて三日お時間をください」

　するとクローディアはこちらを見つめ、ふっと気配を緩める。そして鼻白んだ顔で言った。

「わかったわ。その代わり、さっさと準備なさいね。何か不足があったら容赦しないわよ」

「……承知しました」







　エルドレッド王国の首都ルーサムから離宮であるルウェリン城までは、馬車で二日の距離だ。

　ルウェリン城は一三〇年ほど前に建てられた古城で、ツタの絡まる壮麗な建物だった。大広間ホールや書斎ライブラリー、応接間ドローイングルームの他、撞球室やいくつもの客間、ロングギャラリーを備えた内部は贅を尽くした造りで、多くの召使いたちが忙しそうに立ち動いている。

　そこで過ごすクローディアは、勝手気ままだった。近隣に住む貴族や富裕層の招きで夜会に参加したり、首都から王室御用達の仕立て屋や宝石商を呼びつけては大量のドレスや装飾品を作らせたり、そうかと思えば日がな一日寝ている。

　エセルは些細な用事で彼女に呼びつけられては侍女や召使いのごとく動き回り、一週間が経つ頃にはすっかり疲労していた。今日は午後からクローディアに「身体を揉んでちょうだい」と言われ、一時間半に亘って彼女の全身を揉み続け、ぐったりしながら自室に戻る。

　そんなエセルに、侍女のクラーラが声をかけてきた。

「姫さま、お疲れさまでした。ただいまお茶をお淹れいたしますね」

　彼女はエセル付きの侍女で、王宮から離宮までついてきてくれた。

　王族の中でも扱いが低いエセルの世話を甲斐甲斐しく焼いてくれる女性で、心から信頼している。一旦厨房に下がったクラーラが銀製のお盆を手に戻ってきて、ポットからカップに湯気の立つお茶を注ぎながら言った。

「クローディアさまから申しつけられるご用事を、わたくしたち使用人が代わって差し上げられればよいのですけど。王宮にいるときより姫さまをお呼びになる頻度が増えましたから、大変でございましょう」

「そうね。お姉さまはあのとおり気難しい方だから、下手にあなたたちが手を出して不興を買うのは忍びないわ。わたくしが動けば満足するのだから、あまり気にしないで」

　彼女は王族でありながら使用人のように扱われるエセルに心を痛めており、離宮に来てから疲れているのを心配している。

　そのとき部屋の外が何やら騒がしくなり、エセルとクラーラは顔を見合わせる。

　騒ぎはすぐに落ち着く様子がなく、使用人たちのバタバタとした雰囲気が伝わってきて、彼女が扉を見やりながら言った。

「何かあったのでしょうか。様子を見て参りますから、このお部屋で少しお待ちください」

「ええ」

　クラーラが出ていったあと、一人残されたエセルは温かいお茶を飲んだ。やがて十分ほど経った頃、部屋に戻ってきた彼女から意外なことを告げられ、声を上げる。

「ライオネルお兄さまが、この城にいらしたの？　確かラザフォード王国との戦に出られていたんじゃ」

「ええ。ラザフォードとの国境にあるモンクリーフという村で陣を構えていたそうなのですが、そこから捕虜を連行してきたとか。モンクリーフからこのお城までは、馬で一時間もかからない距離でございますから」

　だが捕虜をわざわざ連れてくる必要があるのか、甚だ疑問だ。

　普通ならモンクリーフに構えた陣で尋問し、必要があれば首都まで連行するものではないのか。そう考えるエセルに、クラーラが答える。

「実はその捕虜とは、ラザフォード王国の王族だというのです」

「えっ？」

「敵軍を指揮していた騎士で、たいそう深手を負っているとか。死なれては困る上、万が一取り逃がしてはならないということで、ライオネルさまが直々にこのルウェリン城に連行してきたのだそうです」

　兄のライオネルはこの国の第三王子で、風魔法の使い手だ。

　好戦的な性格をしており、頻繁に戦に出ては軍功を挙げている。隣国であるラザフォードとは近年争いが激化していて、そんな中で敵の指揮官、しかも王族を捕らえたのは大きな戦果に違いない。

　だが敵国の捕虜が同じ建物内にいると思うと、何だか怖さをおぼえた。そんなエセルの不安に気づいたのか、クラーラがことさら明るい口調で言う。

「大丈夫でございますよ。この城の地下には頑丈な牢がございますし、捕虜がそこから抜け出すことはきっと不可能です。おそらくは魔力封じの枷をつけられるでしょうから、魔法を使って脱獄するのも無理でしょう」

「……そうね」







　それから二日後の夜、エセルに装飾品の手入れを申しつけた風呂上がりのクローディアが、長椅子でしどけなく寝そべりながら不満げな顔で言った。

「つまらないわ。ライオネルお兄さまが捕虜と小隊を引き連れてやって来たばかりに、この離宮はさながら戦の陣営よ。せっかく近隣の貴族たちを招いてわたくしが主役の舞踏会を開催しようと思っていたのに、『今は敵国の捕虜がいる』『もし招待客の中に、捕虜を取り返そうとする者たちが紛れ込んでいたらどうする。即刻中止にしろ』って言われてしまうし、もうさんざんじゃないの」

　わざわざ午後九時に部屋に呼ばれ、「アクセサリーの手入れをしてちょうだい」と申しつけられたエセルは、目を伏せて宝石を磨く。こちらもとっくに入浴していい時間だが、今日の彼女はことさら機嫌が悪いらしい。

（お兄さまが来てから、この城を訪れる者は業者に至るまで素性を厳しくチェックされていると聞いた。確かに不特定多数の人間が出入りする舞踏会は、捕虜を取り返したいと考えるラザフォード側には絶好の機会だもの。中止するのは当然だわ）

　だが政治的なことに関心のないクローディアは、そういうふうに考えられないようだ。彼女は苛立ちもあらわな表情で言った。

「さっさと捕虜を首都に連れていけばいいのに、一体何をモタモタしているのかしら。ね、エセルもそう思うでしょう？」

「わたくしは……」

　ここで下手に同意すればライオネルに告げ口されないとも限らず、エセルは曖昧に言葉を濁す。

　そのとき部屋の扉がノックされ、召使いが廊下から呼びかけてきた。

「失礼いたします。エセルさま、ライオネルさまがお呼びです」

「お兄さまが？」

　兄に呼ばれる理由がわからず、エセルは困惑する。

　しかし姉から逃れる恰好の理由ができたことになり、急いで彼女に頭を下げて告げた。

「お兄さまの元に行って参ります。申し訳ありませんが、宝飾品の後片づけは他の召使いに言づけていきます」

　足早に部屋を出て、ホッと息を吐く。

　あのままクローディアと一緒にいたら、彼女の八つ当たりでひどい目に遭わされるところだった。そう考えつつ、たまたま廊下にいた召使いに室内の宝飾品の片づけを頼んだエセルは、分厚い絨毯敷きの廊下を歩いてひとつ上の階に居室を持つライオネルの元に向かう。

　廊下はいたるところに壷や香炉、彫刻といった美術品が飾られ、きらびやかな雰囲気だった。凝ったデザインの階段の手すりはオーク材でできていて、壁板に花や果物の彫刻が施されている。あちこちに置かれた銀の燭台が柔らかな光を放ち、階段ステアケースを明るく照らしていた。

　三階に上がって廊下を進んだエセルは、ひときわ重厚な木製の扉をノックして声をかけた。

「失礼いたします、お兄さま。エセルです」

「入れ」

　かつてこの辺りを治めていた王の私室だったというその部屋は、豪奢な雰囲気だった。

　赤い壁には大小の絵画が飾られ、室内にいくつもある燭台やきらめくシャンデリアがそれを照らしている。天使が描かれた天井画や繊細なドレープを描くカーテン、金の縁取りを施された調度は優雅極まりなく、花鳥柄の異国の壷や彫刻像が彩りを添えていた。

　そんな中、布張りの長椅子に座るライオネル・マイルズ・エルドレッドは、不遜な雰囲気の持ち主だった。エルドレッド王国の第三王子である彼は整った顔立ちと明るい金髪の持ち主で、体形こそ細身だが好戦的な性格がその佇まいからわかる。

　ライオネルは正妃のオーガスタが生んだ息子の一人で、その矜持を強く持つ人物だ。エセルはこれまで彼と会話したことは数えるほどしかなく、珍しく話しかけられたときはこちらを蔑む発言に終始していた。そのため、こうして一対一で対峙するとひどく気後れしてしまう。

　こちらの姿をジロリと眺め、ライオネルが鼻で笑って言った。

「ふん、相変わらず地味だな。王族の端くれのくせに、まるで使用人のようだ。クローディアが小間使いにしているのがよくわかる」

　エセルが王女とは思えないほど地味なドレスを着ているのは、クローディアの指示だ。

　ライオネルの雰囲気に気圧されながら、エセルは小さな声で問いかけた。

「お呼びとのことでしたが、一体どのようなご用件でしょう」

　するとライオネルが酒の入ったグラスをあおり、思いがけないことを言った。

「僕が国境付近でラザフォード王国と戦闘し、捕虜をこの離宮に連れ帰ったのはお前も知っているだろう。今は地下牢に収監しているが、その捕虜とはかの国の第二王子だ」

「えっ……」

「グレン・レスター・ラザフォード──強力な雷魔法の使い手だ。広範囲に降り注ぐ雷槍魔法や帯電する剣の威力は凄まじく、これまで奴には何度も煮え湯を飲まされてきた。だが今回は闇魔法の部隊を連れていき、何とか敵を壊滅させることに成功したんだ。グレンの部隊は大半が討ち取られ、護衛騎士たちが何とか奴を逃がそうとしたものの、捕らえることができた」

　闇魔法とは暗黒魔法ともいわれ、上級になると相手の生気を吸い取ったり魔力を奪うこともできる恐ろしいものだが、使い手が限られている。

　だが軍部はかねてから闇魔法を使える人間を集め、部隊を作っていたらしい。ライオネルは彼らを使役することで、これまで苦戦していたラザフォード王国との戦闘に勝利したという。彼が言葉を続けた。

「今回捕縛したグレンは深手を負っていて、少し回復させなければ首都ルーサムに移送するのは難しいと言われた。せっかく捕らえた敵将、しかも王族を尋問の前に死なせるわけにはいかないが、僕の部隊の回復魔法の使い手は今回の戦で死亡してしまったんだ。今夜はひどく冷え込んでいて、重傷の人間だと命を落とす危険性がある。だからエセル、お前は地下牢に温石ときつい酒を持っていけ」

「わたくしがですか？」

　地下牢に物を運ぶのは召使いや兵士でもいいはずだが、どうやらライオネルはクローディアと同様にエセルを使用人のように扱うつもりらしい。

　彼は元々出自で劣るこちらを妹として見ていないため、こうした態度は頷ける。エセルは目を伏せて答えた。

「……わかりました」

　ライオネルの部屋を辞したエセルは一階に下り、厨房に向かう。

　ときに千人分にも及ぶ料理を作る厨房内は広く、熱がこもらないように天井が高い造りになっていた。壁面の棚にずらりと真鍮製の調理器具が並ぶ様は壮観で、竈やオーブンもいくつもある。

　真ん中には作業をするための長テーブルがあり、そこで料理人たちが明日の朝出す予定のパン生地を捏ねていた。料理長がこちらに気づき、声をかけてくる。

「姫さま、いかがなされましたか」

「お兄さまが、捕虜が凍死しないようきついお酒を持っていくようにとわたくしに命じられたのです」

「さようでございますか」

　彼が城にある中で一番きつい酒を樽から瓶に注ぎ、コップと共に籠に入れてくれる。

　エセルは召使いに事情を説明し、温石を用意してもらった。これは火魔法を備えた魔石の一種で、限られた鉱山からのみ採れる希少なものだ。通常は暖房のために使われているものだが、その中でも手頃な大きさの石を出してもらい、火傷しないよう布で丁寧に包む。

　用意を終えたエセルは、分厚い毛布を抱えて地下牢へと向かった。階段を一段下りるたびに凍えるような冷気が地下から上がってくるのを感じ、思わず身震いする。外よりはましとはいえ、こんなに寒い中で薄着で勾留されているのが信じられない気持ちになった。

（これほど冷えるのは、城が石造りのせいかしら。急いで身体を温めないと、朝を待たずに凍死してしまいそうだわ）

　階段を下りたところには鉄格子の扉があり、二人の武装した兵士が守っていた。

　白息を吐いて寒そうにしている彼らは、やって来たエセルを見て訝しげな表情をしたものの、こちらの素性に気づいてハッと居住まいを正す。エセルは兵士たちに声をかけた。

「ご苦労さまです。先ほど兄から、捕虜が凍死しないようお酒と温石を持っていくように言われて来ました。ここを開けていただけますか」

　ここに来たのがライオネルの指示だと聞いた彼らは、「はっ」と返事をし、扉の鍵を開けてくれる。そして一人が中を案内した。

「ここには三つの独房があり、件の捕虜は一番奥におります」

　手前の二つの牢は空で、中にはベッドが見当たらず、小さなテーブルと椅子、洗面台があり、衝立の向こうに簡易トイレが置かれただけのガランとした空間だった。

　一番奥まで来た兵士は、腰に下げた鍵で入り口を開けながら言う。

「捕虜には魔力封じの首輪を着け、手枷と足枷もしておりますので何も危険はございませんが、私も同席いたしましょうか」

「いいえ。何かあったら声をかけますから、どうか持ち場に戻ってください」

　彼が去っていき、エセルは扉を開けて牢の中に入る。

　すると中には、二十代半ばの男性がいた。簡素な綿の上下を着た彼──グレン・レスター・ラザフォードは癖のない金髪が乱れて目元に掛かり、全体的に薄汚れている。だが顔立ちは秀麗で、高い鼻梁や澄んだ緑色の瞳、薄い唇などに王族らしい気品があった。

　手足は長く、しなやかな体形をしているものの、両腕と両脚に重い金属製の枷が嵌まっている。そして首には黒光りする輪があり、それを見たエセルは息をのんだ。

（あれが魔力封じの首輪……この方は王族で魔力が高いから、こうして力を封じられているんだわ）

　よく見ると身体のあちこちに包帯が巻かれていて、グレンがひどい怪我をしているのがわかる。

　彼は手負いの獣のような雰囲気を醸し出しながら、鋭い視線をこちらに向けてきた。だが顔色が悪くかすかに震えており、寒さで凍えているのがわかる。

　エセルは緊張しながらグレンに声をかけた。

「今夜はひどく冷えておりますので、温石と毛布、それに強いお酒をお持ちしました」

　すると彼が強い敵意を瞳に漲らせ、皮肉っぽい口調で言う。

「そのような気遣いは不要だ。毒が入っているかもしれない差し入れを口にする気はないから、持ち帰ってくれ」

「毒など入っておりません。殿下の殺害を目論むのならこうして勾留などせず、とっくに行動に移しているはずです」

「…………」

「わたくしが毒見をいたします。よくご覧になっていてください」

　持参した毛布と籠を置いたエセルは、瓶の中身をコップに少しだけ注ぐ。

　ゴクリと飲み込むと高いアルコールでカッと喉が熱くなり、思わず噎せそうになった。しかし何とかそれをこらえ、グレンに向かって微笑んで告げる。

「このとおり、何ともありません。さあどうぞ」

　すると毒がないと判断したのか、彼はエセルがコップに改めて注いだ酒を受け取り、手枷の重さに苦労しながら中身を一気に飲み干した。

　それにホッとしつつ、エセルは籠の中から温石を取り出して言う。

「温石は火傷しないように布に包んでおりますから、お腹の辺りに抱えればだいぶ身体が温まると思います。厚手の毛布も持って参りましたので、肩から掛けさせていただきますね」

　グレンの肩から毛布を掛け、できるだけ隙間がないように包んでやる。

　これだけ底冷えがする空間では完全に寒さを遮断するのは難しいだろうが、先ほどよりははるかにましだろう。そう考えつつ、エセルは酒の瓶とコップを片隅にある小さなテーブルに置き、立ち上がって籠を手にしながら告げた。

「それでは、失礼いたします」





　　　＊　＊　＊






　十代後半に見える若い娘が、牢屋の扉を開けて去っていく。

　するとすぐに牢番の兵士がやって来て、入り口の鍵をかけた。それを見届けたグレン・レスター・ラザフォードは、壁にもたれて小さく息をつく。

（先ほど飲んだ酒と魔石のおかげで、身体が温まってきた。この寒さでは朝を迎えるのは厳しいかもしれないと思っていたが、どうにか首が繋がったな）

　グレンが敵国であるエルドレッド王国に捕らわれて、今日で三日になる。

　敵将であるライオネルとは過去に何度か戦ったことがあり、実力は五分というところだ。今回は最初こそ優勢だったものの、途中から戦局が逆転したことが敗因となった。

（まさかエルドレッド側が、闇魔法の小隊を連れてくるとは。すぐに対応できなかったのが痛恨の極みだ）

　闇魔法である〝影縛り〟は中級魔法で、相手の影を地面に縫い留めることで身動きを完全に止める。

　影が消えてしまえば無効化されるが、その日は晴天で陽光が強く降り注いでおり、グレンが使う雷魔法も強烈な光を放つために影が濃く、即座に対処できなかった。結果、自軍の半分ほどが抵抗できないまま相手側の軍勢に討たれ、護衛騎士二人が何とかグレンを逃がそうとしたものの、それは失敗に終わった。

　最終的にライオネルと激しい斬り合いになったグレンは、闇魔法の使い手が放った上級魔法によって生気を奪われ、重傷を負って捕縛されてしまった。

（最後まで私を逃がそうとしてくれたクライヴとアルバートは、一体どうなっただろう。捕縛されたのか、それとも殺されたのか）

　この城に連行されたのは王族であるグレンだけらしく、他の捕虜たちがどうなったのかはわからない。

　部下たちの身が心配なのはもちろんだが、グレン自身の状態も深刻だった。身体にはいくつも深い傷があり、中でも左の二の腕と背中の傷がひどく、熱を持ってズキズキと痛む。

　ライオネルは「首都に移送する途中に死なれては困るから、この城でしばらく養生してもらう」と語っていた。だが手と足に重い金属製の枷を嵌められている状態は思いのほか身体の負担が大きく、三日経った今も傷が癒えた感じはしない。

　光の上級魔法を使えば回復を速めることができるが、どうやらエルドレッド側の使い手は戦闘中に死亡してしまったらしく、自然治癒力に任せるしかないのが現状だという。

（私の身体が移送に耐えられる状況になれば、身柄をエルドレッドの首都に移される。そうなれば厳しい尋問を受け、結果的に戦犯として処刑されてしまうかもしれない）

　あるいは国同士の話し合いとなり、グレンを釈放する代わりにラザフォードの国土の割譲を求められるか、法外な保釈金を求められるかのいずれかだ。

　もし処刑されるようなことになれば両国の亀裂は決定的となり、かつてないほどの戦争に発展するだろう。ラザフォード側からすれば第二王子を殺されて黙っているはずがなく、血で血を洗う戦になるのは容易に想像がつく。

　こうなった原因は自分が捕虜となったせいで、グレンは忸怩たる思いを噛みしめた。一番いいのは、自力でこの牢から脱出することだ。何とか国境を突破して国に戻ることができれば、ラザフォード側の負担は大幅に減る。

　グレンは重い手枷が嵌まった腕を持ち上げ、首の黒い輪に触れた。そしてぐっと力を込めるものの、まったく外れる気配がない。しばらく集中していたものの、枷の重みで全身の傷がズキズキと痛み始め、ため息をついて腕の力を抜く。

（駄目か。魔法さえ使えればこんな牢を突破するのは造作もないことなのに、魔力が完全に封じられてしまっている）

　ならばこのまま現状に身を任せるしか、道はないということだ。

　この三日間は、朝は下男がやって来て洗顔と髭剃りを手伝ってくれるが入浴はできず、不自由さを痛感していた。夜は底冷えがする中で硬い床に転がって眠るしかなく、身体が芯から冷えきっている。だが今日は先ほどの娘が身体を毛布で包んでくれたために格段に暖かく、グレンはほんのわずか心を慰められた。

　それからは毎日夜になると、例の娘が温石と酒を持ってきてくれるようになった。独房の中に入ってきた彼女は、コップに酒を注いでグレンに手渡したあと、ふとこちらの腕に目を留めて言う。

「包帯が解けております。巻き直しましょう」

「いや、いい。構わないでくれ」

「でも手枷がある状態では、殿下がご自分で直すことは不可能です」

　娘はグレンの左腕に触れ、包帯を一旦解く。

　彼女が巻き直す手つきはとても丁寧で、こちらを身分ある人間だとわかった上で接してくれているのが伝わってきた。グレンは娘の顔を、じっと見つめる。

（……きれいな娘だな）

　彼女は色の淡い金髪を緩やかにまとめ、菫色の瞳や長い睫毛、透きとおるように白い肌や赤い唇が印象的で、まるで白薔薇のように可憐な美貌の持ち主だった。

　物腰は穏やかで品があり、地味な紺色のドレスを着ているところからすると、おそらくは王族に仕える侍女か上級召使いなのだろう。ここ数日のグレンは彼女の訪れを「そろそろか」と待っている瞬間があり、そんな自分に苦い気持ちをおぼえる。

（召使いが訪れてくるのを待つなど、馬鹿馬鹿しい。こんな状況だからこそ、私はラザフォードの王子という矜持を保たねばならないというのに）

　そう考えつつも鬱々とした思いが募り、グレンは腕に包帯を巻かれながら口を開く。

「君から見た私は、さぞ情けない男だろうな。軍を率いる者として参戦しながら無様に敗れ、こうして捕らわれているのだから」

「そのような……」

「騎士の命たる剣も奪われ、魔力も封じられて、日の光も差さない独房でただ片隅に座り続けていることしかできない。召使いである君よりも、よほど無力な状態だ」

　その言葉を聞いた娘が、一瞬何ともいえない表情になる。だがすぐに顔を上げ、気遣わしげに問いかけてきた。

「魔力を封じられていると、お身体がつらいのですか？」

「いや、幸いというべきか、特に不調は感じない。傷の痛みのほうが強いだけかもしれないが」

「そうですか」

　包帯を巻き終えた彼女はグレンの膝の上に温石をのせ、毛布で丁寧に身体を包んでくれる。そしてわずかに躊躇ったあと、目を伏せて両の手のひらに魔力を込めた。

（これは……）

　娘の手のひらから虹色の光が溢れ、そこに薄紫の花弁を持つシオンの花が現れる。それを見たグレンは、ポツリとつぶやいた。

「……開花魔法か」

「はい。恥ずかしながらわたくしは魔力が弱く、この程度の魔法しか使うことができません。シオンの花言葉は〝追憶〟、〝遠方にある人を思う〟というものです。捕らわれの身である殿下は、折に触れて祖国を思い出されていることでしょう。その苦しみはわたくしごときには到底理解できないものでありますが、この花が少しでもお慰めになれば幸いです」

　彼女はシオンの花をグレンの膝の上にそっと置き、籠を手に立ち上がって言う。

「では、失礼いたします」

　娘が牢を出ていき、一人残されたグレンは膝の上に視線を戻す。

　シオンは紫色の小花で、素朴で可憐な印象だ。これまでは特に気に留めたことがなかった野の花だが、その花言葉を聞くと彼女の気遣いがじんわりと心に沁みる。

　確かに捕らわれの身となってから五日、グレンは国にかけてしまう迷惑や自分の身を案じているであろう家族について考え、たまらない気持ちになっていた。

　そんな心情を慮ってくれた娘は、きっと心優しい女性なのだろう。そのとき見張りの兵士が独房の鍵を閉めに来て、グレンは咄嗟に花を膝から床に落とし、その視線から隠す。

　そして彼が去ったあとに改めて拾い上げ、花の可憐さと娘の印象を重ねながら、「彼女の名前を聞きそびれたな」と考えた。







　エルドレッド側がこちらを死なせるつもりがないのは確かなようで、一日に一度、無口な下男が傷の消毒をして包帯を換えてくれる。

　捕虜となって六日目、朝の身支度の手伝いと傷の手当てを済ませた下男が独房を出ていったあと、グレンは今日も長い時間を一人で過ごすのかと考えてうんざりした。するとそこに、思わぬ人物が現れる。

「捕らわれの身となった気分はどうだ、グレン・レスター・ラザフォード」

　二人の護衛騎士を伴ってやって来たのは、エルドレッド王国の第三王子であるライオネルだった。

　彼は細身の体形と整った顔立ちの持ち主で、いかにも王族らしい雰囲気を漂わせており、強力な風魔法の使い手だ。過去に何度か剣を交えたことがあるが、その素早い身のこなしや鋭い風の刃で切り裂く魔法の威力はすさまじく、巨大な竜巻を起こす上級魔法では多くの兵士が犠牲となった。

　ライオネルがこちらを見下ろし、鼻で笑って言った。

「ラザフォードの王族で騎士として名高いお前がそうしているのは、ひどく無様だな。薄汚れていて、まるで道端にいる乞食のようだ」

「…………」

「しかも傷の治りが遅いと聞く。貴様、まさか首都への移送を遅らせるために自ら身体を痛めつけているんじゃないだろうな」

　侮蔑もあらわにそう問いかけられ、グレンは目にぐっと力を込めながら答える。

「そのようなつもりは、毛頭ない。このように手足を拘束されているのだから、そんな真似は不可能だ」

「どうだかな。床に身体を打ちつければ、傷の治りを遅くするのは可能だろう」

　彼が護衛騎士に目線を送ると、彼は独房内にある椅子を引き寄せてくる。

　ライオネルはそれに腰を下ろし、脚を組んで言った。

「まあ、移送途中に死なれるのが一番困るから、しばらくはここで過ごしてもらう。だが尋問が首都でしかできないと思っているなら、大間違いだ」

「…………」

「貴様の尋問は、この僕が直接行う。──ラザフォード側の情報を、政治から軍事関係に至るまですべて喋ってもらうから、覚悟しておけ」











第二章











　厳しい冬で有名なエルドレッド王国だが今年の冬はことのほか寒く、ルウェリンではここ数日夜に氷点下十度を下回る日が続いている。

　暖炉で赤々と炎が燃える様を見つめながら、エセルはじっと考えた。

（今こうしているあいだも、きっとあの方は寒さを感じているに違いないわ。せめて独房の中に火鉢を入れられたらよいのだけど）

　思い浮かべているのは、囚人であるラザフォード王国の第二王子の面影だ。

　エセルが彼の元に温石と酒を運ぶようになって、数日が経過していた。かの国とエルドレッド王国は長年戦争をしており、敵将である彼がそのような扱いをされるのは至極当然だといえる。

　だが牢獄の中に捕らわれていても、グレンは王族らしい気品を失わない。初めて地下の独房を訪れたとき、エセルを拒絶した彼はまるで手負いの獣のようだった。第二王子という身分、そして戦に敗北して捕虜となった状況を考えれば、それは無理もないことなのかもしれない。

　しかし独房に通い続けるうちに次第に棘のある態度が和らぎ、昨夜は包帯を巻き直すのを許してくれた。

　間近でグレンと接することとなったエセルは、内心ドキドキしていた。普段社交に参加する機会がほとんどないために男性に接することが少なく、女性とは明らかに違う体格を目の当たりにするだけでひどく緊張してしまう。

　ましてや彼はこれまで会った男性の中で一、二を争うほど整った容姿の持ち主で、秀麗な顔立ちや均整の取れた身体を意識し、胸が高鳴った。しかしこんな気持ちを抱くのは間違っていると、エセルは自身を戒める。

（そうよ。あの方は敵国の王子で、わたしはこの国の王女。ほんのわずかでも気持ちを揺らすのは間違っているわ）

　おそらくグレンにとって、このエルドレッド王国に関係するものはすべて憎しみの対象のはずだ。

　しかも彼はエセルのことを、一介の召使いだと思っていた。紺色の地味なドレスを身に纏い、囚人に温石と酒を運んでいるのだから、使用人だと考えるのは当然なのかもしれない。

　だが王女だと思われなかった事実に、エセルはひそかに傷ついていた。

（仕方ないわ。あの方に悪気はないし、きっと見たままの印象で言っただけなのだもの）

　捕虜となって一週間、昨夜のグレンは精神的に消耗したのか、初めて弱音を吐いた。

　それを聞いたエセルは深く同情し、自身が使える初歩的な光魔法で生成した花をグレンに手渡した。

　もしかしたら彼は、花などもらってもうれしくないかもしれない。あの独房では何の役にも立たず、祖国や家族を想っているのではないかと想像したことも騎士としての矜持を傷つけた可能性もある。

　時間の経過と共にそんな気がしてきて、エセルは悶々とした。

（やっぱり余計なことなどしなければよかった。そもそもわたしの役目は温石とお酒を運ぶだけだし、余計なことをしたと知れたらお兄さまに怒られてしまう）

　窓に視線を向けると、冷たい空気のせいでガラスが凍っていた。

　はるか遠くに見える山はすっかり白くなっていて、外がいつにも増して冷え込んでいるのがわかる。その日、エセルは午後九時に用意を整え、地下牢を訪れた。そして入り口を守っている兵士二人に向かって告げる。

「いつもお務めご苦労さまです。ここはひどく冷えますから、あなた方にも小瓶に入れたお酒を持ってきました。飲むと身体が温まりますし、少しならば任務に差し支えることはないでしょう」

　すると彼らは顔を見合わせ、面映ゆそうな表情で酒を受け取る。

　そしてグレンがいる牢の前まで来て鍵を開けると、いつもより格段に愛想よく言った。

「姫さま、何かございましたら遠慮なくお声をおかけください」

　重い金属製の扉を開け、わずかに身を屈めながら独房内に入ると、グレンがこちらを見ている。彼は訝しげな表情で口を開いた。

「たった今、牢番と話しているのが聞こえたが、彼は君を『姫さま』と呼んでいた。私はてっきり侍女か上級使用人だと思っていたが、もしかして……」

　エセルは「聞こえてしまったのか」と考えながら頷き、グレンの疑問に答えた。

「わたくしは、エセル・ラモーナ・エルドレッドと申します。この国の第五王女です」

　すると彼は驚きに目を見開き、すぐに表情を改める。

　そして枷を引きずりながら居住まいを正すと、丁重に頭を下げてきた。

「王女殿下とは知らず、大変失礼いたしました。身分ある女性に対して礼を尽くさないのは、騎士として恥ずべき行為です。どうかお許しください」

「あの、謝らないでください。最初に名乗らなかったわたくしが悪いのですから」

　エセルは「それに」と付け足し、やるせなく笑う。

「グレン殿下が、わたくしを王女だと思わなかったのは当然です。こうして地味な装いをしているのですから」

　それを聞いたグレンが、躊躇いがちに問いかけてくる。

「なぜ王女殿下が、このようなことをされているのですか？　地下牢にいる囚人に物を運ぶなど、使用人がする仕事だと思うのですが」

「それは……」

　エセルはわずかに言いよどみ、目を伏せて答えた。

「昨日申し上げたとおり、わたくしは魔力が弱く花を咲かせることくらいしかできません。それに加え、母の身分が低いために王族の中では末席の扱いで、魔法で役に立てない分、兄や姉のこまごまとした用事をこなしているのです」

　使用人にさせるべき仕事をやらされていることや地味な装いで、彼はこちらがどういう扱いをされているかを悟ったのだろう。

　グレンの同情的な眼差しを感じたエセルは、いたたまれなさをおぼえた。だが顔を上げ、精一杯何食わぬ表情で告げる。

「わたくしのことは、どうかお気になさらないでください。こうして地下牢に日参するのは、まったく苦ではございませんから」

「しかし……」

　そのときエセルは、彼の頬に殴られたような跡があるのに気づく。

　よく見ると衣服の首元も強く引っ張られたようにわずかに裂けており、明らかに暴行された痕跡があった。エセルは顔色を変え、手にした籠を床に置くと、急いでグレンに歩み寄って問いかける。

「一体どうされたのですか？　もしかして、牢番の兵士に暴力を振るわれたのでは」

「いえ。牢番は何もしていません」

「でも、これは殴られた跡です。昨夜はこんなふうにはなっておりませんでしたのに」

　すると彼が、思わぬことを言う。

「今日の昼間、この独房にライオネル王子がやって来ました。彼の目的は私の尋問で、傷はその過程でついたものです」

　それを聞いたエセルは、顔をこわばらせる。

　まさかライオネルが、この独房を訪れるとは思わなかった。グレンの尋問は首都に移送後に行われると考えていたが、どうやら兄はそれを待ちきれなかったらしい。

　エセルは青ざめながらつぶやいた。

「兄のしたことを、心からお詫びいたします。確かにグレン殿下はこうして捕らわれの身となりましたが、他国の王族が捕虜となった場合はきちんとした扱いをするのが常識のはずです。それなのに兄は、殿下にこんなひどいことを」

　ライオネルの行動は、大陸で定められた条例に反する。

　たとえ戦争状態にある国同士だとしても、のちに大きな禍根を残さないよう王族の扱いには細心の注意を払うものだ。侮蔑的な言葉や拷問するのはもってのほかで、高貴な身分を尊重するというのが各国共通の認識となっている。

　つまりこうして尋問の名のもとに暴力を振るうのは、決して許されることではない。そんなエセルの言葉を聞いたグレンが、苦笑して答えた。

「我が国とエルドレッド王国は、長年に亘って争ってきました。何度も刃を交えたライオネル王子は、おそらく私に対して思うところがあるのだと思います」

　確かに遺恨はあるかもしれないが、それを理性で抑えてこその王族ではないのか。

　そんな気持ちにかられながらエセルは籠の中にあった手巾を手に取り、独房の中に置かれた水差しの水で濡らして、グレンの頬の傷をそっと拭う。すると彼がそれを押し留めて言った。

「このように情けをかけた事実が発覚して、エセル王女が兄君の不興を買ってはなりません。どうか私のことは捨て置きください」

「でも」

　自らの保身のためにライオネルに暴行された傷を見て見ぬふりをするのは、人の道に悖もとる。エセルがそう考えて手当てを続行しようとすると、グレンが思わぬ提案をした。

「では、私のために花を咲かせる魔法を使っていただけませんか」

「花、ですか？」

「はい。昨日エセル王女がくださった花は、心の慰めとなりました。こうして夜ごと独房を訪れるたびに、花を一輪いただければと」

　まさかそんな提案をされるとは思わず、エセルは唖然とする。

　だが断る理由はなく、彼の無ぶ聊りょうを慰めることができるのは悪くない。そう考え、手巾を脇に置いて両手に魔力を込めたエセルは、頭の中で花の形を想像しながら目を閉じる。すると虹色の光が溢れ、白い花弁を持つ小さな花が生成された。それをグレンに手渡し、説明する。

「これはハーブの一種で、カモミールといいます。林檎のような香りに精神を落ち着かせる効果があり、花言葉は〝苦難に耐える〟というものです」

「苦難に耐える……」

　彼がポツリとつぶやき、目を細めて花を眺める。

「なるほど、今の私の状況にはうってつけだ。香りがよくて、確かに心が落ち着きそうです」

　その後、エセルはいつものようにグレンに酒を飲ませ、温石を渡して身体を毛布で包んだ。

　そして籠を手に立ち上がりながら、後ろ髪を引かれる気持ちで問いかける。

「本当に傷の手当てをしなくてよろしいのですか？　お顔を少し冷やしたほうがよいのでは」

「お気遣いなく。戦場では、この程度は怪我のうちに入りませんので」

　熟練の騎士らしい発言を聞いたエセルは「そうですか」と言い、扉に手を掛けて遠慮がちに告げる。

「では、わたくしはこれで失礼いたします」







　それから数日、エセルが地下牢を訪れるたびにグレンの身体の傷は少しずつ増えているようだった。

　彼はこちらの立場を慮り、手当てをされるのを拒んでいたものの、エセルは痛み止めと化膿止めの薬草を煮出したものを持参してグレンに飲ませる。

　ここ数日、日ごと増えていくグレンの身体の傷にずっと心を痛めていた。怪我は主に打ち身が多く、刃物を使った形跡はないものの、元々あった腕と背中の大きな傷に血がにじんでおり、状態が悪化していることがわかる。

（こんな劣悪な環境で毎日暴力を振るわれていたら、いつまでも怪我が治らないわ。もしかしたら雑菌が入って、より悪化してしまうかも）

　エセルが王女だとわかってからの彼はこちらに礼を尽くしてくれるようになり、毎晩酒と温石を運んでくることに感謝の意を述べた。

　独房に滞在する時間はいつも十分程度だが、これまではなかった何気ない雑談を交わすことが多くなり、エセルの胸は高鳴っていた。

（それに……）

　当初、グレンを〝殿下〟という敬称つきで呼んでいたエセルだったが、彼は「囚人の身で殿下と呼ばれるのも滑稽です」「どうか敬称なしでお呼びください」と言われ、今は〝グレンさま〟と呼んでいる。

　たったそれだけで距離がぐんと近づいた気がして、エセルはドキドキしていた。こうして敵国に捕らわれ、王族としての扱いもされていない現在の状況は彼にとって屈辱的なはずだが、グレンは高潔さを失わない。

　怪我が癒えていないばかりか毎日ライオネルからきつい尋問を受け、精神的にも肉体的にも限界であるにもかかわらず騎士という矜持を保ち続ける彼を、エセルは心から尊敬していた。

（この方は、わたしが身分を明かしてからは決して弱音を吐かなくなった。自身のつらさは表に出さず、むしろわたしの立場が悪くならないように気遣ってくれている……）

　グレンがこれまでエセルに求めたものは、自分が独房で快適に過ごすための便宜ではなく〝花〟だけだ。

　こうして地下牢を訪れるたび、エセルは光魔法で花を生成して彼に手渡している。魔法としては初級で、何の助けにもならないようなものだが、グレンはいつも喜んでくれた。

（同じ光魔法なら、回復魔法を使えたらよかった。そうしたらこの方の傷を癒してあげることができたのに、わたしは本当に役立たずだわ）

　しかし身体の傷が癒えると首都に移送する日が早まり、彼にとっては別の意味で厳しい状況になってしまう。

　花を手渡したときのグレンの「ありがとうございます」という言葉は、王族でありながら魔力が低いことを長年蔑まれ、自信を持てずに生きてきたエセルの心を大いに慰めてくれた。

　兄や姉から使用人のように扱われているばかりか、魔法の才能もない自分を、彼は自身と同等の王族として扱ってくれる。それはエセルの中の自己肯定感を高め、同時に募る想いがあった。

（わたしは……この方をお慕いしている。敵国の王子で、今後どうなるかわからない人なのに）

　ライオネルの暴行の頻度は日ごとに増しており、このまま身体に負担がかかり続ければ命の危険がないとも限らない。運よく回復し、首都ルーサムに身柄を移されたとしても、そちらでも厳しい尋問が待ち受けているのは確実だ。

　もしかすると、これまでラザフォード軍の将軍としてエルドレッド側に大きな痛手を与えてきた咎で、処刑されてしまう可能性も考えられる。

　そう思うと苦しくなり、エセルは胸が強く締めつけられるのを感じた。何か自分にできることはないかと必死に思案し、怪我によく効く薬草を煮出したものを持参したものの、こんなものは付け焼刃だ。

　グレンが薬湯を飲む姿を見ているうちに重苦しいものが喉元までせり上がってきて、エセルは目を伏せる。すると彼がそれに気づき、問いかけてきた。

「エセル王女、どうされましたか？」

「わたくしがグレンさまにして差し上げられることは、この程度しかないのだと思うと……苦しくて。本当に申し訳ございません」

　エセルの言葉を聞いたグレンが眉を上げ、微笑んで言う。

「あなたは既に充分すぎるほどのことを、私にしてくださっています。申し訳なく思う必要などありませんよ」

「ですがグレンさまは、ラザフォード王国の王族です。本来ならしかるべき扱いを受ける方ですのに、兄は尋問という大義名分のもと、グレンさまを不当に虐げています。決して許されることではありません」

　話しているうちにライオネルに対する怒りと自分自身への不甲斐なさがこみ上げ、声が震えたエセルは息を詰めて涙をこらえる。それを見た彼が、眦を緩めて言った。

「エセル王女は、優しい方なのですね。敵国の人間など捨て置けばいいのに、こうして気遣ってくださる」

「それは……グレンさまが高潔な方だからです。虜囚の憂き目に遭いながらもあなたは騎士としての矜持を失わず、王族にふさわしい品格を保ち続けていらっしゃいます。そんな姿を目の当たりにするうち、わたくしはこの冷たい独房で少しでも心安らかに過ごしていただけるよう、そのお手伝いがしたいと思うようになったのです」

　いつしかそれは淡い恋情に変わったものの、エセルは伝えられずに口をつぐむ。

　すると彼が、ふと声音を抑えて言った。

「そのような発言をしてはいけません。あなたの言葉を、都合よく捉えてしまいそうになる」

　エセルはドキリとしつつ、小さく問い返した。

「都合よくとは、一体どのような意味でですか……？」

「このような意味です」

　彼は重い手枷を引き擦りながら顔を寄せ、目元にそっと口づけをしてくる。

　グレンの秀麗な顔立ちを間近で見つめたエセルは、かあっと頬が熱くなるのを感じた。こんなふうに親密なしぐさをするということは、彼は自分を特別に思ってくれているのだろうか。

　そんな疑問を感じ取ったように、グレンが口を開いた。

「エセル王女が高貴な身分で、今の私が一介の虜囚にすぎないことはよくわかっています。ライオネル王子に敗れて捕虜となったあと、私は先の見えない状況に追い詰められておりました。そんな中、酒と温石を持って牢を訪れてくれたエセル王女は、私にひとときの安らぎを与えてくれたのです。あなたが身分ある女性だとわかってからは、その献身がより心に沁みるようになりました」

「…………」

「エセル王女はご自身の魔力が低いことを恥じておられますが、あなたの手が作り出す可憐な花は、内面の清らかさや優しさを具現化した素晴らしいものだと思います。夜ごと手渡される花は私の孤独を慰め、いつしかエセル王女を一人の女性としていとおしく思うようになっていったのです」

　エセルの心臓が、ドクドクと速い鼓動を刻む。

　グレンが自分をそんなふうに想ってくれていることが、信じられなかった。彼はこちらの顔をじっと見つめ、どこかやるせない表情を浮かべると、そっと身体を離して告げる。

「とはいえ、私が抱いている気持ちはあなたを困らせてしまうものだと理解しています。ですからもう、ここには来ないでください」

「えっ」

「私と親しくしていることがライオネル王子に知られれば、エセル王女のお立場が危うくなります。あなたは敵国の人間である私を気遣い、献身的に支えてくださった。これ以上を望むのは贅沢です」

　甘やかな告白から一転、突き放す発言をされ、エセルはひどく戸惑う。

　グレンの言葉は、正論だ。エセルが彼に便宜を図っていることが知られれば、ライオネルはきっと怒り狂うに違いない。牢番の兵士たちはもしかしたら気づいているかもしれないが、エセルの毎日の差し入れに感謝して見て見ぬふりをしてくれているのだろう。

　だがいつ彼らの気が変わるか知れず、グレンとはこれ以上親しくなるべきではないと感じる。

（……でも）

　先ほどの彼の告白は真摯で、エセルは心を揺さぶられた。

　グレンのように人格的に優れ、端整な容姿を持つ男性が自分に好意を抱いてくれている事実が、信じられない。だがこれまで密かに思慕をおぼえていただけに、切ないほどの想いが胸を満たしていた。

（わたしはこの方のことを、諦められるの？　このまま距離を取り、存在を忘れるように自らに言い聞かせても、いつか他の人間に嫁がされるのが決まったときに後悔するかもしれない）

　王女として生まれたからには、恋愛する機会がなくて当たり前だ。

　年頃になれば政略的な意味合いで他国の王族の元に嫁がされるか、国内の有力貴族に降嫁させられるかのどちらかしかなく、そこに本人の意思は反映されない。

　だがエセルは、敵国の王子であるグレンに恋をしてしまった。彼も明日も知れぬ身でありながらこちらに好意を示してくれ、エセルはひどく葛藤する。

（わたしは、この方が好き。たとえグレンさまがラザフォードの王子でも、捕らわれの身で何の力もなくても、ただこの方の傍にいたい）

　溢れ出した想いはとめどなく、エセルは何度か深呼吸をする。そして顔を上げ、グレンを見つめて小さな声で告げた。

「わたくしも……グレンさまをお慕いしております。決して許されぬことだとわかっていても」

「……エセル王女」

「どこの国でも王族は魔力が高いのが当たり前ですが、わたくしはそうではなく、長いこと劣等感を抱いてきました。ですがグレンさまはそんなわたくしの魔法を褒めてくださり、今までそんなふうに言ってくれた方は他におらず、本当にうれしく思ったのです」

　彼の賞賛は、萎縮し続けてきたエセルの心にかすかな熱を灯してくれた。

　これほどささやかな魔法でもグレンのわずかな慰めになっている、その事実がうれしくて、いつしか感謝の念が恋情に変わった。そう語ったエセルは、目を潤ませて言葉を続ける。

「グレンさまは騎士として名高く、国元では第二王子として輝かしい栄光を手にされているはずですから、本来ならわたくしごときが近づける存在ではございません。元より我が国とラザフォード王国は長年戦争状態にあり、親しく言葉を交わすことなどありえない関係です」

　エセルは彼を見つめ、言葉を続けた。

「グレンさまはこうして捕らわれの身となり、極限状態の中にあるわけですから、わたくしに心を動かしたのはきっと一時的な気の迷いに違いありません。それでも、ほんの一時でもグレンさまがいとおしく感じてくださったことが、わたくしには得難いほどの幸せに思えるのです」

　するとグレンがぐっと眦を強め、エセルの目を見て告げる。

「気の迷いなどではありません。たとえ平時であっても、私は花のように可憐で優しいエセル王女に心惹かれたことでしょう」

　彼の気持ちはうれしいが、それはありえない──とエセルは心の中で考える。

　容姿端麗で武勇に優れたラザフォード王国の王子と、王族の末席にかろうじて名を連ねている自分は、どう考えても釣り合わない。実際に王室主催のパーティーで顔を合わせたら、彼の視線は間違いなく華やかで美しい姉たちに引き寄せられるだろう。

（……でも）

　こうして暗く冷たい独房の中だからこそ、グレンは自分を見てくれる。

　そんなふうに考えながら、エセルは彼に向かって言った。

「ありがとうございます、グレンさま。わたくし、兄と直接話してみようかと思います」

「話すとは、一体何をですか？」

「グレンさまの待遇改善についてです。兄のしていることは、大陸で定められた条約に違反しております。わたくしの予想ではこれは国としての方針ではなく、兄の独断だと思いますので、話してみる価値はあると思います」

　するとグレンが表情を改め、目を伏せて言う。

「エセル王女のお申し出はありがたいのですが、おそらくは逆効果になってしまうのではないでしょうか。私とライオネル王子は過去に何度も刃を交えたことがあり、そのたびに両軍とも上級魔法を使える希少な使い手や優秀な部下たちを失ってきました。今回の戦ではこちら側が敗れたとはいえ、エルドレッド軍の被害も甚大でしたから、彼はその恨みを〝尋問〟という形に転嫁しているのでしょう」

　ライオネルは毎日この独房を訪れ、ラザフォード側の軍事機密を話すように彼に迫っているという。

　グレンが答えなければライオネルの護衛騎士が殴る蹴るの暴行をするのだといい、それを聞いたエセルは顔を歪めてつぶやいた。

「そんな……」

「とはいえライオネル王子も私の命まで奪うつもりはなく、言うなれば憂さ晴らしをしているだけです。ですからどうか、兄君に直談判することだけはおやめください。もしライオネル王子の怒りがエセル王女に向けられたらと想像するだけで、私は心配で居ても立ってもいられなくなります」

　あくまでも「自分のことは捨て置け」と言うグレンの言葉を聞いたエセルは、たまらない気持ちになる。

　もっと彼の傍にいて話をしたい気持ちでいっぱいだったが、そろそろ独房を出なければ兵士たちに不審に思われそうだ。エセルが毛布を手に立ち上がり、それをグレンの肩に掛けると、彼がこちらを振り仰いでささやくように言う。

「エセル王女に、ひとつお願いがあるのですが」

「な、何でしょう」

　驚いて問い返すと、グレンがまっすぐにエセルの目を見つめて告げる。

「一度だけでいいのです。口づけてもよろしいですか？」

　エセルの心臓が、ドキリと大きく跳ねる。彼が言葉を続けた。

「あなたの将来を思えば、もうこの独房に来ないほうがいいという考えに変わりはありません。先ほど『お慕いしております』と言っていただけたときは、本当にうれしかった。私は虜囚の身であり、エセル王女との未来を夢見ることもおこがましい身の上ではありますが、せめて一度口づけを許していただければ、それをよすがにこのあとの苦難を耐えられる気がするのです」

　グレンの緑色の瞳には押し殺した熱情があり、それを見たエセルは強く胸を締めつけられる。彼がひそやかに問いかけてきた。

「……いけませんか？」

　初めて恋をした相手にこんなふうに懇願され、抗える人間がいるだろうか。

　ましてやグレンの今後の扱いは厳しいものになると見て間違いなく、自分とのキスが心の支えになるのだと言われたらたまらなくなる。

　エセルは高鳴る胸の鼓動を感じつつ、深呼吸した。そして彼の目を見つめ返し、小さく頷く。

「……わかりました」

　するとグレンが秀麗な顔をこちらに寄せ、唇に触れるだけの口づけをする。

　ほんの一瞬触れ合っただけで離れてしまったが、その柔らかな感触と温かさは鮮烈で、エセルの心を切ないほどの想いで満たした。

　彼は間近でこちらの顔をじっと見つめ、やがて身体を離す。そして微笑んで言った。

「ありがとうございます。エセル王女のご多幸を、心よりお祈りしております」

「……グレンさま」

「さあ、もうお戻りください」

　緩慢な動きで籠を手にしたエセルは、独房の扉の前で一度グレンを振り返る。

　彼は穏やかな表情でこちらを見ていて、重苦しいものが喉元までせり上がるのを感じながら廊下に出た。

　牢番の兵士たちの脇を通り抜けたエセルは、次第に足早になりながら階段を上る。そして一旦厨房に寄って籠を置き、そのあとに向かったのはライオネルの部屋だった。

「お兄さま、エセルです。入ってもよろしいでしょうか」

　扉をノックしてそう告げると、しばらくしてライオネルが顔を出す。彼のシャツは乱れており、面倒そうな顔でこちらを見下ろして言った。

「こんな時間に先触れもなく部屋を訪れるとは、一体何事だ」

「お話があるのです。少しだけお時間をいただけますでしょうか」

　いつになく強い口調でそう告げると、ライオネルが不満そうな色を顔に浮かべつつ室内を振り返り、横柄な口調で告げる。

「おい、一旦部屋から出ろ」

　乱れた姿の若い召使いが、慌てて衣服を掻き寄せて部屋を出ていく。

　それを見送り、エセルは「失礼いたします」と言って室内に足を踏み入れた。すると彼は奥にある棚に歩み寄り、そこから取り出した酒をグラスに注ぎながら口を開く。

「それで、話とは何だ」

「地下牢に捕らわれている、ラザフォード王国の第二王子のことです」

　ライオネルがかすかに眉を上げてこちらに視線を向け、エセルは言葉を続けた。

「お兄さまの言いつけどおり、わたくしは毎晩独房に温石とお酒を持参しておりますが、ここ数日あの方の身体のお怪我が増えております。それはお兄さまがされたことなのでしょうか」

「ああ、そうだ。グレンを尋問し、ラザフォード王国の軍事機密を聞き出そうとしているんだが、あいつは一向に口を割らない。殴る蹴るくらいじゃまったく堪えた様子がないから、そろそろ爪を剥がすとか指を何本か折るとかしたほうがいいかもしれないな」

　どこか楽しそうな表情で語る兄を信じられない気持ちで見つめ、エセルは必死に訴える。

「お兄さまは当初あの方のお身体を一刻も早く回復させ、首都に移送にできるようにするとおっしゃっておりました。しかし実際は尋問と言いつつグレン殿下を暴行しており、怪我が治るどころか悪化している状態です」

「…………」

「そもそも王族の捕虜に対する扱いは、大陸で決められているはず。お兄さまのされていることは条例違反ですが、それはお父さまや枢密院議会が了承していることなのでしょうか」

　するとライオネルが舌打ちし、吐き捨てるように言う。

「黙れ。話があるというから一体何事かと思いきや、くだらないことを。お前ごときが、この僕に意見していい立場だと思っているのか？」

「今はわたくしの立場は関係ございません。お兄さまが法の手続きを経ることなくあの方を暴行するのは、大義ではなく私怨です。どうかグレン殿下を、あのような冷たい地下牢ではなく怪我の治療に専念できる環境に移して差し上げてください。お願いいたします」

　エセルの言葉を聞いた彼が音高くグラスを置き、大股でこちらに歩み寄る。

　そして振り上げた手で思いきりこちらの頬を張り倒し、エセルは呆気なく床に倒れ込んだ。

「……っ」

　容赦のない力で叩かれた頬が、じんじんとした痛みを持つ。ライオネルがそれを見下ろし、苛立ちもあらわに舌打ちした。

「ずいぶんと偉そうな口を利いてくれる。いつからお前は、僕に意見できるような立場になった？　正妃が生んだ息子と召使いを母に持つ娘は、決して対等ではない。ましてや王族でありながら魔力の低いお前には、存在価値すらないんだ。それなのに何を勘違いしたのか、賢しらに僕に意見するなど片腹痛い。いっそこの場で斬り捨ててやろうか」

　ライオネルの眼差しには妹に対する親愛の感情は微塵もなく、ただこちらに対する侮蔑がにじんでいて、本当に斬り捨てられるかもしれない雰囲気を感じたエセルはヒヤリとする。

　そのときこちらを見下ろしていた彼がふと何かに思い当たったように眉を上げ、「そうか」とつぶやいた。

「エセル、お前はグレンに心を奪われたのだな。だからこそあの男に肩入れし、僕に意見をしにここまでやって来た。違うか？」

「えっ……」

「それとも夜ごと地下牢に通ううち、甘い言葉で懐柔されたか？　確かに奴は大層顔が整っているし、お前のように男に免疫のない小娘を落とすのはたやすいことだろう。弱々しいふりをして女の同情を買い、少しでも自身の扱いを改善させようとするなど、騎士の風上にも置けない。王族らしからぬ見苦しい行為だ」

　グレンを愚弄する言葉を聞いたエセルは、カッと頭に血が上るのを感じる。

　ライオネルは彼を貶めようとしているが、エセルから見たグレンは高潔な人物だ。逆境の中にあっても騎士としての誇りを失わず、たとえ薄汚れた衣服を着ていても王族としての侵しがたい気品が確かにある。

　それに比べて、ライオネルはどうだろう。彼は確かに武勇には優れているだろうが、大陸の条例に反してグレンをわざと劣悪な環境に置き、ラザフォード王国の情報を得るために痛めつけているのは卑怯だと言わざるを得ない。自身の卑劣さを棚に上げて彼を嘲笑しているライオネルのほうが、騎士道から逸脱しているのは明白だ。

　そんなふうに考えるエセルを見下ろし、彼が鼻で笑いながら口を開いた。

「反抗的な目をしているな。戦場に出ないお前は知らないだろうが、我が軍はこれまで何度も奴に痛い目に遭わされている。今回の戦でもグレンのせいで有能な部下を何人も失い、腸はらわたが煮えくり返っているんだ。つまり僕には、奴を苛む正当な権利がある」

「…………」

「グレンは捕縛したときに負った傷もまだ癒えていないし、このまま尋問を続ければ死ぬかもしれない。つまり奴の命は、この僕の気分次第ということだ」

　エセルの心臓が、ドクドクと速い鼓動を刻む。

　彼が両国間の軋轢や個人的な鬱憤を晴らすためにグレンを痛めつけたことが発覚すれば、あとで大きな国際問題になるだろう。何より第二王子を嬲り殺しにされたラザフォード王国が黙っているわけがなく、かつてないほど大きな戦争に発展する可能性がある。

（そうよ。ラザフォード側に賛同する他の国が味方するかもしれないし、そうなれば大陸中を巻き込んだ戦が起こってしまうかもしれない。……どうすればいいの）

　青ざめるエセルの顔を見てニヤリと笑い、ライオネルが踵を返して先ほどの酒のグラスを取りに戻る。

　そして中身をあおりつつ口を開いた。

「エセル、お前は今後地下牢に近づくことを禁ずる。もし言いつけを破ったらただじゃおかないから、覚悟しておけ」

「お兄さま、どうかお考え直しください。グレン殿下にこれ以上ひどいことをすれば──……あっ！」

　その瞬間、グラスの中に入った酒を頭からバシャリと掛けられたエセルは、言葉を途切れさせる。

　酒の強い香りが漂い、雫が髪を伝ってポタポタと床に落ちた。その様子を見つめ、ライオネルが酷薄な眼差しで言う。

「くどい。これ以上くだらないことで、僕を煩わせるな。話は終わったんだから、とっととこの部屋を出ていけ」

　あまりの扱いに、エセルは床に座り込んだまま絶句した。

　そんなこちらをよそに、彼は卓上に置かれたベルを鳴らすと、やって来た侍従に向かって言う。

「先ほどの召使いを呼べ。今宵の伽を命じた女だ」

「かしこまりました」

　立ち上がり、「失礼いたします」と言ってうつむきがちに廊下に出ると、通りかかった召使いが慌てて手巾で濡れた髪を拭いてくれた。

　そしてひどく狼狽しながら「侍女のクラーラさんをお呼びいたします」と言ってくれたが、エセルはそれを断った。

「大丈夫です。自分で部屋に戻ります」

　手巾で髪と顔を拭きながら廊下を歩き、エセルはじっと考える。

（やはりグレンさまの予想どおりになってしまった。お兄さまはわたしの諫かん言げんで自身の行きすぎた行動を思い留まるどころか、むしろ開き直ってあの方をいたぶろうとしている）

　唇には、グレンに口づけられた感触がまだ残っている。

　あのときの彼の眼差し、そして「せめて一度口づけを許していただければ、それをよすがにこのあとの苦難を耐えられる気がするのです」という言葉を思い出したエセルは、たまらなくなった。

　グレンは自身の置かれた状況や今後訪れるであろう苦難を冷静に受け入れていたものの、エセルはライオネルの所業をこれ以上黙って見過ごせず、直談判に行った。

　その結果が、これだ。彼はエセルがグレンに心奪われているのを見抜き、今後より苛烈に苛むことを示唆した。それだけではなく地下牢に近づくのも禁じ、エセルが今後グレンに会うのは不可能になった。

（グレンさまに……もう会えない。それどころか、あの方は今よりもっと激しい拷問に遭い、わたしが知らないうちに命を落としてしまうかもしれない）

　胸がズキリと痛み、エセルはドレスの胸元をぐっと強く掻き寄せる。

　出会ってから一週間、顔を合わせた時間こそ少ないが、グレンと過ごしたひとときはひどく濃密な時間だった。

　こちらが身分の低い王女であると明かしたあとも、グレンは一貫してエセルを高貴な女性として扱ってくれ、差し入れに対して毎回礼を述べて、魔法で生成したささやかな花を喜んでくれた。

（わたし……）

　そんな彼に、エセルは気づけば恋をしていた。

　敵国の王子、しかも捕虜なのだから、たとえ相思相愛でもグレンとの未来はない。それがわかっているのに、彼への恋情は冷めるどころかますます強くなっていて、歩きながら唇を引き結ぶ。

（わたしは……グレンさまを助けたい。たとえこの先の人生を共に添い遂げることが叶わなくても、あの方に生きていてほしい）

　それはこの一週間で芽生えた、切なる願いだった。

　エルドレッド王国の王女という立場からすれば、自分のこの考えは国益に反するものだ。こちら側からすれば、度重なる戦で甚大な被害をもたらしたラザフォード王国の第二王子は一級戦犯であり、裁判にかけられれば厳しい判決が出るのは間違いない。

　そもそも首都に移送される前にライオネルによって嬲り殺しにされる可能性が高く、エセルは目まぐるしく考える。

（地下牢には、もう正面からは近づけない。これまでわたしに好意的に接してくれていた牢番たちも、お兄さまの命令には逆らえないはずだもの。だとしたら──）

　安全に独房に近づき、なおかつグレンを逃がす方法がただひとつだけあるが、それには準備が要る。

　しかもエセルはこれまでその方法を積極的に試したことはなく、成功するかどうかは大きな賭けだった。「もし失敗したら」という強い不安がこみ上げるものの、やるしかない。グレンの命を救う手立てとして思いつくのはその方法だけなのだから、いちかばちかで行動するしかないのだ。

（わたしが準備を終えるまで、グレンさまがご無事でいてくれるのを願うしかない。どうか、どうか大きな怪我だけはしないで……）

　廊下の窓から見える外は暗く、凍てついた空気に満ちていた。

　それを見つめたエセルは、今も冷たい独房にいるグレンの顔を思い浮かべつつ自室に向かって歩き続けた。









第三章











　石造りの古城の地下牢は火の気がなく、しんとした冷気が足元から這い上がってくる。

　先ほど飲んだ酒のおかげで体温が幾分上がり、抱え込んだ温石と肩から身体を包み込んだ毛布がそれを何とか保ってくれているものの、実際は朝までに手足の冷たさで何度も目が覚めるのが常だ。

　独房の壁にもたれたグレンは、先ほど触れたエセルの唇の感触を思い出す。ほんの一瞬だけの口づけだったが、柔らかな感触は忘れがたく、切ない想いが胸の内を満たした。

（「最後に一度だけ」と思って許してもらったが、駄目だな。……余計に忘れがたくなってしまった）

　彼女がエルドレッド王国の第五王女だとわかったのは、数日前だ。

　グレンの目から見たエセルは、奥ゆかしさと品位を兼ね備えた素晴らしい女性だった。花のように可憐な容貌は地味な紺のドレスを着ていても決して損なわれず、むしろ清楚さを引き立てている。

　話し方は穏やかで品があり、虜囚であるグレンを王族として丁重に扱ってくれた。何よりこちらの無聊を慰めるために魔法で花を生成する気遣いは心に深く沁み入り、グレンは図らずも彼女に強く心惹かれた。

（まさか敵地で、あんな素晴らしい女性に出会うなんて。運命とは皮肉なものだ）

　王子であるグレンには、これまでいくつもの縁談話があった。

　それは他国の王族や国内の有力貴族の令嬢などさまざまだったが、騎士として戦場に赴く機会が多いこと、そして結婚にさほど興味がなかったため、そのすべてを断っていた。だが敵国に捕らわれ、命の危険がある状況下でその国の王女を好きになるなど、まったくの予想外だ。

　しかもエセルも同様にこちらに対して好意を持ってくれていたことは、奇跡としか言いようがない。

（でも──）

　だからこそ彼女を自分から遠ざけなければならないと、グレンは考えた。

　もし自分と親しくしていることが知られれば、エセルはライオネルにどんな目に遭わされるかわからない。

（そんなことは……駄目だ。エセル王女が私のせいで折檻されたり、苦しい立場に立たされることは、断じてあってはならない）

　考えた結果、グレンはただ一度の口づけだけをエセルに求め、別れを告げた。

　最初はそれだけで満足できると考えていたのに、いざ触れるともっと欲しくてたまらない気持ちがこみ上げ、苦く微笑む。こうして敵国に拘束されている自分には、未来がない。それなのにエセルがいつか見知らぬ男の元に嫁いでいくだろう姿を想像し、焼けつくような嫉妬の感情に苛まれている。

（馬鹿だな。私では彼女を……幸せにできないのに）

　そんなふうに考えながら、グレンは独房の片隅に身を横たえる。

　すると手足に掛かる枷の重さがほんの少し楽になり、束の間うとうとと微睡んだ。しかし硬い床のせいですぐに身体が痛くなり、苦労して体勢を変える。そうするうちに毛布が肩から落ちてしまい、強い冷気を感じた。

（私が捕虜になって、もう十日か。……あまり長くは持たないかもしれないな）

　捕虜となって数日は下男とエセル以外の人間がこの独房を訪れることはなく、戦で負った怪我がわずかながら回復したものの、ライオネルが尋問するようになってからは殴る蹴るの暴行を受けるようになり、身動きするたびに全身にズキズキとした痛みを感じていた。

　日中は足枷の重さで苦労しつつ独房内を積極的に歩くようにしているが、体力が落ちてきているのは明白だ。食事が粗末で滋養になっていないのもそうだが、硬い床で寒さに震えながらでは熟睡できず、肉体的にも精神的にも限界がきていた。

（それでも私は、ラザフォードの王子だ。王族として、騎士として、死の寸前まで無様な姿は晒したくない）

　何とか毛布を引き寄せ、グレンは少しでも眠れるように目を閉じる。

　やがて朝になり、腰が曲がった老齢の下男が粗末な朝食を運んできた。そしてグレンが顔を洗うのを手伝い、剃刀を使って髭を剃ってくれたあと、傷の包帯を換えて独房内の掃除をする。

　黙々と仕事をこなした彼が出ていこうとしたところで、グレンは声をかけた。

「──ありがとう」

　下男が無言で頭を下げ、独房を出ていく。

　するとしばらくして、護衛騎士を伴ったライオネルがやって来た。彼はこちらを見るなり、ニッコリ笑って問いかけてくる。

「いい朝だな、グレン・レスター・ラザフォード。気分はどうだ」

「悪くない」

　端的な答えを聞いたライオネルが、横柄な態度で木製の椅子に腰を下ろす。そして人の悪い笑みを浮かべて口を開いた。

「貴様がこの独房に入れられて、もう十日か。一国の王子とは思えないほどみすぼらしい恰好だが、下男が最低限の身だしなみを整えているせいでそれなりにこざっぱりとして見えるな。そのご自慢の容姿で我が愚妹を篭絡するとは、隅に置けない」

　それを聞いたグレンは、エセルが自分の扱いについてライオネルに直談判したことを悟る。

　さんざん「あなたが兄君の不興を買うことはない」と忠告したのに、それでも行動したエセルの気持ちを想像し、グレンの胸が強く締めつけられた。だが彼女との繋がりを認めるわけにはいかず、あえて淡々とした表情を作って問いかける。

「愚妹とは、一体誰のことを言っているのかわからないんだが」

「とぼけるな。毎晩この独房に、酒と温石を持ってきていただろう」

「ああ、あの娘か。地味な装いだから、てっきり使用人だと思っていた」

　するとライオネルが、探るような目つきでこちらを見つめながら言う。

「お前、あれと話をしたんじゃないのか。その容姿を生かして同情を買い、何とか自分が置かれた状況を改善させようとしたんだろう。だからこそエセルは、この僕に『グレン殿下を王族らしく扱うべきだ』などと直談判をしてきた」

「重ねて言うが、私は彼女を侍女か上級召使いだと思っていた。王族である私は、普段から使用人と親しく話す習慣がない。だから言葉を交わしていないんだが」

　ことさら身分を強調してそう告げると、彼が少し考え込んでつぶやく。

「……言われてみれば、確かにそうか。だったらエセルが、一方的にお前に熱を上げたということだな」

　顔を上げたライオネルが、笑ってこちらを見る。

「実は毎晩この独房を訪れていたのは、僕の末の妹なんだ。出自が悪い上に魔力も低い王族の面汚しで、下賤な血にふさわしく召使いのように扱っていた。その妹が貴様の待遇改善を訴えてきたから、てっきり色恋をちらつかせて篭絡したのかと考えていたんだが、勘違いしてすまない」

「…………」

「まあ、妹とも思っていない存在に何を訴えられようと、僕は聞くつもりは毛頭ないが。もしお前が何か期待していたなら、それは無駄だと教えてやろうと思ってな。エセルはもう、ここには近づけさせない。あんな無力な小娘に何ができるわけでもないが、虜囚に肩入れする人間を近づけさせるほど僕はお人好しではないんだ」

　彼の言葉を聞いたグレンは、エセルが遠ざけられたのを知り、苦い気持ちになる。

　しかしそれを表には出さず、冷静な表情でライオネルを見つめると、彼は傲岸不遜な目つきで言った。

「そんなふうに冷静ぶっているが、そろそろ精神的に追い詰められてきている頃じゃないか？　これまでは国で王族として下にも置かない扱いをされてきたのに、今はまるで乞食のようにみすぼらしい恰好をさせられ、ベッドもない独房に閉じ込められている。手枷足枷を嵌められ、魔力も封じられているお前は、子どもより無力な存在だ。こうして蹴られても何ひとつ抵抗できない」

「……っ」

　無造作に振り上げた彼のつま先がみぞおちの辺りにめり込み、グレンは奥歯を噛んで痛みに耐える。ライオネルが嘲る表情で言った。

「お前は大陸で定められた〝加盟国の王族に対する非人道的、又は品位を傷つける扱いを禁ずる〟という条約をよすがにしているかもしれないが、それは無駄だ。ここは離宮で、周囲の目を気にする必要はない。つまり捕虜をどう扱おうと僕の気分次第ってわけだ」

　彼が優雅に脚を組み、グレンを見下ろして問いかけてくる。

「──ラザフォード軍の、主たる部隊の数と指揮官の名前を教えろ。一体いくつの部隊があって、どのような魔法編成になっている？」

「…………」

「我が国と接しているそちら側のセンツベリーという土地には、大きな砦があるな。そこの構造や地下通路の在処も教えてもらおうか」

　グレンが黙して答えずにいると、ライオネルが護衛騎士に向かって横柄に顎をしゃくる。

　すると前に歩み出た騎士が拳を振り被り、こちらの顔を強く殴りつけてきた。手枷と足枷が床に擦れて重い音を立て、鎖がジャラリと揺れる。髪が乱れて顔に掛かったものの、グレンはその隙間から冷静にライオネルを見つめた。

　すると彼が鼻で笑い、再び口を開く。

「次の質問だ。貴様には兄弟が二人と妹が一人いるようだが、それぞれどんな魔法属性で何を得意としている？」

　次々と繰り出される質問にグレンが答えずにいると、護衛騎士の暴行は次第に苛烈になっていく。

　殴る蹴るはもちろん、背中の深い斬り傷を体重をかけて踏まれたときは、思わず低い呻きが漏れた。そんなグレンの髪をつかんで無理やり顔を上げさせ、ライオネルが笑って言う。

「グレン、お前は『今、このときさえ凌げれば』とか、『命までは取られるまい』とか考えているかもしれないが、それは大間違いだ。確かに僕は枢密院議会から早く中央までお前の身柄を移送するようにせっつかれているが、そんなのはどうとでも言い訳が立つ」

「…………」

「何しろ捕縛したときのお前の怪我は、ひどかったからな。『手を尽くしたものの、力及ばず死んでしまった』と報告すればいいだけの話だ。これがどういう意味かわかるか？」

　彼が思わせぶりに言葉を切り、再び口を開く。

「僕は貴様を、この場でさんざん嬲って殺しても構わないってことだ。何しろこれまでの我が軍の被害は甚大、今回の戦でも希少な光魔法や闇魔法の使い手を何人も失っている。その指揮官たるお前には、死んだ部下たちの恨みを知ってもらう義務がある」

　髪をつかんでいた手を離し、ライオネルが立ち上がる。そしてこちらを睥睨して楽しそうに言葉を続けた。

「とはいえ、一息に殺してしまってはつまらない。──お前の体力が一体どれだけのあいだ持つか、楽しみだな」







　尋問を終え、ライオネルと二人の護衛騎士が独房を出ていったのは、それからだいぶ経ってからのことだった。

　床に倒れていたグレンは身体を起こし、震える息を吐きながら壁にもたれる。全身がズキズキと痛み、燃えるような熱を持っていた。

（やはりライオネルは、私を国の中央には引き渡さずここで殺す気なのか。……完全に私怨だな）

　彼に何を問いかけられても、グレンはこれまでひとつも答えていない。

　だが今後も無言を貫けば暴行が苛烈さを増していくのは容易に想像でき、うんざりと目を閉じた。おそらくライオネルの殺意は、本気だ。しかも容易に殺す気はなく、時間をかけてこちらを精神的にも肉体的にもいたぶってからとどめを刺すのだと予告されていて、グレンは「いっそ自分で、命を絶とうか」と考える。

（このままでは、私は国に迷惑をかける。多分連日のようにエルドレッド側に身柄の引き渡しを要請しているだろうが、私を無事に取り戻したいという思惑がある分、ラザフォードは足元を見られているに違いない）

　どうせ国に戻れず、迷惑をかけるだけの存在ならば、このまま死んでしまったほうがましだ。

　そんなことを考えているうち、壁際にもたれたまま眠っていたらしい。目が覚めると身体がひどくこわばっていて、ほんのわずか身じろぎするだけで全身に鋭い痛みが走った。

　窓がない地下牢では時刻がわからないが、おそらく二、三時間ほど寝ていたのだろう。グレンは緩慢な動きで立ち上がると、テーブルの上に置かれた水差しからコップに水を注ぎ、手枷の重さに苦労しつつ中身を飲む。

　しばらくして夕食が運ばれてきたが、食欲が湧かず手をつけなかった。ライオネルの言葉が確かなら、エセルがこの独房を訪れることはもうないだろう。彼女の可憐な面差しを脳裏に思い浮かべたグレンは、目を伏せて微笑む。

（彼女には、幸せになってほしい。王女として国のためとなる相手に嫁がされるだろうが、せめてその男が優しい人間だったら……）

　身体の痛みと寒さを感じながら、独房の片隅でうずくまる。

　それからどれだけの時間が経ったのか、廊下の向こうで何やら話し声が聞こえた気がして、グレンは視線を向けた。しばらく経つと扉の鍵が開けられ、独房に一人の女性が入ってくる。

　その姿を見たグレンは、目を瞠ってつぶやいた。

「……エセル王女」

　地味な紺色のドレスの上に厚手の外套を羽織り、手に大きな籠と細長い包みを持った女性は、間違いなくエセルだ。

　彼女はこちらを見つめ、切実な眼差しで呼びかけてきた。

「グレンさま……」

「一体どうしてここに……ライオネル王子に、地下牢に行くことを禁じられたのではないのですか？　私の待遇を改善するように直談判して」

「はい。兄は激しく怒り、わたくしに地下牢に行くことを禁じました。それだけではなく、グレンさまを中央には移送せずここで拷問して嬲り殺しにすると言ったのです」

　エセルは「ですから」と言葉を続け、信じられないことを告げる。

「兄の言葉を聞いたわたくしは、決断いたしました。──グレンさま、あなたをこの地下牢から逃がします」

「えっ？」

　彼女は頷き、手にしていた籠などを一旦床に置くと、驚くグレンに歩み寄る。

　そしていくつかの鍵がまとめられた束を取り出し、その中の赤銅色の鍵を手枷の鍵穴に差し込んで解錠した。

「一体どういうことですか？　あなたはどうやってこの鍵を」

　十日ぶりに手枷から解き放たれると驚くほど軽くなり、グレンは手首を擦りながら問いかける。するとエセルが、足枷も同様に解錠しながら答えた。

「牢番から借りました。体形が違うかもしれませんので申し訳ございませんが、兄の衣服と外套をお持ちしています。急いで着替えてください」

　彼女は最後に銀色に輝く少し大ぶりな鍵を手にし、グレンの首に嵌まった黒い輪の留め具に差し込む。

　それは、魔力を封じている首輪だった。魔力を無効化する特殊な金属でできており、身体に触れているかぎり魔法を発動できなくなるため、犯罪者や捕虜を拘束する際に使われている。

　首輪が外された瞬間、魔力が全身に漲っていくのがわかって、グレンは手のひらを見つめる。すべての枷が外された状態になり、解放感でいっぱいになっていた。身体は満身創痍といっていい状態だが、手足が無事で魔法が使えるのなら充分戦える。たとえ今ここに兵士たちがやって来ても、一方的にやられることはない──その事実は、グレンに心のゆとりを与えた。

　だがその前に、確かめなければならないことがある。グレンは持参した籠の中から着替えを取り出している彼女の肩をつかみ、語気を強めて問いかけた。

「一体どういうことなのか、ちゃんと説明してください。私を逃がしたことが知れれば、いかに王女であるあなたでもきっとただでは済まないでしょう。それにこうしているあいだにも、他の兵士が駆けつけてくる可能性がある。今回の件がどのような計画で、協力者が何人いるのかを教えていただけませんか」

　するとエセルは、こちらを見上げて答えた。

「協力者は……おりません。すべてわたくし一人の計画です」

「そんな……」

「牢番たちは、現在わたくしが差し入れた睡眠薬入りの酒を飲んで眠っています。このあとは借りた鍵束を元どおりに彼らの腰に戻し、忘却魔法をかけます」

「忘却魔法？」

　驚いて問い返すと、彼女が頷いて言う。

「はい。今夜わたくしに会った記憶を、牢番たちの中から消し去るのです。そうすれば明日の朝に下男が独房にやって来るまで、グレンさまが脱獄した事実は誰にも気づかれないはずです」

　グレンは戸惑い、エセルの顔を見つめてつぶやいた。

「忘却魔法とおっしゃいますが、エセル王女は花を咲かせる魔法しか使えないはずなのではありませんか」

　エセルは生まれつき魔力が低く、初級の光魔法しか使えないため、これまで兄姉たちから蔑まれてきたのだと語っていた。

　すると彼女が、思いがけないことを言う。

「ある日を境に、急に使えるようになったのです。二年前、わたくしは三番目の姉のドレスを誤って破いてしまい、ひどく咎められたことがございました。その瞬間、突然忘却魔法が発動し、姉はドレスが破れた理由を忘れてしまったのです」

　彼女いわく、その日は王宮の庭園で三番目の姉がお茶を飲んでおり、エセルは彼女から給仕を頼まれたらしい。

　しかし姉のドレスの裾を踏んで躓いてしまい、生地が破けてしまった。すると彼女は烈火のごとく怒り、エセルの頬を叩こうとしたものの、その瞬間に忘却魔法が発動したという。

「最初は、何が起こったのかわかりませんでした。姉はぼうっとしてわたくしの顔を見つめ、『エセルじゃないの。あなた、ここで一体何をしているの』と問いかけてきました。彼女はなぜドレスが破れているのか、直前の記憶をすべて忘れてしまったのです。しばらく考え、わたくしはそれが光の上級魔法である忘却魔法で、それを発動したのが自分なのだと思い至りました。なぜなら姉は水属性で、わたくしの他に光魔法を使える者はそのとき近くにいなかったからです」

　だがエセルは、自身が忘却魔法を使えるようになった事実を人に明かしたことはないのだと語った。

　もし公表すれば周囲の見る目が変わったかもしれないが、〝相手の中の記憶を消す〟という特性を使えるとみなされて誰かに利用されることを恐れたらしい。

　それを聞いたグレンは、考え込みながらつぶやいた。

「確かにそうかもしれませんね。忘却魔法は使える人間が極端に少なく、諜報向きだといえますから、政治利用されかねません」

　彼女が「はい」と頷き、グレンを切実な瞳で見た。

「でも、そうして秘匿してきた魔法を使うのは今だと思えたのです。このままではグレンさまは、王族としての立場を尊重されることなく兄に嬲り殺しにされてしまうでしょう。ですがわたくしが魔法を使い、出会う人間すべての記憶を消していけば、あなたを安全に地下牢から逃がすことができます」

　──エセルは計画を説明した。

　牢番たちに睡眠薬入りの酒を飲ませ、独房と拘束具の鍵を拝借したあと、グレンを牢から出す。その後は牢番たちの中から今夜エセルに会った記憶を忘れさせてしまえば、夜にわざわざ独房の様子を見に来ない二人は朝まで逃亡に気づかない。

　そしてあらかじめ近隣の森の中に隠してある馬のところまで行き、グレンがそれに乗って国外に出るというのが、彼女の考えた計画らしい。

「ラザフォード王国との国境付近には関所があり、グレンさまにはそこを自力で突破していただかなくてはなりません。お怪我をされている身で、大丈夫でしょうか」

「はい」

　確かにこの十日間でかなり体力が落ちているが、魔法が使えるようになったのだから問題なく戦える。本当は武器があればよかったが、そこまで求めるのは贅沢だろう。

　グレンがそう考えていると、エセルが安堵した様子で言葉を続けた。

「グレンさまの甲冑は残念ながら持ち出せなかったのですが、剣はお持ちいたしました。こちらです」

　彼女が持参した細長い布の包みを解くと、中から見覚えのある長剣が現れる。

　グレンは目を瞠り、鞘に収まったそれを手に取って言った。

「私の剣を、わざわざ探し出してくださったのですか？　これを持ち出すのは大変だったのでは」

「若い侍従にグレンさまの剣がどこにあるのかを尋ね、兄の部屋に置かれているのだと聞き出して、不在時に衣服と共に持ち出したのです。その記憶も侍従の中からきれいに消してあります」

　着替えるように促され、グレンはそれまで着ていた粗末な上衣を脱ぎ捨てる。するとこちらの身体を見たエセルが、痛ましげな表情でつぶやいた。

「兄は……やはりグレンさまに、ひどい暴行をしたのですね。こんなにたくさんのお怪我を」

　昨日のライオネルの口ぶりからそれを想定していたという彼女は、薬草や軟膏、包帯などを持参してきていて、傷の手当てをしてくれた。そして着替えを手伝い、剣を腰に下げたグレンに向かって緊張した面持ちで告げる。

「では、参りましょう」

　薄暗い廊下を通り、鍵のついた扉まで来ると、そこでは厚手の防寒着を着込んだ二人の牢番が壁際に座って眠り込んでいた。

　エセルが一人の腰のベルトに鍵束を戻し、その頭に向けて手をかざす。すると虹色の光が溢れ、すぐに収縮して消えた。

「これで大丈夫です。行きましょう」

　十日ぶりの外の空気は、ひどく新鮮だった。

　気温はかなり低く、しんとした冷気が全身を包み込むのを感じながら、グレンは深呼吸をする。藍色の空には無数の星が瞬き、吐く息が白く夜闇に舞っていた。遠くに見える山々は黒くそびえ立ち、ときおり吹き抜ける風に凍えるほどの寒さを感じる。

　グレンを伴った彼女が門まで向かうと、そこにいた兵士二人がこちらに気づき、驚いた顔で言った。

「エセル王女、このような時間に一体どうされたのですか？　それにその者は──……」

　その瞬間、エセルが二人に向かって同時に忘却魔法を使い、兵士たちの目が虚ろになる。

　彼らの目にはこちらの姿が映っているのに、見た瞬間から忘れてしまう状態になり、二人は槍を手に立ち尽くしたままぼんやりとしていた。その様子を目の当たりにしたグレンは、感心してつぶやく。

「エセル王女の使う忘却魔法は、凄まじい威力ですね。実際に目にするのは初めてですが、これほどまでとは」

「ここから馬を隠している森までは、十分ほど歩きます。参りましょう」

　夜陰に紛れて歩き、森を目指す。

　肌を刺すような冷気を感じつつ、グレンの中には独房から逃れられた実感がじわじわとこみ上げてきていた。捕虜となって十日、このままライオネルに嬲り殺しにされるくらいなら自ら命を絶とうと考えていたのに、今は虜囚の身から解き放たれて国に戻ろうとしている。

（エセル王女のおかげだ。彼女が私の命を諦めず、必死に行動してくれたから、こうして外に出ることができた）

　城を出てしばらく歩くと、鬱蒼とした大きな森が見えてくる。

　中はひどく暗く、足元には細い獣道しかないが、エセルは迷いのない足取りで歩き続けた。グレンは彼女に向かって問いかけた。

「エセル王女は、この森を訪れたことがあるのですか？」

「はい。先ほどまでいたルウェリン城は四番目の姉のお気に入りの離宮で、わたくしは彼女のお供で何度も来たことがあります。ですからこの森を含め、近隣の地理がわかっているのです」

　聞けばエセルは昨夜から綿密にグレンを逃がす計画を練り、今日は一日かけてその準備をしていたらしい。

　一番大変だったのは馬を用意することで、自分で森まで馬を連れていくのは難しかったため、厩の下男に頼んだあと彼に忘却魔法をかけたのだそうだ。それを聞いたグレンはふと足を止め、彼女の顔を覗き込んで言った。

「お待ちください。今日だけでそれほど何度も上級魔法を使っているのなら、相当疲れているのではありませんか」

「大丈夫です。休み休みやっていますので」

「魔力消費を甘く見てはいけません。私は戦場で限界を超えて強い魔法を使い、疲弊して倒れる者を何人も見てきました」

　魔力が枯渇する寸前まで使った者は気力が尽きて昏睡状態になり、一週間ほど目を覚まさないこともある。

　これまで忘却魔法を使わずにいたエセルが、急に何度も発動させて疲弊していないわけがない。

（私は馬鹿か。これほどまでにエセル王女に負担をかけておきながら、その疲労に思い至ることもせず歩かせていただなんて）

　ぐっと拳を握りしめたグレンは、エセルの肩をつかみ、その身体をひょいと抱き上げる。

　すると彼女が、ひどく狼狽して言った。

「グレンさま、下ろしてください。わたくしは自分で歩けますから」

「いいえ。あなたをこれ以上、疲れさせるわけにはいきません」

　独房に一人でいたときはかなり消耗していたが、すべての拘束具を取り去られた今は驚くほど気力体力が充実している。

　グレンがそう言うと、エセルは気まずげな顔をしつつおとなしくなった。抱き上げた彼女の身体は軽く、花のような顔かんばせが間近にあって心が疼く。長い睫毛が白い頬に影を落とす様は可憐で庇護欲をそそり、グレンはエセルに対する強烈ないとおしさがこみ上げるのを感じた。

　しかしそれをぐっと抑え、彼女に問いかける。

「馬を繋いでいるという小屋までは、あとどのくらいの距離ですか」

「もう間もなくです。……あ、見えてきました」

　薄闇の中で目を凝らすと、木々の隙間から小さな建物が見える。

　そこは夏から秋にかけて炭焼きをするための小屋で、傍に石造りの窯があった。良質の炭を焼き上げるには数日かかるため、建物の中には寝泊まりするための設備が揃っている。

　冬である今は、そこは無人の状態だ。建物の裏に回ると一頭の大きな馬が繋がれていて、傍に飼い葉と水が置かれている。グレンの腕から下りたエセルが馬に歩み寄り、その身体を撫でて言った。

「ルウェリン城の厩にいた中で一番足の速い馬を選んで、ここに繋いでおいてもらいました。国外に出るまでは問題なく走ってくれると思います」

　彼女は「それから」と言葉を続け、手に持っていた籠から革製の袋を出して説明した。

「この中にチーズとハム、パンといった食料と、先ほど傷の手当てに使った薬草や軟膏の残りが入っています。国外に出るまで何があるかわかりませんから、どうかお持ちください」

　エセルが細かいところまで気遣って荷物を用意してくれたのがわかり、グレンは何ともいえない気持ちでそれを受け取る。そして彼女を見つめ、口を開いた。

「エセル王女、お気遣い本当にありがとうございます。敵国の王族である私にここまでしてくださるとは、感謝してもしきれません」

「いいえ。わたくしはエルドレッドの王女として、兄の所業をお詫びしなければならない立場です。ラザフォード王国の王子であるグレンさまを不当に扱って虐げたことを、心からお詫びいたします。本当に申し訳ございませんでした」

　エセルが深く頭を下げ、グレンはそれを押し留める。

「どうかお顔を上げてください。エセル王女が謝ることではありません」

「でも……」

「あなたの誠実さと献身が、私の命を繋いでくれたのです。こうして虜囚の身から解き放たれて国に帰れることは、私にとってこの上ない僥倖です。まさに命の恩人と言っていい」

　すると彼女が、こちらを見上げて微笑んだ。

「そんなふうに言ってくださるのは、グレンさまだけです。無事に城から脱出できて、頑張った甲斐がありました」

　面映ゆそうな表情をするエセルに、グレンは問いかける。

「エセル王女は、このあとどうされるのですか」

「ルウェリン城に戻ります。再び門番の記憶を消し、わたくしが夜に城を抜け出したことを完璧に隠蔽するつもりですので、どうかご安心ください。わたくしは周囲から花を咲かせることしかできない無能な人間だと思われておりますから、グレンさまを逃がした張本人だとは誰も思わないはずです」

　滅多に使える者がいない上級魔法の使い手でありながら、そんなふうに己を卑下する彼女を前に、グレンはもどかしさをおぼえる。

　確かに忘却魔法が使える事実を知られなければ、エセルが疑われることはないに違いない。しかしグレンの逃亡を知ったライオネルから八つ当たりされる可能性は充分にあり、それを想像するとたまらなくなった。

（私は……エセル王女が好きだ。これまで誰にも感じたことがないほどの強い想いを、彼女に対して抱いている）

　エセルの楚々とした美しさやときおり浮かべる笑顔、控えめな性格である反面、やると決めたことを確実にやり通す芯の強さに、強く心惹かれている。

　今まで王族として数々の女性と出会ってきたグレンだが、これほどまでに心を動かされた相手は初めてだった。たとえ敵国の王族同士であっても、それを「関係ない」と言いきるほどの想いを彼女に抱いている。

　辺りはしんとした冷気で満ち、森の奥からときおり梟の鳴き声が聞こえていた。薄闇の中で白く息を吐きながら、グレンはエセルの両肩をつかむと彼女の菫色の目を見て告げた。

「──エセル王女、このまま私と一緒に行きませんか」

「えっ？」

「このエルドレッド王国を捨て、ラザフォードに一緒に来ていただきたいのです。私の妻として」
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　こちらの両肩をつかんでグレンが告げたのは、思いもよらない言葉だった。足元からゾクゾクするほどの冷気が上がってくるのを感じつつ、エセルは戸惑ってつぶやいた。

「ラザフォード王国に……わたくしがですか？」

「ええ、そうです」

「どうして……」

「あなたを一人の女性として、愛しているからです」

　はっきりと迷いのない口調で言いきられ、エセルの心臓がドキリと音を立てる。

　昨夜兄のライオネルに直談判をしたあと、エセルはグレンを助けるにはどうしたらいいかを必死に考えた。

　ライオネルは傲岸不遜な性格のため、グレンに温情をかけることは絶対にないだろう。最悪の事態を回避するためには、彼を虜囚の身から解き放つしかない。ならばどうするか──エセルが思いついたのは、自身が使える忘却魔法を使ってグレンを逃がすことだった。

　二年前に突然使えるようになった光の上級魔法は、相手の記憶から任意の情報を消去することができる。逃亡の準備をわずか一日で整えるのは並大抵の苦労ではなく、朝から何度も忘却魔法を使ったエセルは激しい疲労を感じていた。

　だが、グレンのためだと思えば頑張れる。初めて恋した男性である彼を、エセルはどうしても助けたい気持ちでいっぱいだった。

（でも……）

　グレンの逃亡を手助けすることは、彼との永遠の別れを意味する。

　敵国の人間であるグレンが身の安全を確保するためには一刻も早く自国領に入るべきで、そうなればエセルは二度と彼に会うことはないからだ。

　だが、それでも構わないと考えていた。たとえもう会えなくても、グレンに生きていてほしい。彼がその人生を全うしてくれるなら、自分の中の恋心を犠牲にするくらい安いものだ──エセルはそう自分に言い聞かせた。

（そうよ。わたしはエルドレッドの王女で、グレンさまはラザフォードの王子。長年敵対していて、互いに好意があっても決して上手くいきようがない関係なのだから、諦めるしかない）

　森に入ったあとにグレンがこちらの体調を慮り、抱き上げて運んでくれたときは、うれしかった。

　彼と交わした一度だけの口づけ、そして先ほど抱き上げてくれたときの記憶を大切にしたい。いつか王家にとって都合のいい相手と結婚させられることになっても、グレンと気持ちを通わせた思い出があれば生きていける──そんなふうに考えていたエセルだったが、彼は予想外の提案をしてきた。

　自分より頭ひとつ分背が高いグレンを見上げ、エセルは戸惑って問いかけた。

「お申し出はありがたいのですけど、わたくしがラザフォードに行くのはまったく現実的ではありません。たとえグレンさまがそのようにおっしゃってくださっても、ご両親や枢密院議会は敵国であるエルドレッドの王女を迎え入れることに反対するでしょうから」

「もちろん、手放しで賛成してくれるとは微塵も考えていません。むしろエセル王女をエルドレッド側の間諜だと考え、国外追放するように強く迫ってくると思います」

　そう正直に答えた彼は、「でも」と言葉を続け、語気を強めて言った。

「エセル王女は、この国にいても居場所がないのではありませんか？　母君の身分の低さ、そしてご自身の魔力の弱さから家族に蔑まれ、王族でありながら召使いのような扱いを受ける生活は決して幸せではなかったはずです。実際は上級魔法を使えるほどの魔力をお持ちですが、それを公にするおつもりがないのなら今後も周囲の目は変わらないでしょう。私はあなたを、一人の女性として愛しています。だから苦しい立場には置いておきたくない」

「……グレンさま」

「ラザフォードに来ても、周囲の反発がないとは言いません。ですが私は、必ずエセル王女を守り抜きます。いざとなれば国と身分を捨て、第三国で暮らしてもいいと考えているのです」

　グレンの眼差しは真剣で、本気でそう考えているのが伝わってくる。

　エセルは自身の外套の胸元をぎゅっとつかみ、押し殺した声で告げた。

「そのようなこと……言ってはいけません。わたくしのために、国と身分を捨てるなど」

「私は本気です。元よりあなたに救われなければなくなっていたはずの命なのですから、今後の人生をエセル王女に捧げる決断にまったく迷いはありません」

　彼がおもむろにこちらの手を取り、エセルは驚いてそれを見つめる。グレンが真摯な口調で告げた。

「エセル王女、私はあなたに唯一無二の愛を誓います。ただ一人の女性として愛し、剣に賭けて生涯守り抜くと誓いますから、どうか妻になっていただけませんか」

　王族である彼が剣に賭けて愛を誓ってくれるのを目の当たりにしたエセルは、心が震えるのを感じる。

　こんなふうに言ってもらえて、うれしくないわけがない。グレンはエセルが初めて好きになった男性であり、端正な容姿はもちろん人として心から尊敬できる部分が多々あった。

（……でも）

　やはり互いの身分を考えると、素直には頷けない。

　いかに彼が「生涯守り抜く」と言ってくれても、エルドレッド王国の王女との結婚はラザフォード側の反発が大きいだろう。かといってグレンが国と身分を捨てるようなことは、絶対にあってはならない。

（この方は第二王子なのだから、王位継承権の上位にいる。万が一のことがあったら嫡子に代わって即位するかもしれない人なのに、「国を捨てる」などと決意させるような人間は傍にいてはいけないわ）

　だとすれば、自分は今ここではっきりと彼の求婚を断るべきだ。それがグレンのためなのだとわかっていても、喉元まで重苦しいものがせり上がってエセルは言葉が出てこない。

　彼のように高貴で容姿も整った男性に好意を向けられたのは初めてで、そんな人物が自分を一貫して淑女として扱ってくれたことは、エセルにとって大きなでき事だった。

　王族に生まれた女性は国にとって利益のある相手と結婚するものであり、恋愛するのは不可能と言っていいが、グレンとの出会いは自分にとって得難い僥倖だったのだと強く感じる。

（この人と一緒に行けたら……そして妻になることができたら、どんなにいいだろう。でもそれは、まったく現実感のない絵空事に思える）

　目の前のグレンの顔を見つめたエセルは、やがて決断する。張り詰めていた気配をふっと緩め、彼に向かって泣く寸前の笑顔で応えた。

「グレンさまのお言葉を……うれしく思います。わたくしも同じ気持ちです」

「では──」

「あなたを心からお慕いしています。グレンさまがおっしゃるとおり、わたくしは王族の端くれとして生まれながら、王宮にずっと居場所がございませんでした。でもそんなわたくしを、グレンさまはずっと身分ある女性として扱ってくださった。そんなあなたがぜひにと望んでくださるなら、わたくしは国も立場もすべて投げ打ってラザフォード王国についていきたいと思います」

　するとグレンがエセルの手をより強く握り、感嘆の表情で言う。

「信じられない気持ちでいっぱいです。一国の王女であるあなたは、国益を考えて私の求婚を断るかもしれないと考えていました」

「わたくしがもたらせる国益など、ごくわずかなものです。元々王族として存在感があったわけではございませんから、いなくなってもさほど影響はないと思います」

　そんなエセルの言葉を聞いた彼が、語気を強めて告げる。

「私にとってのエセル王女は、かけがえのない存在です。これからの人生は私が必ず幸せにし、二度とあなたにそんな悲しい発言はさせません」

　グレンは繋がれている馬の首に触れ、こちらを見て言った。

「では、早速出発しましょう。明朝まで逃亡に気づかれる心配はないとおっしゃっていましたが、どんな不測の事態があるかわかりません。一刻も早く国外に出て、ラザフォード領に入ったほうが安全だと思います」

「お待ちください。先ほどグレンさまはわたくしの体調を気遣ってくださいましたが、実は朝から何度も忘却魔法を使ったせいでかなり疲れているのです。出発の前に、小屋の中で少し休んでもよろしいでしょうか」

　すると彼が表情を曇らせ、考え込みながら言う。

「休ませて差し上げたいのは山々ですが、ここがルウェリン城にごく近い場所であること、それに誰かに逃亡を気づかれるかもしれない可能性を否定できないのは大きな懸念です。馬は一頭しかおりませんが、私がエセル王女を抱えて同乗しますし、ご自分で歩かなくていい分少しは身体を休められると思うのですが、いかがでしょう」

　グレンはラザフォード領に入らなければ安心できないと考えているようで、エセルはそれを当然だと思う。

　だが彼を見上げ、その目を見つめて真剣に訴えた。

「どうしても駄目でしょうか。ここまで立て続けに魔法を使ったことがなかったため、ひどく疲れているのです。少し休めればと思ったのですけど」

　それを聞いたグレンが、しばし考えたのちに息をつき、穏やかに答える。

「わかりました。では四半刻だけ休み、そのあと出発しましょう」

　炭焼き小屋の中は狭く、小さな台所とベッド、テーブルとランタンがあるだけの簡素な空間だった。

　グレンが窓から外の様子を窺いつつ、「万が一に備え、灯りはつけずにおきます」と言って、それに頷いたエセルは彼に向かって提案した。

「わたくしの我儘を聞いてくださって、ありがとうございます。少しお話ししても構わないでしょうか」

「もちろんです」

「では、お隣に座っていただけますか」

　簡素なベッドに並んで腰掛け、しばし沈黙が満ちる。

　火の気がない小屋の中は空気がしんと冷たく、底冷えがした。膝の上の自身の手を見つめ、エセルは口を開く。

「わたくしがラザフォード王国に行くだなんて、何だか不思議な感じがいたします。どんな国なのですか？」

「自然が豊かで、とてもいい国ですよ。農業と畜産、毛織物が盛んですが、国土の北側にあるクィントン山脈では良質な魔鉱石が採れます。それらを諸外国に輸出し、利益を得ているのです」

　グレンはラザフォード王国がいかに豊かな国か、歴史ある観光名所がどれだけあるかを説明してくれる。

　家族は両親と兄と弟、妹がいるといい、仲がいいのだと語った。

「妹のレオノーラは、エセル王女と年齢がほとんど変わりません。明るい性格なので話しやすいと思います」

　それを聞いたエセルは顔を上げ、「あの」と切り出す。

「どうかわたくしのことを、敬称なしで呼んでいただけませんか？　グレンさまもそうおっしゃっておりましたし」

「よろしいのですか？」

「はい。それに口調も、そんなにかしこまらず自然に話していただきたいのです。……わたくしたちは、夫婦となるのですから」

　するとグレンが眉を上げ、面映ゆそうな表情になって答える。

「では、エセルと呼ばせてもらおうかな。確かに私たちはこれから夫婦となるのだから、垣根は積極的に取り去っていくべきだ」

　今までと比べて格段に砕けた口調に、エセルはじんわりと頬を染める。

　こんなふうに彼と並んで話せることが、うれしくてたまらない。自分と同じくらいにグレンも愛情を抱き、「妻に」と望んでくれているのだと思うと、胸がいっぱいになっていた。

　エセルは深呼吸をし、顔を上げる。そしてドクドクと鳴る心臓の音を意識しつつ、勇気を振り絞って切り出した。

「そうおっしゃっていただけるのなら……あの、触れていただけませんか」

「えっ？」

「グレンさまが本当にわたくしを想ってくださっているのだと、身をもって教えていただきたいのです」

　告げた端から羞恥が募り、エセルは頬が熱くなるのを感じる。

　女の身でこんなふうに申し出るのは、きっとはしたないに違いない。しかし今のエセルは、自分たちが相思相愛であることを確かめたくてたまらなかった。

　するとグレンを取り巻く空気がわずかに変わり、確認するように問いかけてくる。

「……いいのか？」

「は、はい」

　彼の腕がこちらの肩に回り、そのまま抱き寄せる。

　服越しにグレンの身体の硬さを感じたエセルは、緊張に息を詰めた。傷の手当てをしたときも思ったが、彼は細身に見えるのに鍛え上げられた身体つきをしている。

　それはラザフォード王国の騎士として軍を率いていたからに違いなく、女性とはまったく違う感触にドキドキした。

「ぁ、……」

　彼の顔が近づき、そっと触れるだけのキスをされる。

　間近で見るグレンの顔は本当に端整で、緑の瞳は宝石のごとく輝き、エセルだけを映していた。それに胸がいっぱいになっていると、再び彼が顔を寄せ、先ほどより深い口づけをしてくる。

　舌が口腔に忍び込み、緩やかに絡められて、エセルは甘い吐息を漏らした。

　心臓が破裂しそうに速い鼓動を刻み、何も考えられなくなる。ただされるがままに口づけられていると、やがて唇を離したグレンがこちらの頬を撫でてささやいた。

「こんなふうに君に触れられるのが、嘘のようだ。今までは手枷のせいでままならず、歯痒い思いをしていたから」

　彼の瞳にはエセルに対するいとおしさがにじみ、心からそう思っているのが伝わってくる。

　互いに引き寄せられるように、何度もキスをした。次第に激しく貪られ、エセルは息を乱しながら遠慮がちにグレンの舌を舐め返す。するとそれに煽られた彼がますます深く口づけてきて、狭い炭焼き小屋の中の空気が濃密になっていくのを感じた。

　そうするうちにグレンの手が外套の下に潜り込み、ドレス越しに胸のふくらみに触れられて、エセルはドキリとした。

（あ……）

　男らしい大きな手がふくらみをやんわりと揉み、先端の辺りを指先で刺激してきて、ビクッと肩が震えてしまう。

　敏感なそこが次第に硬くなり、きゅうっと尖る感じがして、エセルはぐっと息を詰めた。存在を主張し始めた先端を、彼の指が繰り返し擦る。すると皮膚の下からむず痒い感覚が湧き起こり、身体の奥深いところがじんと熱くなるのがわかった。

「……っ、……ぁ……っ」

　グレンの手が外套の前を結んでいたリボンをスルリと解いて、エセルはひんやりとした空気を感じる。

　彼の手がドレスの胸元を引き下ろし、夜目にも白いふくらみがあらわになった。思わずかあっと頬を赤らめると、グレンが身を屈め、胸の尖りに舌を這わせてくる。

「は……っ」

　温かく濡れた舌が頂を押し潰し、じっくり舐め上げてきて、息が乱れた。

　乳暈を舌先でなぞられたり、硬くなった先端を転がされるたびにゾクリとした感覚がこみ上げ、エセルは切れ切れに喘ぐ。彼の吐息と髪が素肌に触れるだけで感じてしまい、身の置き所のない羞恥をおぼえた。

　腰に回ったグレンの腕がグイッと強く上半身を抱き寄せ、残ったもう片方の手でふくらみをつかんで先端をより強く吸ってくる。その瞬間、ツキリとした疼痛と共に疼くような快感がこみ上げ、エセルは声を上げた。

「あ……っ！」

　胸の先を音を立てて舐めしゃぶられ、その淫らさに目に涙がにじむ。

　男女の行為についてはぼんやりとしか内容を知らず、こんなにもいやらしいことをするのだと知って頭が煮えそうになっていた。だが決して嫌ではなく、喘ぎながらグレンを見つめると、彼がふと胸から唇を離してエセルの頬に触れてきた。

「すまない。こんなところで箍が外れるなんて、我ながら情けないな。許してほしい」

「あの……」

「まだ結婚もしていない身でこれ以上の行為をするのは、不謹慎だ。ましてや私たちは逃亡中で、こんなことをしている場合ではないのに」

「いいえ」

　エセルは急いでグレンの手をつかみ、切実な瞳で訴えた。

「お願いです。どうかこのまま、わたくしをグレンさまのものにしてください」

「……エセル」

「確かめたいのです。グレンさまが本当にわたくしを想ってくださっていると」

　彼の言うとおり、今は逃げることを優先するべきに違いない。

　いかに忘却魔法をかけてきたといえ、いつ何時誰かが異変に気づかないとも知れず、追手がかかることを考えれば一刻も早くエルドレッド王国から出るべきだ。

　そうわかっているのに、エセルは今ここでグレンに抱かれたくてたまらなかった。彼が自分を愛してくれているのが本当なら、その証をこの身に刻みつけてほしい。身も心もグレンと結ばれることができたら──そんな思いが湧き起こり、彼の手をつかむ手に力を込める。

　すると彼が、しばらく無言でこちらを見つめる。そしてエセルの頬を撫でると、押し殺した声で言った。

「そんなふうに言われて、我慢できるわけがない。こんなにもいとおしいと感じる女性は、君が初めてなのに」

　ベッドに身体を押し倒され、グレンの唇が首筋に触れてくる。

　それと同時に胸の先端を指でいじられ、エセルは喘いだ。首筋を唇でなぞられると彼の吐息を感じ、ゾクゾクとした感覚がこみ上げる。そのまま鎖骨や胸の谷間についばむようにキスをされ、再び胸の先端を舐められた途端、思わず感じ入った声が出た。

「はぁっ……」

　舌の表面のざらつく部分で押し潰され、音を立てて吸い上げられる。

　自分がこんな粗末な小屋でグレンと抱き合っているのが信じられず、胸がドキドキしていた。だが、逃げたい気持ちはまったくない。初めて好きになった相手である彼と相思相愛である事実は、エセルにとって泣きたいくらいに幸せなことだった。

「ぁ……」

　グレンの手がドレスの裾をまくり上げ、太ももを撫でる。

　そのまま下着に触れられ、布越しに秘所を撫でられて頬が熱くなった。割れ目をなぞられると何ともいえない気持ちになり、落ち着かず足先を動かす。だが彼の指が花弁の上部にある花芽を引っ掻いた瞬間、ビクッと腰が跳ねた。

「あっ！」

　何度も同じところを押したり引っ掻かれたりするうち、甘い愉悦が湧き起こる。

　敏感なそこは些細な刺激でも反応し、気がつくと蜜口が潤んでいた。下着の中に入り込んだグレンの手が直接秘所に触れ、割れ目をなぞるように指を動かす。するとかすかな水音が立ち始め、エセルは太ももをわななかせた。

「……っ……んっ、……ぁ……っ」

　蜜口をくすぐられ、浅いところにめり込ませた指を動かされるたびにちゅくちゅくという粘度のある音が響いて、羞恥が募る。

　そうしながらも彼の唇は胸の先端を捉え、口の中で尖りを弄んでいて、エセルは涙目で考えた。

（どうしよう、すごく恥ずかしい。わたしばかりこんな……）

　薄闇の中でも自分があられもない姿にされているのがわかり、羞恥が募る。

　一方のグレンは着衣を乱しておらず、しなやかで男らしい体形を間近に感じたエセルは頭が煮えそうになった。しかも彼の瞳は押し殺した欲情を浮かべていて、自分の姿がどんなふうに映っているのかと想像するとひどくいたたまれなさをおぼえる。

　そのときふいにグレンが身体を起こし、エセルの下着の中から手を引き抜いて言った。

「私の指は少々ささくれ立っているから、万が一のことがあっては困る。だからやり方を変えるよ」

「えっ？　……ぁっ！」

　エセルの下着を取り去った彼が身を屈め、脚の間に顔を埋める。

　花弁をじゅっと音を立てて吸われて、エセルは混乱しながらグレンの頭を押しのけようとした。しかし彼は物ともせずに舌での愛撫を続け、熱い舌で秘所を舐め啜られたエセルは切れ切れに喘ぐ。

「あっ……はぁっ……や……っ」

　ぬめる舌が這い回る感触は強烈で、まさかそんなことをされるとは思わなかったエセルは涙目で太ももに力を込める。

　舌先で敏感な花芽に触れられると腰が跳ね、蜜口が新たな愛液で潤み出すのがわかって、そんな自分に惑乱していた。先ほど胸を吸われながら秘所を探られたときも恥ずかしいと思っていたが、それ以上の羞恥があることに動揺している。

〝男女の行為とは、抱き合って身体の一部を重ね合わせるもの〟という漠然としたイメージしかなかっただけに、想像のはるか上をいく行為の淫靡さに翻弄されていた。

　やがてグレンの顔が脚の間から離れたことにホッとしたのも束の間、彼の指が蜜口に埋められていき、エセルは目を見開く。そのままゆるゆると行き来させられ、異物感に身体をこわばらせていると、彼がささやいた。

「濡れているから痛くはないと思うが、どうかな」

「んん……っ、は、い」

「じゃあ、指を増やすよ」

　二本に増えた指が蜜口からねじ込まれ、ゴツゴツと硬い感触にエセルは小さく呻く。

　慎重な動きで根元まで埋め、中を拡げるように指を動かされて、すぐに息が上がった。隘路が異物である指をきつく締めつけるものの、内壁をなぞりながら行き来されるうちに次第に愛液の分泌が増えていく。

「あっ……ん……っ……はっ……」

　気づけば身体が熱くなり、肌がじんわりと汗ばんでいた。

　自分が常になく恥ずかしい声を出していることに気づき、必死に抑えようとしたところ、グレンがキスで唇を塞いでくる。熱い舌が口腔に押し入り、そのまま貪られて、エセルはくぐもった声を漏らした。

「んっ……ぅっ……」

　やがて唇を離した彼が、こちらの衣服をすべて脱がせてきた。

　素肌が冷えた外気を感じたものの、全身が汗ばむほど熱くなっているために寒くはない。エセルの身体を見たグレンが、感嘆の眼差しでつぶやいた。

「きれいな身体だ。肌が白くて、すんなりと細くて……清楚なのになまめかしい」

　彼が自身の上衣に手を掛け、頭から脱ぎ去る。

　するとしなやかで無駄がない精悍な身体が現れ、エセルの頬が熱くなった。グレンは続いて下衣をくつろげ、いきり立った昂りを取り出す。それは長大でいかにも硬そうに漲り、秀麗な顔立ちの彼に似つかわしくないほどに猛々しかった。

　卑猥な形にドキリとするエセルの脚を開かせ、彼が切っ先を蜜口にあてがってくる。ぐっと強い圧を感じると共に丸い先端が埋まり、思わず高い声を上げた。

「んぁ……っ！」

　まるで灼熱の杭のような剛直が、少しずつ中に押し入ってくる。

　狭い内部を拡げながら奥へと進むそれは熱く、鋼を思わせる硬さとずっしりとした質量があり、想像以上の圧迫感をエセルに与えた。入り口と内壁に裂けるような痛みを感じ、思わずグレンの二の腕をつかむと、彼が動きを止めて言った。

「すまない、初めてだと相当痛むだろう。ゆっくりするから」

　そう問いかけてくるグレンの瞳にはこちらへの気遣いがにじんでいて、それを見たエセルの胸が強く締めつけられる。

　逃亡の途中で行為をねだったにもかかわらず、彼はエセルにできるだけ苦痛を与えないよう最大限に配慮してくれている。エセルはグレンを見つめ、ささやくように言った。

「どうか、このまま……続けてください」

「いいのか？」

「……っ、はい」

　彼がエセルと手を握り合わせ、ゆっくりと自身を押し込んでくる。

　幹に密着した内壁がその太さと硬さをつぶさに伝えてきて、エセルは顔を歪めた。本当はこうして圧倒的な力で征服されることが、怖くてたまらない。だがそれをしているのが他ならぬグレンで、自分のすべてが彼にものにされると思うと陶酔に似た気持ちがこみ上げ、隘路が次第に潤み始める。

「はぁっ……ぁっ……あ……っ」

　狭い内部がグレンの形に拡げられていき、柔襞がわななきながら屹立を締めつける。

　すべてを埋められた頃には、エセルの身体はすっかり汗ばんでいた。根元まで受け入れたものがドクドクと息づき、その質量が苦しくて仕方がない。入り口と内壁が鈍い痛みを訴え、目からポロリと涙を零すと、彼がこちらの目元にキスをして言った。

「全部挿入った。君の中はとても狭いな」

「ぁ……これでもう、終わりですか……？」

　無事に身体を繋げたのなら、これで行為は終わりなのだろうか。

　そんなふうに考えながら問いかけるエセルに、グレンがクスリと笑って答える。

「いや、むしろこれからだ。互いの熱を発散するまで、行為は終わらない」

「あの、それはどういう……ぁっ！」

　軽く揺すり上げられると切っ先が最奥を抉り、エセルは息をのむ。

　初めは緩やかに、徐々に楔を行き来する動きを大きくされ、律動のリズムで声が出た。異物感と痛みはなくならず、思わず眉根が寄る。だがときおり切っ先が敏感なところを抉ると怖いくらいの感覚がこみ上げ、愛液の分泌が増えていくのがわかった。

「んっ……はっ、ぁ……っ」

「エセル……」

「あっ、あっ」

　肉杭の動きが滑らかになると少しずつ痛みが和らぎ、奥を突き上げるものに翻弄される。

　先ほど彼は「互いの熱を発散するまで、行為は終わらない」と語っていたが、今になってその理由がわかった。ぬかるんだ内部を硬いもので擦られ、埋め尽くされるたびに身体の奥でじりじりと高まっていく熱がある。

　いつしかエセルの隘路はしとどに濡れ、グレンの剛直をすべて咥え込んでいた。今にも息が止まりそうになる感覚が怖くて彼の首にしがみつくと、グレンが激しく唇を塞いでくる。

「ふっ……ぅっ……は……っ」

　口腔をぬめる舌で蹂躙され、蒸れた吐息を交ぜる行為は官能的で、エセルの目が涙で潤んだ。彼が額に汗をにじませ、息を乱しながら、吐息が触れる距離でささやく。

「可愛い──エセル」

「ぁっ……グレン、さま……っ」

　既に苦痛はなく、愉悦に似た甘い感覚が断続的にこみ上げて、エセルは体内を行き来する楔を意識して締めつける。

　するとグレンが熱っぽい息を吐き、その様がひどく色めいていて、ドキリとした。自分が彼に快感を与えているのが新鮮で、もっと感じてほしくてたまらなくなる。

　エセルはグレンに身体を擦り寄せ、彼にしがみつきながら中の締めつけを強くした。一分の隙も無いほど密着した内壁が体内に埋まった屹立の硬さや熱さをつぶさに伝えてきて、思わず吐息を漏らす。そんなエセルの身体を抱き寄せ、グレンが押し殺した声でささやいた。

「そんなふうに締めつけられると、我慢できない。もっと激しくしていいか？」

「はい、……ぁっ！」

　彼がこちらの身体を抱きすくめながらずんと深く突き上げてきて、エセルはその質量に息をのむ。

　そのまま深い律動を何度も送り込まれ、身も世もなく喘いだ。まったく逃げ場のない状態で体内を穿たれ、切っ先が子宮口を抉るたびに目がチカチカして、呼吸もままならない。

　今にも腹を突き破られそうな感覚が怖いのに、グレンの欲情を孕んだ眼差しや汗に濡れた身体を間近に感じると、それを凌駕するほどのいとおしさをおぼえてたまらなくなった。

「はぁっ……ぁ、グレンさま……っ」

「エセル……」

　彼を受け入れたところはぬるぬるにぬかるんでおり、剛直を突き入れられるたびに淫らな水音を立てていた。

　奥の奥まで亀頭で貫かれるのが苦しいのに、やめてほしくない。中がビクビクと収縮を繰り返し、限界を迎えつつあった。そんなエセルに覆い被さり、身体を密着させて激しく律動を送り込んでいたグレンが、やがて切羽詰まった声で言う。

「出すぞ……っ」

「あ……っ！」

　ひときわ奥深くを突き上げられた瞬間、身体の奥に溜まっていた快楽が一気に弾け、エセルの頭は真っ白になる。

　ほぼ同時に彼も最奥で達していて、中で屹立がビクビクと震えるのを感じた。熱い精液が隘路を満たしていくのがわかり、エセルは息を荒げながら潤んだ瞳でグレンを見つめる。すると彼が、充足の息をついて言った。

「抜くよ」

「んん……っ」

　質量のあるものをズルリと引き抜かれ、蜜口から白濁した体液が溢れ出て、その感触にエセルは小さく呻く。

　手近なところにあった布で後始末をしてくれたグレンが、一人用の狭いベッドでエセルの身体を抱き寄せて問いかけてきた。

「無理をさせてしまってすまない。身体がつらいだろう」

　確かに彼を受け入れていたところはじんじんと熱を持ち、鈍い痛みを訴えていて、身体も泥のように疲れている。

　だがそれを凌駕する充実感があり、エセルはグレンの胸に頬を寄せて答えた。

「つらくないとは申しませんが、わたくしにとっては幸せな痛みです。グレンさまと抱き合うことができたのですから」

「……エセル」

　彼がこちらの身体を苦しいほど強く抱きしめ、髪に鼻先を埋めて言う。

「君が可愛くて、仕方がない。こんなにも誰かをいとおしく思うのは、エセルが初めてだ」

　想いを込めたささやきに、エセルの胸がじんと震えた。腕の力を緩めたグレンがわずかに身体を離し、エセルの顔を見つめて提案する。

「ラザフォード領に入ったら、すぐに正式な婚姻を結ぼう。君はこの先の人生を共に歩む大切な伴侶なのだから、あやふやな関係ではなくきちんとした形にしたい」

「グレンさま、それは……」

「先ほど言ったとおり、私たちの結婚には大きな困難が立ちはだかっている。敵国の王族という事実に反対する人間は多いだろうし、それは私の家族も同様だ。正式な段階を踏むなら両国の停戦交渉から始め、双方の話し合いを経て婚約、挙式という流れになるが、そうなれば協議は長引く可能性が高いだろう。一体いつ結婚できるかわからない」

　彼の言うとおり、正式な段階を踏めば自分たちの結婚は年単位の時間がかかってもおかしくない話だ。

　これまでの敵対感情から交渉が決裂する可能性も高く、そうなれば二度と会えなくなることも考えられる。グレンが言葉を続けた。

「しかし私は、他の誰でもないエセルを妻にしたい。だからまずは、私たち二人だけで式を挙げないか？　純白の婚礼衣裳を用意して、小さくても美しい教会で結婚式をするんだ。神の前で愛と貞節を誓い、結婚誓約書に署名をして正式な夫婦となれば、周囲は私たちを引き離すことはできなくなる」

　その発言にはグレンの想いが如実に表れており、エセルの胸がじんと震えた。

（やはりこの方は、わたしが思ったとおり誠実な人だわ。いち早く教会で婚姻を結ぶことで生半可な気持ちでわたしを抱いたわけではないと証明し、安心させようとしてくれている）

　どこまでも真っすぐに愛情を伝えてくれる彼を前に、エセルの目に涙がじわりとこみ上げる。

　これほどまでに想ってもらえる自分は、とても幸せだ。グレンが心から自分を大切にしてくれているのだと、揺るぎなく信じることができる。

　そんなふうに思いつつ、エセルは顔を上げて微笑んだ。

「そうですね。……グレンさまと二人きりで式を挙げることができたら、どんなに幸せでしょう」

「ラザフォード国内に入れば、辺境の小さな村でも教会はある。首都ではないかぎり豪奢な婚礼衣装を用意するのは難しいが、ドレスはシンプルでも花冠をうんと華やかにしよう。君の開花魔法で、色とりどりの花を生成して──素敵だと思わないか？」

「はい」

「もちろん周囲の祝福を受けられる段階になったら、改めて盛大な結婚式を執り行うつもりだ。第二王子妃のお披露目として華やかなパレードを開催し、国民にも広く顔を知ってもらうんだ。楽しそうだろう？」

　グレンが上体を起こし、エセルを見下ろして言う。

「そうと決まったら、一刻も早く出発しよう。追手がかかる前にエルドレッドの関所を突破しなければ」

　互いに衣服を身に着け、身支度を整える。

　彼はとても甲斐甲斐しく、エセルがドレスを着るのを手伝ってくれたばかりか、外套のリボンまで結んでくれた。そしてこちらの顔をじっと見つめ、微笑んで言う。

「駄目だな。君の何気ない表情すら、可愛く見えてたまらない。できるならここで朝まで何度も抱き尽くしたいくらいだ」

「そんな……」

　情熱的な言葉に、エセルの頬がじわりと赤らんでいく。

　つい先ほど男女の行為を知ったばかりなのに、そんな発言は刺激が強い。グレンが自分をどんなふうに抱いたのかを思い出し、身体の奥にじんと熱を灯される気がした。

　そんなエセルを見た彼が笑い、こちらの髪を撫でて言う。

「冗談だ。でも、もう一度だけ口づけてもいいか？」

「……はい」

　グレンが顔を寄せ、唇に触れるだけの口づけをしてきて、エセルはその甘さに陶然とする。

　そっと目を開けると間近で視線が絡み、彼が吐息の触れる距離でいとおしげにささやいた。

「君と式を挙げるのが、待ち遠しい。今までは地味な色のドレス姿しか見たことがないが、華やかに着飾ったエセルはきっと花の妖精のように可憐で美しいだろう」

「…………」

「では、そろそろ出発しよう」

　エセルは「はい」と応え、立ち上がる。

　炭焼き小屋から先に出たグレンが、腰に下げた剣の柄に手を掛けながら周囲の様子を注意深く窺った。そして追手が来ていないのを確認してから建物の裏に回ると、馬に着けられた鞍と鐙の金具を揺すって緩みがないかどうかを確かめる。

　彼は薬草や食べ物が入った革袋を身に着け、こちらに向かって手を差し伸べて言った。

「エセル、馬に乗ってくれ」

　彼の傍に歩み寄りながら、エセルはドクドクと鳴る心臓の音を意識していた。

　もう一刻の猶予もなく、今すぐに仕掛けなければならない。本当は気が進まないが、こうするしかないのだと既に心に決めていた。

　エセルは唇を引き結び、手のひらに魔力を込める。すると虹色の光が溢れ出し、それを見たグレンが目を瞠ってつぶやいた。

「エセル、一体何を──……」

　その瞬間、彼の腕に触れて発動したのは忘却魔法だった。

　身構える間もなくそれを受けたグレンがビクッと身体を揺らし、目がぼんやりと虚ろになる。それを見つめたエセルは、ささやき声で告げた。

「──あなたはこれから馬に乗り、一人で国境を越えてラザフォード領まで逃げます。そしてエルドレッド王国の王女であるエセル・ラモーナ・エルドレッドに関することを、すべて忘れるのです」

　彼は無言でそれを聞き、やがて踵を返して鐙に足を掛けると、ひらりと馬に跨る。

　そして手綱を握り、馬の腹を蹴って、こちらを振り返ることなく夜闇の中を走り去っていった。それを見送ったエセルは、白い息を吐きながら目を潤ませる。

（これでいい。──あの方は、わたしのことを忘れて生きていったほうが幸せなんだから）

　グレンから「妻になってほしい」と言われたときは、うれしかった。

　初めて恋をした相手が同じように自分を想い、万難を排してでも妻にしたいと言ってくれた瞬間は胸の奥がぎゅっとして、すべて委ねてしまいたい気持ちでいっぱいになった。

　だが、駄目だ。敵対する国の王女と自国の王子の結婚など、ラザフォード王国は絶対に受け入れない。エルドレッド側も、「グレン王子は、我が国の王女を不当に連れ去った」としてより苛烈な攻撃を仕掛けることも考えられ、自分たちの関係が争いの火種になると思うと恐ろしくなった。

　おそらくグレンの言葉に嘘はなく、エセルをどんな困難からも守り抜こうと決意してくれていたのだろう。その気持ちはうれしいものの、彼が自分のために苦しい立場に立たされるのは忍びない。ましてや国や身分を捨てるなど、王位継承権の上位であるグレンには絶対にさせてはいけない決断だった。

（だから──）

　だからエセルは、彼を諦めようと決めた。

　グレンを愛し、この先の人生を共に歩みたいという思いは今も強く胸にあるものの、それはまったく現実的ではない。ならば自分と過ごした記憶をすべて消去し、彼を一人でラザフォード王国に帰す。そして出会ったこと自体を白紙にしたほうがいい──そんな結論を出した。

（わたしと過ごした時間を忘れれば、グレンさまは心置きなく自分の人生を謳歌できる。わたしに対する罪悪感など抱かず、いつかその身分にふさわしい妻を迎えて、幸せになれるはずだわ）

　だがその前に、どうしても思い出がほしい。

　グレンに確かに愛されていたという記憶さえあれば、エセルはきっとこの先意に染まぬ結婚をすることになっても耐えられる。たとえ兄や姉たちから蔑まれる日々が続いても、それを心の支えに生きていけるだろう。

　そんなふうに考え、エセルは彼に行為をねだった。情事を終えた今は身体の奥に鈍い痛みと甘い快楽の余韻が残っていて、胸がぎゅっと切なくなる。

（あの方に、一度だけでも抱いてもらえてよかった。たとえもう会うことはなくても、グレンさまに愛された記憶はわたしの中に残り続ける）

　グレンの言葉の端々にはエセルへの想いがにじんでおり、ほんのわずかなあいだでも彼の妻になる夢を見ることができて幸せだった。

　あまりに短すぎる恋だったが、エセルにとっては一生の宝物だ。当の彼がすべてを忘れてしまっても、自分の中に刻みつけられた思い出だけは消えない。

（でも……）

　彼の端整な顔を思い浮かべた途端、こらえきれずに涙が零れ落ちた。

　独房を訪れるたびに交わした会話、穏やかな声、情熱を秘めた眼差しやグレンの手が先ほど自分にどんなふうに触れたかも、すべて鮮やかに覚えている。だがそれらがいずれ別の女性に向けられるものだと思うと、胸が苦しくなった。

（グレンさまの未来の恋人に嫉妬するなんて、お門違いだわ。あの方が自由の身になり、生きて幸せになってくれるだけで、わたしは満足なんだから）

　敵対する国の王族として生まれてしまった以上、自分たちは決して添い遂げられない運命だったのだろう。

　走り去った馬の蹄の音は、もう聞こえない。暗い森の中はしんとした冷気に満ち、ときおり梟の鳴き声が聞こえていた。

　彼が去っていった方角を見つめて胸の痛みをおぼえながら、エセルは凍てつくような寒さを感じ、いつまでもその場に立ち尽くしていた。









第五章











　冬のあいだは厳しい寒さに包まれるエルドレッド王国だが、二月を過ぎると徐々に気温が上昇し、春の息吹を感じ始める。

　首都ルーサムでは、その日号外の新聞が王宮前の広場で配られた。部屋でポットを手にお茶を淹れる侍女のクラーラの傍らで、母のローゼが言う。

「やっと戦争が終わるのだと聞いて、民衆は大層喜んでいるそうよ。兵役に取られていた者たちが戻ってくるのだから、きっと心からホッとしているのでしょうね」

　母の言葉を、エセルは複雑な気持ちで聞いていた。

　彼女が言っているのは、ラザフォード王国との間で締結された和平条約の話だ。長年エルドレッド王国と戦争状態にあったが、このたび〝大陸の安寧と平和を優先し、互いを友好的な連携のもとに協力する国家とする〟という主旨の条約が両国間で制定され、無事に締結となった。

　結果、国境付近に展開していた軍はすべて撤退し、両国間での捕虜の交換も終えて、国中が歓迎ムードでいっぱいになっている。目の前に置かれたお茶のカップを見つめたエセルは、じっと考えた。

（ラザフォード王国とエルドレッドの戦争が終わったなんて、信じられない。……二年前はあんなにひどい状況だったのに）

　グレンが逃亡した翌朝、ルウェリン城は大騒ぎとなった。

　国境付近の関所には二十人ほどの兵士がいたものの、彼はそれを突破し、無事ラザフォード領に逃げおおせたらしい。

　地下牢で牢番をしていた兵士と城の門番たちはこぞって記憶を失くしており、それが忘却魔法によるものだということが当時の状況や魔力の残滓で判明したが、一体誰がかけた魔法かまではわからなかったようだ。

　捕虜として拘束されていたグレンが、満身創痍の状態だったにもかかわらずエルドレッドの国内から逃げきったのだから、ライオネルの悔しさは相当なものだっただろう。

　グレンの剣と馬一頭がなくなっていたことから、ライオネルは城の中に協力者がいたと考え、それを探し出すのに躍起になった。真っ先にエセルが呼ばれ、「お前はグレンに肩入れしていた」「剣と馬を用意し、逃亡を幇助したんじゃないのか」と追及してきたものの、何とか知らぬ存ぜぬで押しきった。

　元より周囲には花を咲かせることしかできない無能な王女だと思われていたため、忘却魔法が使用されていたことの説明がつかなかったようだ。他にも、グレンの世話をしていた下男や牢番たちも厳しい詮議を受けたというが、何も手掛かりは得られなかった。

　ライオネルの受難は、それからだ。敵国の第二王子は捕虜として極めて重要な人物であり、それを逃がしてしまった彼は枢密院議会で厳しく責任を追及された。しかも大陸の条約を無視してグレンを不当に扱っていたのも明らかになって、ライオネルは軍部でも相当絞られたという。

　結局グレンの逃亡は、「ラザフォード王国の人間が助けに来て、忘却魔法を使って逃亡を幇助したのだろう」という話で落ち着いた。ライオネルは軍部において減俸と降格処分を受け、エセルは一連のでき事に自身が関与していたことが表沙汰にならず深く安堵していた。

　あれから二年、エセルは相変わらず王宮の片隅でひっそりと暮らしている。クローディアから呼び出されて侍女のように扱われる日々だが、慣れているのでどうということはない。

　だがエルドレッド王国がラザフォード王国と和平条約を締結したと聞いて、心がざわめいていた。これから国交が正常化すれば、王族同士が関わる機会が出てくるに違いない。

（大丈夫よ。もしそうでも、グレンさまはわたしのことを忘れているのだから）

　エセルはこれまで自分が忘却魔法をかけた兵士たちの様子を注意深く観察していたが、消去された記憶を取り戻した者は一人もいなかった。

　ならばグレンが自分との関係を思い出すことも、きっとないだろう。だからこそこの二年間は音信不通だったのだろうし、年齢や身分的に既に結婚していてもおかしくない。

　そんなふうに考え、エセルはシクリとした胸の疼きを押し殺す。もう何度も考え、自分の中で結論が出ているはずなのに、忘れられない。記憶が擦り切れるほどたった一度の情事を思い出し、苦しくなっている。

　するとクラーラが淹れてくれたお茶を一口飲んだローゼが、「実はね」と思わぬ話を切り出した。

「和平条約を締結するのに伴って、ラザフォード王国と我が国の王族同士を結婚させる話が持ち上がっているそうなの」

「えっ？」

「条約の主文にあるように友好的な関係を築くためには、婚姻が一番だという話になったみたい。確かにこの先何かが原因で不穏な状況になったとしても、王族の伴侶の祖国をすぐに攻撃しようという気にはならないでしょうし、争い事の抑止力になるものね。あちらの王女はお一人だけで、既に嫁ぎ先が決まっているというから、王子の誰かとエルドレッドの王女が結婚することになるそうよ」

　だがエセルの姉たちは、こぞってラザフォード王国に嫁ぐのを拒否しているという。

　理由は〝これまで敵国だった国で、どんな扱いをされるかわからない〟というもので、友好の証というのは建前で実際は冷遇されると考えているらしい。

　もしくは妃としての立場を尊重することなく捨て置かれ、夫は他に愛人を多数作るつもりかもしれない──そんな懸念があり、誰もが強い拒否反応を示しているという。

　ローゼがカップを置いて言った。

「あなたも他人事ではないのよ、エセル。本来なら年齢順で上から考えるべきだけれど、他の姫たちが輿入れを拒否すれば、ラザフォード王国に嫁ぐ役目はあなたに回ってくるかもしれないわ。曲がりなりにも王族の端くれで、王女の身分を持っているのですからね」

「そんな……」

　エセルの心臓の鼓動が、にわかに速くなる。

　自分がラザフォード王国に嫁ぐかもしれないという話は、青天の霹靂だった。ローゼいわく、かの国の第一王子は既に結婚しており、政略結婚の対象外だという。残る候補は第二王子と第三王子だといい、エセルは目まぐるしく考えた。

（もしかしたら、わたしとグレンさまが結婚するかもしれないってこと？　ううん、第三王子がお相手になる場合もあるのだから、もしそうなればわたしたちは義理の兄妹になってしまう）

　どちらが結婚相手になるにせよ心穏やかではいられず、エセルはひどく落ち着かない気持ちで日々を過ごした。

　やがて母からその話を聞いた数日後、父であるエリオット八世から呼び出されたエセルは、驚くことを告げられた。

「エセル、ラザフォード王国との和平条約の締結についてはお前も聞き及んでいるだろうが、それに伴って双方の王族同士の婚姻が決定した。我が国とラザフォード王国は長年敵対関係にあり、遺恨がないわけではないが、そうした軋轢を解消して友好的な関係を築こうという前向きな判断だ。お前にはエルドレッドの王女として、かの国の王子の元に嫁いでもらう」

　ついにその話がきた──そう思いながらエセルはドクドクと鳴る心臓の音を意識し、小さな声で問いかける。

「わたくしが嫁ぐお相手は……何番目の王子殿下なのでしょうか」

　すると父の隣に座る正妃のオーガスタが答えた。

「第二王子の、グレン殿下ですよ。年齢は二十七歳、その優れた武勇からラザフォード王国では〝雷光の騎士〟と呼ばれ、国民の人気が高いそうです」

　自分の結婚相手は、グレンになった。

　それを聞いたエセルは、安堵と困惑が入り混じった複雑な気持ちを味わう。第三王子が結婚相手ではなくてホッとする一方、グレンが自分の夫となるのだとわかっても、手放しでは喜べなかった。

（だってあの方は、わたしのことを忘れている。……二年前に誓ってくれた愛は、もうどこにもないんだもの）

　それから間もなく、エルドレッド王国第五王女とラザフォード王国の第二王子の婚姻が発表され、国内は歓迎ムードでいっぱいになった。

　輿入れは三ヵ月後で、国の威信を懸けて最高級の婚礼衣裳と嫁入り道具を用意するといい、エセルが住む宮は常になく華やいでいる。

「やはり他国に輿入れするというのは、すごいことなのですね。この宮がこれほどまでにたくさんの物で溢れるなんて、今までなかったことですもの」

　クラーラが興奮気味に語り、エセルは「……そうね」と答える。

　嫁入り道具は普段使いと盛装用のドレス、宝石を使った高価な装身具や小物の他、贅を尽くした造りの鏡台や箪笥など多岐に亘り、馬車にして四台分の大荷物になるという。

　宮には入れ代わり立ち代わりさまざまな商人や仕立て屋が出入りしていて、これまでのうら寂しい様子から大きく様変わりしていた。だがそれを前にするエセルの表情は、冴えない。婚礼を前にした華やぎは一切なく、それに気づいたクラーラがおずおずと言う。

「あの……申し訳ございません、姫さま。これまで敵国だったところに嫁がれることに不安がおありでしょうに、わたくしったら空気を読まずにはしゃいでしまって」

「ううん、いいのよ。あなたがわたくしの現状を喜んでくれているのは、わかっているから」

　エセルの気鬱の原因は、クラーラの態度ではない。今夜王宮で開催される、和平条約締結の記念式典に参加しなければならないからだ。

　式典のあとはパーティーが催され、国内の有力貴族たちのみならずラザフォード王国からも多くの王侯貴族が招かれているという。それはエセルとグレンの顔合わせも兼ねており、改めて両国の王族同士の婚姻が国王の口から発表されることとなっていた。

（わたしがグレンさまと結婚するだなんて、信じられない。……もう二度と会うことはないと思っていたのに）

　二年ぶりに彼と顔を合わせるのだと思うと、ひどく落ち着かない気持ちがこみ上げる。

　グレンにとってのこちらは〝初対面〟で、一体どんな態度を取られるのだろうと想像するだけで胃がキリキリした。

　そんな様子を気がかりそうに見つめたクラーラが、遠慮がちに声をかけてきた。

「姫さま、もしかしてグレン殿下とお会いすることを躊躇っていらっしゃいますか？　殿下は二年前、ルウェリンの離宮の地下牢に捕らわれていた方ですよね」

「ええ」

「当時のライオネルさまは、グレン殿下に対してひどい扱いをなさっていたと聞きます。それを思うと、こちら側にわだかまりがあってもおかしくないかもしれません」

　エセルの懸念は、まさにそれだ。

　グレンの中には二年前に捕虜にされたときの記憶が残っているはずで、エルドレッド王国を憎んでいてもおかしくない。エセルは彼をさんざん痛めつけたライオネルの妹であり、そんな相手と結婚するのをグレンが心から望んでいるかと想像すると、答えは否だった。

（顔を合わせた瞬間、あの方はどんな顔をするのかしら。不快感をあらわにする？　それとも、わたしのことを思い出す可能性はある……？）

　あれほど熱く抱き合い、愛をささやいてくれたときのことを、完全に忘れてしまったのだろうか。

　考えても答えは出ず、夕方にクラーラから促されたエセルは身支度を始める。今夜は特別豪華なドレスで、深緑の紋織物の生地に無数のピンクの薔薇飾りをつけた華やかなものだ。

　コルセットの前部分を覆う装飾布ストマッカーにはエシェルと呼ばれる蝶結びのリボンが隙間なく飾られ、まるで胸元にリボンの花束があるようだった。

　ドレスの袖口には繊細なレースが三段重ねで縫いつけられ、手首に嵌めた真珠の腕輪や大きな宝石の耳飾りが豪奢な雰囲気を醸し出している。コルセットで作り上げられたきれいな胸元や細い腰はエセルのほっそりとした体形を引き立て、支度を手伝ったクラーラが満足げに言った。

「とても素敵ですわ。髪は結い上げてうなじを出し、首元にエシェルと共布のチョーカーを結ぶのでよろしいですか？」

「ええ」

　念入りに支度をし、大広間に向かう。

　するとそこは多くの招待客が集まっていて、盛況だった。壮麗な壁画と天井画が目を引く大広間では、装飾が施された柱やあちこちに飾られた美術品を絢爛豪華なシャンデリアが引き立て、華やかな雰囲気を醸し出している。

　誰もが着飾って笑いさざめく中、エセルは父と王妃の元に向かった。国賓を招いている今夜は母のローゼは遠慮して会場の脇に控えており、王妃のオーガスタがエセルの母親代わりだ。

　貴族たちが代わるがわる挨拶に来て、エセルは控えめにそれに応える。するとしばらくして、銅鑼の音と共に「ラザフォード王国国王、サイラス三世陛下のおなりでございます」という声が響き、人混みがさっと割れた。

　エセルが入り口に視線を向けると、十人ほどの男女の一団がこちらに歩み寄ってくる。先導しているのはラザフォード王国の宰相のようで、四十代後半とおぼしき男性だ。

　そのあとに国王と王妃が続き、彼らの後ろにいる青年の姿を見たエセルの心臓がドクリと音を立てる。

　二年ぶりに見たグレン・レスター・ラザフォードは、端正な姿だった。

　前裾が短い黒の燕尾服は上半身にぴったりと沿い、首元のクラヴァットと白いズボンが均整の取れた体形を際立たせている。脚は長く、ロングブーツがよく似合っていて、癖のない金髪や秀麗な顔立ち、背すじの伸びた佇まいが自然と衆目を集めていた。

　こちらの目の前までやって来た宰相が、胸に手を当てて挨拶する。

「エリオット八世陛下、並びにオーガスタ王妃殿下にご拝謁の機会をいただき、恐悦至極にございます。わたくしはラザフォード王国宰相、テレンス・エイマーズでございます」

　彼はラザフォード王国の国王であるサイラス三世と王妃のダーラを紹介し、双方の国王が挨拶を交わした。

　それをよそに、エセルはグレンの姿に釘付けだ。彼は二年前に比べて精悍さが増し、男性として魅力的になっていた。かつては粗末な衣服を着ているところしか見たことがなかったが、盛装した姿には侵しがたい気品があって、グレンが本当にラザフォード王国の王族なのだということが如実にわかる。

　サイラス三世がエリオット八世に対し、にこやかに言った。

「首都ルーサムには初めて足を踏み入れましたが、歴史を感じさせる素晴らしい街並みですね。今回は皇太子である嫡子コンラッドに留守を任せて参りましたが、機会がありましたらぜひエルドレッド王国の美しさを見せたいものです」

「お褒めにあずかり、光栄です。我々としましても、ぜひとも次期国王たるコンラッド皇太子にお会いしたい。今後は友好国かつ姻戚関係となるのですから、いくらでもその機会はございましょう」

　サイラス三世は続いて、後ろにいる息子を紹介する。

「今回貴国の王女殿下と婚姻を結ぶことになりました、第二王子のグレンです」

　するとグレンが一歩前に歩み出て、優雅なしぐさで一礼する。

「国王陛下、王妃殿下、お初にお目にかかります。ラザフォード王国第二王子、グレン・レスター・ラザフォードです」

「おお、貴公が〝雷光の騎士〟と呼ばれるグレン王子か。その武勇は近隣諸国に轟き、戦場では一騎当千の働きをすると聞いている。さぞかし屈強な人物なのだろうと思っていたが、これほどスラリとした美男だとは」

　彼の表情は静かで、何を考えているかわからない。エリオット八世がこちらに視線を向け、紹介した。

「このたびグレン王子と婚姻を結ぶ我が国の第五王女、エセルです」

　グレンや国王夫妻の視線が、一斉にこちらに向けられる。

　それに心臓がぎゅっとするのを感じながら、エセルはドレスの生地を摘まみ、小さな声で挨拶した。

「エルドレッド王国第五王女、エセル・ラモーナ・エルドレッドと申します。──どうぞよろしくお願いいたします」





　　　＊　＊　＊






　──時は、二時間前に遡る。

　ラザフォード王国の首都グウィルトを出発して三日、ようやくエルドレッド王国の首都ルーサムに入ったグレンは、愛馬に騎乗したままその街並みを眺めた。

（整然として、美しい街だ。……まさか私が、この国の王女と結婚することになるとは）

　隊列は八台もの馬車が連なり、その周囲を護衛騎士や軍の小隊が囲むかなり大きな集団となっている。

　それもそのはず、その一団はラザフォード王国の国王夫妻をはじめ、宰相や上位貴族たちが乗った馬車が連なる隊列で、厳重な警備がなされているからだ。一行はこれからエルドレッド王国の王宮で行われる、和平条約締結を祝う式典に出席する予定だった。

　王子であるグレンは本来馬車に乗るべき身分だが、日頃から騎士として軍務に就いているためにそうした乗り物が性に合わず、愛馬に騎乗してきている。すると同じように騎乗した弟のリオンが、周囲を見回して言った。

「へえ、結構栄えているんだな。ラザフォードより劣っているのかと思っていたから、ちょっと意外だ」

　それを聞いたグレンは、抑えた声音で三歳年下の弟をたしなめる。

「口を慎め。ここはもうエルドレッドの国内なのだから、どこに耳目があるかわからないんだぞ」

「要人の前では、ちゃんと折り目正しく振る舞うさ。それより兄上、エルドレッドの王女と結婚することになって本当にいいのか？　この国とは遺恨があるのに、よくその気になれたな」

　リオンの言うとおり、グレンはエルドレッド王国とのあいだに遺恨がある。

　二年前、国境であるセンツベリーでこの国の第三王子ライオネルと戦ったグレンは、大敗を喫した。そして捕虜の身となってルウェリン城の地下牢に入れられ、手枷足枷の他に魔力封じの首輪もされた上で拷問を受けたのは、苦い記憶だ。

　大陸では〝加盟国の王族に対する非人道的、又は品位を傷つける扱いを禁ずる〟という条約が定められているものの、過去に何度も刃を交えてきたことに私怨を募らせたライオネルは、それを無視してグレンを手酷く扱った。

　十日後にグレンは脱獄してラザフォード領まで逃げられたが、もしあのまま捕らわれの身でいたらライオネルに殺されていたに違いない。

（だが、あのときどうやって地下牢を出たのかが思い出せない。何者かが手引きしてくれたのか、それとも自力で逃げおおせたのか）

　不思議なことに、当時の記憶を思い起こすと不明瞭な部分が多々ある。

　捕虜となった当時のグレンは手足に重い金属製の枷を嵌められ、コップで水を飲むのにも苦労していた。魔力封じの首輪はどんなことをしても壊せず、魔法は完璧に封じられていて、どう考えても一人で脱獄できる状況ではなかった。

　だが気がつけばグレンは馬に乗り、ラザフォード王国との国境付近にある関所を目指していた。愛用の剣は腰にあり、所持した革袋の中にはパンやチーズなどの食べ物の他、血止めや痛み止めの薬草も入っていて、誰かがこちらの身を案じて用意してくれたものだとわかったものの、一体いつ渡されたものなのか思い出せない。

　関所にいた二十人ほどの兵士たちを魔法と剣で一網打尽にし、無事にラザフォード王国に戻ることができたグレンは、王宮で医師の手当てを受けた。両親や兄妹たち、そして国民は第二王子の帰還を喜んでくれたが、グレンの中にはモヤモヤしたものが残った。

（私は何か、大切なことを忘れている気がする。……忘れてはいけない何かを）

　記憶の欠落は時間が経っても埋まることはなく、やがてグレンは「自分は誰かに忘却魔法を使われたのではないか」と考えるようになった。

　他のことは鮮明に覚えているのに、地下牢から逃亡する経緯だけ思い出せないというのは、明らかにおかしい。光の上級魔法である忘却魔法は高度な魔力操作を必要とするため、使用できる者は少ないと聞くが、考えれば考えるほどそうとしか思えなかった。

　おそらくは脱獄を手引きしてくれた者がエルドレッド側にいて、それを公にされると困るためにグレンに忘却魔法をかけたのだろう。そんな結論に達したものの、詳しく調べる手立てはなく、二年の時が経過していた。

　あれから両国間の争いはしばらく続いたが、大陸の東部にあるカレスティア帝国の軍国主義への転換などが大きな懸念となり、ラザフォードとエルドレッドは水面下で停戦を模索するようになった。そして一年に亘る協議の結果、ついに和平条約が締結され、大陸全土に友好国としての立場を表明するに至った。

　それ自体は喜ばしいものであるものの、予想外だったのは王族同士の婚姻話が持ち上がったことだ。友好国との連帯感を高めるために王族が結婚するのは珍しくないが、その白羽の矢がグレンに立ってしまった。

（兄上は既に結婚していて妹のレオノーラは婚約中、残るは私とリオンしかいないから、年齢順で考えれば妥当なところだ。しかしよりによって、エルドレッドの王女が相手とは）

　やむを得ず結婚を承諾したグレンだったが、過去の経緯からエルドレッド王国にはいい印象がなく、暗澹たる気持ちになった。

　かの国には五人の王女がおり、一番上は他国に嫁していて、残りの誰かとグレンが結婚するという話だったが、本音を言えば相手を妻として愛せる気がしなかった。王女自身に罪はなくとも、二年前に受けた屈辱や「この女性は、あのライオネルの妹なのだ」と考えると、いい関係を築けそうにない。

　とはいえそんな心情を弟には打ち明けられず、グレンは馬の手綱を握りながら淡々と告げる。

「和平条約の締結には王族同士の婚姻が不可欠だったのだから、仕方がないだろう。それともお前が結婚したかったのか？」

「冗談はやめてくれよ。僕はもう少し自由な身でいたい」

　実はグレンが結婚に乗り気でない理由は、もうひとつある。

　それは二年ほど前から夢に出てくるようになった、一人の女性の存在だ。その姿にはぼんやりと霞がかかっており、顔の造作はわからない。だが可憐な顔立ちであることは雰囲気から伝わってきて、夢の中のグレンはその女性をいとおしく感じていた。

　彼女はほっそりと華奢で淡い金色の髪をしていて、声は甘く優しい。何を話したかは毎回まったく記憶には残っていないが、一緒にいると心安らぐ女性で、グレンはその姿を夢に見るたびに強く胸を締めつけられていた。

（彼女は一体、誰なんだろう。私が勝手に作り出した理想の女性という可能性もあるが、もしかしたら過去に会ったことがある人物なのかもしれない）

　夢の中では褥を共にしているときもあるため、だからこそより執着してしまうのだろうか。

　もし結婚するなら、彼女がいい──そんな気持ちを抱き、舞踏会や晩餐会に参加するたびにその女性を探していたが、国内貴族の令嬢には該当する人物はいなかった。そうするうちにエルドレッドの王女との婚姻が決まってしまい、現在のグレンの心には諦めと虚しさがある。

（こんな気持ちで結婚するのは、相手に失礼だ。本来なら断るべきなんだろうが、国同士の話し合いで決まったことだから受け入れざるを得ない）

　エルドレッドの第五王女との婚姻が決まったあと、先方からは肖像画が送られてきたものの、グレンはあえてそれを見なかった。

　たとえどんな美姫が相手でも愛せる気がせず、せいぜい自分にできることは失礼にならない程度の接し方をするだけだ。今回は和平条約締結の祝賀式典に参加するという名目でエルドレッド王国に招かれたが、結婚相手である王女との顔合わせも兼ねており、気持ちが重くなる。

（その第五王女は、一体どういう気持ちで今回のパーティーに臨むんだろう。私との結婚に乗り気なのか？）

　王宮に到着すると宰相と大臣たちが揃って丁重に出迎え、与えられた部屋でしばし休憩した。

　室内は壁に多数の絵画が飾られ、重厚かつ豪奢な雰囲気で、調度の素晴らしさがエルドレッド王国の豊かさを感じさせる。廊下では召使いたちが忙しそうに立ち動き、今回の式典がいかに盛大で多くの人々を招いているかが伝わってきた。

　やがて午後六時になる少し前、グレンが支度を終えて侍従と共に鏡の前で身なりをチェックしていると、部屋までやって来たエルドレッド王国の宰相が移動を促してきた。グレンは両親や弟のリオン、そして臣下たちと共に廊下を歩き、大広間に向かった。

「ラザフォード王国国王、サイラス三世陛下のおなりでございます」

　大広間の入り口にいた儀典官が大声でそう告げて銅鑼を鳴らし、中にいた人々がサッと道を空ける。

　エルドレッドの王宮にラザフォードの王族が訪れるのは初めてであり、人々が好奇の視線を向けてくるのがわかった。着飾った貴族の夫人や令嬢たちが扇子で口元を隠しつつヒソヒソと話していたが、そうした反応が織り込み済みのグレンや両親、リオンは、頓着せずまっすぐ前を向いて歩く。

　すると宰相のエイマーズの挨拶を受けたあと、上座にいたエリオット八世と王妃が立ち上がり、壇上から下りて一団を迎えた。

「ようこそ、エルドレッド王国へ。サイラス三世陛下、並びに王妃殿下と王子殿下を歓迎いたします」

　国王同士が同じ目線に立って話すのは、互いの国が同等であるという証だ。

　彼らの会話を聞きながら、グレンは国王夫妻の一歩後ろに立つ王女に視線を吸い寄せられていた。十代後半とおぼしき彼女は小柄で、深緑色の生地にたくさんのピンクの薔薇飾りをつけた華やかなドレスを着ている。

　顔立ちは可憐で、透き通るような白い肌や長い睫毛に縁取られた大きな目、菫色の瞳が印象的で、結い上げた髪に飾った花も相まって、咲き初そめの白薔薇のような清楚な雰囲気があった。

　その姿を見た瞬間、グレンの心臓がドクリと音を立てた。

（私は彼女を知っている？　いや、今まで一度も会ったことがないはずだが……）

　そもそも肖像画も見ずにここまで来たのだから、見覚えがあるはずがない。

　そう結論づけ、グレンは意識してポーカーフェイスを保った。なぜこんなふうに考えるのかが不思議で、そんな自分にひどく動揺する。だが意識するまいと思うほど王女のことが気になってしまい、頭の中で目まぐるしく考えた。

（そうだ。こんなにも彼女が気になるのは、夢の中の女性に似ている気がするからだ。小柄で華奢なところや全体的な雰囲気が、よく似ている）

　だが夢の中の女性は顔立ちがわからないため、彼女が本当に似ているかと言われれば、それは断言できない。

　父親に促されたグレンは、努めて事務的に自己紹介する。すると王女のほうも、小さな声で挨拶した。

「エルドレッド王国第五王女、エセル・ラモーナ・エルドレッドと申します。──どうぞよろしくお願いいたします」

　エセル──という名前は、不思議とグレンの心にしっくりと馴染んだ。

　その後、エリオット八世が大広間に集まった人々に向けて演説し、サイラス三世も両国の発展と友好について話をした。そして祝賀パーティーが始まったが、グレンはエルドレッド王国の貴族や要人たちから次々に声をかけられる。

　彼らの態度からは王族であるこちらと誼を通じたいという意図が透けて見え、当たり障りのない対応をした。話がひと段落ついたところでエセルの姿を探すと、彼女は会場の上座に近いところにいる。

（一度、個人的に挨拶をしておいたほうがいいか）

　結婚式は三ヵ月後を予定しているが、婚約者としてはまだ一度も話をしていない。

　そう考え、グレンがエセルのところに向かって歩き出そうとした瞬間、ふいに後ろから声をかけられる。

「ようこそ、エルドレッド王国へ。グレン殿下は僕を覚えておいでかな」

　振り返ると、そこにいたのはエルドレッド王国の第三王子ライオネルだった。

　彼は仕立てのいい燕尾服姿で、赤いクラヴァットや糊の利いたシャツ、身体の線に沿うタイトなズボンが細身の体形を引き立てている。顔立ちは整っていていかにも貴公子然とした佇まいだが、どこか慇懃な笑みを浮かべてこちらを見ていた。

　グレンは彼を見つめ、冷静に言葉を返す。

「ごきげんよう。もちろん覚えております、ライオネル殿下」

「二年ぶりに訪れた、我が国はいかがかな。とはいえあのとき貴公がおられたのは離宮の地下牢で、首都ではなかったが」

　ライオネルの発言には毒があり、二年前に戦に負けたグレンがエルドレッドの捕虜となったこと、そして自身が尋問の名のもとにこちらを不当に虐げたことを笑顔で当て擦っている。

　グレンは頭の中で目まぐるしく考えた。

（ライオネルからすれば、二年前に私に逃げられたのは許しがたいことだろう。だからこそ先手を打って声をかけ、ことさら自分が優位に立とうとしている）

　彼の口調には腹立ちをおぼえるものの、今ここで挑発に乗ったら負けだ。

　確かにあのときグレンはライオネルから身体的苦痛を受けたが、その後の政治的なダメージは彼のほうが大きかったに違いない。敵国の第二王子を撃破して捕虜としたのはこの上ない手柄であるが、中央に身柄を送る前に逃亡と関所の突破を許してしまったのは大失態だからだ。

　ライオネルが宮廷や軍部から激しい突き上げを食らったのは容易に想像ができ、グレンはあえて余裕の微笑みを浮かべて彼を見つめる。

「エルドレッド王国の首都を訪れたのは初めてですが、整然とした素晴らしい街並みですね。ですがルウェリンの古城も幻想的で、とても美しい城だったと記憶しています」

　するとライオネルがピクリと表情を動かし、問い返してきた。

「それは貴公があの城を、外から眺める余裕があったということかな」

「ええ。去り際にじっくりと」

　グレンの言葉を聞いた彼が顔を歪め、こちらに一歩身を寄せる。そして他の人間に聞こえない声量でささやいた。

「──調子に乗るなよ。拘束されていたときの貴様がどれだけみすぼらしく無様だったか、僕はしっかり記憶している。いかに〝雷光の騎士〟などと祭り上げられても、惨めな過去は消えない。お生憎さまだ」

　自身の精神的優位を突きつけて微笑んだライオネルが身体を離し、「ところで」と話題を変える。

「ひとつ聞きたいんだが、貴公はどうやってあの独房から脱出したのかな。牢番と門番たちは記憶を消され、何も覚えていなかった。魔力の残滓から忘却魔法を使われた形跡があったが、もしかしてラザフォードから光の上級魔法を使える人間が助けに来たのか」

〝忘却魔法〟という言葉を聞いたグレンは、ふと目を見開く。

　自分の記憶の欠落の原因は忘却魔法を使われたからかもしれないと考えていたが、ライオネルの発言によってそれが裏づけられた形だ。

（あのときはラザフォード側からの救援はなく、私一人で逃亡した。だとすればエルドレッド側の人間が助けてくれたのだと考えていたが、誰が魔法を使ったのかわかっていないのはおかしな話だ。忘却魔法を使えるような高い魔力を持つ人間は限られていて、該当する使い手をすぐ特定できるはずなのに）

　この国のどこかに、自分を助けてくれた人物がいる。

　それを改めて認識しつつ、ライオネルに向き直ったグレンは、ことさら余裕の表情で答えた。

「ラザフォードとエルドレッドは長年に亘る確執を乗り越え、これから友好的な関係を築こうとしているのですから、その祝いの席で委細を語るのは控えます。しかし貴公の言うとおり、過去の記憶は決して消えません。それはこちらも同様なのだということを、よく覚えておいていただきたい」

　かつてライオネルが自分に何をしたか、その仕打ちを欠片も忘れていない──言外にそう告げると、彼がぐっと言葉に詰まる。それを見つめ、グレンは踵を返して告げた。

「では、失礼」

　涼しい顔で人混みを縫って歩き出しながら、グレンはじわじわとこみ上げる苛立ちを押し殺した。

　エルドレッドの王女との縁談が決まったときから、いつかライオネルと会わなければならないのはわかっていた。しかし実際に会うと想像以上に不愉快で、かすかに顔を歪める。

（二年前のでき事が、ここまで精神的にダメージを及ぼすとはな。……普段はほとんど思い出さないのに）

　やはり敵国の捕虜となって拷問を受けるのは、精神的な意味で負担が大きいのだろう。

　当時のグレンは怪我の状態が深刻であり、そこに粗末な食事と寒さ、肉体的な苦痛を伴う尋問が重なって、死を覚悟するほど追い詰められていた。常日頃から意識していた〝騎士として、王族としてふさわしく振る舞うべきだ〟という矜持を胸に何とか気持ちを保っていたものの、あと数日監禁が続いていたらどうなっていたかわからない。

（そうか。……私は自分をあんな目に遭わせたライオネルの妹と、結婚するのか）

　ふいにその事実が心に重くのし掛かり、グレンはぐっと拳を握りしめる。

　エルドレッドの王女と結婚すれば、ライオネルと姻戚になる。友好国となったために戦場で会う機会はもうなくなるが、それ以外の式典などで顔を合わせる可能性があり、そのたびにこんなやり取りをしなければならないのかと考えると苛立ちが募った。

（王女との結婚を承諾したのは、早まったかもしれない。できることならリオンに任せ、私はなるべくこの国に近づかないほうがよかったのかも……）

　そんなことを考えながら歩くうち、ふいに誰かにぶつかりそうになったグレンは、「失礼」とつぶやく。

　だがその相手がエセルであるのに気づき、目を瞠った。

「あ、……」

　彼女がこちらを見つめ、さっと顔をこわばらせる。

　その様子は婚約者に向けるものとしてはあまりにぎこちなく、むしろ〝会いたくない人間にぶつかってしまった〟と言わんばかりの表情で、グレンはじわりと不快になった。

　だが元々エセルと話をしようと考えていたのだから、ここで会ったのは好都合だ。そう考え、グレンは抑えた声音で彼女に向かって告げた。

「少しバルコニーで、お話しいたしませんか」

「は、はい」

　エセルが頷き、二人で大広間に面したバルコニーに移動する。

　大広間はたくさんの招待客がいるせいで熱気に満ちていたものの、一月である現在は寒さが厳しく、外に出ると凍てつくような夜気が全身を包み込んだ。

　振り返ったグレンは、改めて彼女に自己紹介する。

「改めまして、グレン・レスター・ラザフォードと申します。ラザフォード王国の第二王子で、普段は軍務に就き、クラルヴァイン騎士団の団長を務めております」

　するとエセルが、目を伏せて答える。

「エセル・ラモーナ・エルドレッドでございます。この国の第五王女です」

　エセルは終始こちらと目を合わせようとせず、その態度はひどくよそよそしい。

　それを見たグレンは、ふと彼女が兄のライオネルから自分が捕虜だったときの話を聞いているのかもしれないと思い至った。そして「ああ、そうか」と皮肉っぽく考える。

（きっと彼女は、兄に敗れてまんまと捕虜になった男が自分の夫となるのが不満なんだ。要は「外れクジを引いた」と考え、私によそよそしい態度を取っている）

　自虐的な考えがどんどん湧いてきて、グレンはかすかに眉を寄せる。

　心には、やはりエルドレッド王国の人間と上手くやっていくのは無理なのだという気持ちがふつふつとこみ上げていた。元々この国にいい感情を抱いていなかったが、先ほどのライオネルとのやり取りと今のエセルの態度ですっかり嫌気が差してしまった。しかし国同士の話し合いでまとまった婚姻は、今さら覆せない。たとえ気に食わない相手だろうと、両国の友好を深めるために結婚するしかないのだ。

　そう結論づけたグレンは、エセルを見下ろして告げた。

「あなたに言っておかなければならないことがあります。このたびの縁談はあくまでも和平条約の締結に伴うもので、私の意志ではありません。両国間の友好の礎となる婚姻だと言われ、了承しました」

　彼女が目を見開き、こちらを見る。グレンは言葉を続けた。

「実は私の心には、他に想う女性がおります。とはいえ両国間の友好に亀裂を入れるつもりはなく、エセル王女との結婚後に不貞を犯す気もございませんので、どうかご安心ください。ただ私が一方的に想っているだけですので」

　本当はこんなことを、エセルに告げる必要はないのかもしれない。

　確かに自分には何度も夢に見る女性がいるが、顔も名前もわからず、実在するかどうかも怪しい人物だ。

　だが今のグレンは、過去に因縁のあるライオネルに絡まれたことでひどく神経がささくれ立っていた。彼の前では平然と振る舞っていたものの、捕虜だったときの苦い記憶がまざまざとよみがえり、冷静でいられなくなっている。

　だからだろうか。目の前にいるエセルがライオネルの妹だと思うと、妻として愛せる気がしない。そもそも政略的な意味合いで選ばれただけの相手なのだから、それは彼女のほうも同様のはずだ。

　凍えるような夜風が辺りを吹き抜けていき、燕尾服の裾を揺らす。藍色の空には無数の星がきらめき、寒々しい雰囲気を引き立てていた。グレンはエセルを見下ろし、淡々とした口調で告げた。

「私が言いたいことは、それだけです。──挙式まで、どうかつつがなくお過ごしください」









第六章











　エセルがラザフォード王国の第二王子グレンの元に輿入れしたのは、顔合わせから三ヵ月が経った四月のことだった。

　最高級の嫁入り道具を積んだ馬車は四台分で、ラザフォードまでの道中はエルドレッドの軍と護衛騎士たちが警備のために同行する。

　その日、王宮の門まで見送りに出てきた母のローゼは涙ぐんで言った。

「わたくしの身分が低いばかりにこの王宮でずっと小さくなって過ごしていたあなたが、ラザフォード王国に嫁ぐだなんてね。国のために輿入れするのは、王女として大きな誉れよ。どうか幸せになって」

　口ではそう言いながらも、娘が長年敵対していた国に嫁ぐことが本当は心配でたまらないのだろう。

　そもそもこの結婚は姉たちがこぞって嫌がった結果であり、政略以外の何物でもないからだ。母の不安を感じ取ったエセルは、彼女の手に触れて精一杯明るい表情で告げた。

「お母さま、どうか心配しないで。あちらの国王夫妻はとても優しそうな方たちだったし、夫となるグレンさまも同様だわ。真心を持ってお仕えすれば、いつかきっとわたくしを家族の一員として認めてくださると思うの」

「……エセル」

「今まで本当にお世話になりました。どうかお身体に気をつけてね」

　父であるエリオット八世と王妃のオーガスタには、既に謁見の間で挨拶を済ませていた。

　エセルが馬車に乗り込むと、輿入れの隊列がラザフォード王国に向けて出発する。同乗している侍女のクラーラが、気遣うように言った。

「これからは滅多にエルドレッドに戻ってこられないのだと思うと、やはり寂しゅうございますね。お手紙を書くことはできても、里帰りは難しいでしょうから」

「……そうね」

　窓の外の街並みを眺めながら、エセルが考えていたのはまったく別のことだった。

（いよいよラザフォード王国に旅立つ日が来てしまった。ここから三日かけて移動して、あちらに到着したらグレンさまと式を挙げるけど……）

　エセルとグレンの結婚式は、国を挙げて盛大に執り行われる予定だ。

　それはエルドレッド王国との和睦を国内外にアピールする目的があるからであり、この隊列より少し遅れて父とオーガスタ、そして参列する貴族たちもかの国に向けて出発することになっている。

　だが本来なら結婚式を控えて幸せの絶頂にあるはずのエセルの表情は、冴えない。その理由は、三ヵ月前に再会したグレンに告げられた言葉が原因だった。

（あの方は、わたしのことを覚えていない。ううん、それどころか他の女性を好きだなんて）

　あの日のやり取りを思い出すたび、胸がズキリと痛む。

　二年ぶりに再会した彼は、エセルのことをまったく覚えていなかった。そしてわざわざこちらを大広間からバルコニーに連れ出し、「この縁談はあくまでも和平条約の締結に伴うもので、自分の意志ではない」「実は他に想う女性がいる」と告げてきた。

　その発言は、エセルに大きなショックを与えた。

（まさかグレンさまに、好きな人がいたなんて。わたしとの結婚が決まったからその人を諦めなければならなくなって、恨んでいるということ……？）

　あれから二年も経っているのだから、グレンに新たな恋人ができたとしてもおかしくない。

　ましてや彼の中からは、エセルと過ごした記憶が完全に消去されているのだ。つまり他に想う女性がいたとしてもまったく不誠実ではないが、それを聞いた瞬間、エセルは心臓に刃を突き立てられたかのような鋭い痛みを感じていた。

（忘却魔法をかけたんだから、あの方がわたしのことをひとつも覚えていないのは当然だわ。それなのに、わたしは……）

　二年ぶりに再会したとき、エセルは自分の顔を見たグレンが過去のでき事を思い出してくれるかもしれないというかすかな期待を抱いていた。

　独房という特殊な場所で互いに想い合うようになり、逃亡の最中に一度だけ身体を重ねたことは、エセルにとって大切な思い出だ。だが実際は彼は何ひとつ覚えておらず、残酷な現実を突きつけられた形となった。

　おそらくグレンは、かつて捕虜になった経験からエルドレッド王国にいい印象を抱いていないのだろう。ライオネルはグレンに対して大陸の条約を無視したひどい扱いをし、王族としての誇りを傷つけたのだから、それは当然だといえる。

　そんな人間の妹であるエセルとの結婚が決まったとき、グレンは苦々しい思いを抱いたであろうことは容易に想像ができた。

（つまりわたしは、あの方に疎まれているということだわ。本当は断りたかったのに、国同士の取り決めで受け入れざるを得なかったのかも）

　他に好きな女性がいたのなら、なおさらだ。

　その証拠に、祝賀パーティーでの顔合わせから三ヵ月間、彼は一度もこちらに連絡を寄越さなかった。本来なら婚約者に対してまめに手紙や贈り物をしたり、何とか会う機会をもうけて親睦を図るものだが、そうした誘いは一切なかった。

　それは取りも直さず、グレンが自分に興味を抱いていないことを示しており、エセルの胸は痛んだ。

（もし二年前に忘却魔法をかけていなかったら、違ったのかしら。結婚できる状況になったのを素直に喜び、あの方と再び心を通わせて想い合う夫婦になれた……？）

　当時は祖国を捨ててグレンと一緒に行くのは、まったく現実的ではなかった。

　エセルは敵国の王女であり、ラザフォード王国側が王子妃として受け入れるとはとても思えなかったからだ。熟考の末、エセルは彼の中から自分に関する記憶を抹消することでグレンを自由にしたつもりだったが、それが間違っていたのだろうか。

　この三ヵ月間、婚約していながら放置され続け、エセルはひどく惨めだった。何より彼に好きな女性がいるという事実が重くのし掛かり、グレンとの結婚を手放しで喜べない。

（愛されないとわかっていても、わたしは国のためにグレンさまと結婚しなければならない。それとも、どんな形であれ傍にいられることを喜ぶべきなの……？）

　ラザフォードの首都グウィルトまでは、馬車で三日の距離だった。

　途中の町で宿泊しつつ移動するのは大変で、ただ馬車に乗っているだけなのに疲れてしまう。ラザフォードの王宮に到着したときはすっかり疲労困憊だったものの、宰相をはじめとする大臣たちの出迎えを受け、間を置かずに挙式の準備に取りかかった。

　まずは湯浴みをし、それから化粧とドレスの着付け、髪結いという流れだが、すべてを終えるまでに数時間かかるらしい。数人がかりで用意をされながら、エセルは出迎えに姿を現さなかったグレンのことを気にかけていたものの、挙式のために大聖堂に移動するまで彼に会う機会はなかった。

　王宮から馬車で五分の距離を移動し、彫刻や石のトレサリーで華やかに装飾された壮麗な造りの大聖堂に到着する。控えの間で聖職者から挙式の段取りを説明され、聖堂の大扉の前に向かうと、そこには盛装したグレンがいた。

（あ、……）

　彼はシンプルながらも格調高い、フロックコート姿だ。

　光沢のある生地で作られたそれは漆黒で、ウエスト部分を絞りつつも丈は膝まで長く、均整の取れた体形を引き立てている。クラヴァットと胸元のブートニアは白く、品良く優雅だ。

　癖のない金髪と高い鼻梁、切れ長の目元や澄んだ緑色の瞳、薄い唇などが形作る容貌は秀麗で、その姿を見たエセルの胸がきゅうっと締めつけられた。

（端整な顔立ちもスラリとした体形も、二年前とほとんど変わっていない。ううん、以前よりも精悍さが増して、素敵になってるように感じる……）

　グレンはこちらをじっと見つめ、やがて目をそらした。何も声をかけてくれなかったことに密かに傷つきつつ、エセルは彼の隣に立って目の前の扉が開くのを待つ。

　やがて始まった式は、聖職者たちが歌う讃美歌や窓から降り注ぐ日の光が荘厳で、厳粛な雰囲気に満ちていた。

　大司祭の説法を聞き、指輪の交換をしたあと、結婚誓約書にサインをする。そして沿道に並んだたくさんの民衆が祝福の花を振り撒いてくれる中、二人で豪奢な馬車に乗り込んで街中を大回りしながら王宮に戻ることになった。

　馬車の中から歓声を上げる民衆を見つめ、エセルは感嘆のため息を漏らす。

（すごい、こんなにたくさんの人が沿道に出て祝ってくれるなんて。きっとグレンさまは、第二王子として国民に人気があるのね）

　だとすれば二年前の戦で敵国の捕虜となったという知らせを聞いたとき、彼らは一体どれだけの衝撃を受けただろう。

　おそらくラザフォード国内ではエルドレッド王国への強い怨嗟が渦巻き、今回の王族同士の婚姻も手放しで喜んでいるわけではないに違いない。そしてそれは民衆のみならず、国内の貴族や王族たちも同様だ。

（沿道にはこうしてたくさんの人がいるけれど、わたしはこの国の人たちに手放しで歓迎されているわけではない。だから己の分を弁えて、目立たないように振る舞わなくては）

　王族同士の婚姻話が持ち上がったとき、エセルの未婚の姉たちはこぞってラザフォード王国に嫁ぐのを拒否した。

　敵国の出身であることで誹謗中傷の的にされ、針の筵のような生活を送るのが嫌だというのがその理由だったが、エセルはそうなるのを覚悟してこの国に来ている。

　王宮に戻ってドレスを着替えたあとは、大広間で結婚披露の祝宴が開催された。上座には両国の国王夫妻が座って歓談しており、着飾った貴族たちがエセルとグレンの元を代わる代わる訪れては祝いの言葉を述べる。招待されたのはラザフォードとエルドレッドの王族や貴族たちだけではなく、近隣諸国の使節団もおり、非常に盛況だ。

　グレンは如才なく彼らと会話をしているものの、華やかな場に慣れていないエセルはぎこちない対応しかできず、居心地の悪さをひしひしと感じた。しかも昼前にこの王宮に到着して以降、彼とは一度も話ができていない。

（こうして隣にいるのに、グレンさまを遠く感じる。「この結婚は自分の意志ではない」って言っていたのは、やっぱりこの方の本心だったんだわ）

　二年前、自分とグレンは熱烈な恋に落ち、愛を誓い合った。

　だがその事実は忘却魔法によってすべてなかったこととなり、こうして結婚できたにもかかわらず大きな距離を感じる。それはすべて自分のせいだとわかっていつつも、エセルは胸が苦しくてたまらなかった。

（これは、わたしへの罰。一緒に過ごした記憶を勝手に奪ったんだから、この方に愛されなくても文句は言えない……）

　大聖堂での挙式と大勢の賓客を招いての華やかな結婚披露パーティーは、かつて彼が約束してくれたとおりのものだ。

　だが自分たち二人の心境は、あのときとはまるで違ったものになってしまった。本来幸せな場であるはずの席でふいに寄る辺のない想いが募り、エセルはこみ上げそうになる涙をぐっとこらえる。

　かつて敵対していた国に嫁ぎ、本来支えとなるはずの夫のグレンに疎まれている自分には、居場所がない。それでも〝第二王子の妃〟という立場から逃れられないのだから、ここで生きていくしかないのだ。

　そんなふうに結論づけたエセルは、せめて見苦しい姿だけは晒すまいと考え、背すじを伸ばす。そして精一杯平静を装い、楽士たちが奏でる優雅な音楽を黙って聴き続けた。
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　結婚披露の祝賀パーティーに集まった人々はゆうに二千人を超え、両国の貴族や王族、要人の他、近隣諸国の使節団などもいて非常に盛況だ。

　誰もが長年確執があったラザフォードとエルドレッドの和睦を喜び、その象徴ともいえる両国の王族同士の結婚を祝福している。

　そんな中、グレンは隣に座るエセルの様子をそっと窺った。

（……きれいだな）

　今日の昼近くにエルドレッドから王宮に到着した彼女はすぐさま挙式の準備に取りかかり、午後二時に大聖堂でグレンと顔を合わせた。

　そのときのエセルは純白の婚礼衣裳姿で、生地には金糸と銀糸で草花の精緻な刺繍が施され、スカート部分は裾にいくにつれて広がりを見せる優雅なものだった。

　耳飾りと首飾りには真珠とダイヤをふんだんに使い、髪に飾られた花と豪奢なレースのベールが清楚さを引き立てていて、花の妖精のように美しいその姿にグレンは思わず目を奪われた。

（顔合わせのときも思ったが、本当にきれいな女性だ。奥ゆかしさや生来の気品が、物腰ににじみ出ている）

　だがそんな姿を前にしても、グレンは彼女に声をかけることなく視線をそらした。

　本来なら新郎として三日かけてこの国に移動してきた労をねぎらったり、花嫁衣裳を褒めたりするべきなのだろう。しかしグレンは三ヵ月前の顔合わせのときから、エセルに一度も連絡を取っていなかった。

　それは、顔合わせのときに交わした会話が原因だ。直前のライオネルとのやり取り、そしてエセルのよそよそしい態度に不快感をおぼえたグレンは、彼女に対して「この結婚はあくまでも和平条約の締結に伴うもので、私の意志ではない」と告げた。

　長年に亘る両国間の確執、そして二年前に捕虜にされたときの扱いを思えばそうした心境は当然だといえるが、時間が経つにつれてグレンの中にはじわじわと後悔が生まれていた。

　確かにエセルはエルドレッドの王女だが、彼女自身に罪はない。あのときこちらが投げつけた発言は八つ当たりも同然で、思い返すと苦い気持ちになった。

（そうだ。こちらと同様に、エセル王女も父親から結婚を強要されて断れなかったはずだ。それなのに……）

　ことさら冷淡に振る舞い、エセルを傷つけた。

　そう思う一方、エルドレッドに対する反感を消し去ることは難しく、結局彼女が輿入れしてくるまでのあいだグレンは一度も連絡を取らなかった。エセルが王宮に着いたあとも「今さら何と声をかければいいのか」と考え、一度も話さないまま今に至る。

（とはいえ私と彼女は先ほど結婚誓約書にサインし、正式な夫婦となった。この先ずっと話をしないわけにはいかないし、どうしたものかな）

　そう考えつつ何気なく彼女の横顔を見た瞬間、その表情が泣くのをこらえるように張り詰めているのに気づき、グレンはふと目を瞠る。

　背すじを伸ばして座るエセルの眼差しには、どこか悲壮な決意がにじんでいるように見えた。それを目の当たりにしたグレンは、彼女は一体どんな思いでこのラザフォード王国までやって来たのかと考えを巡らせる。

（長いこと敵対していた国に嫁いでくるのは、きっと生半可な覚悟ではないだろう。友好というのは建前で王宮内で孤立する可能性もあるし、現に私は婚約期間からずっとエセル王女を無視し続けてきた）

　最初の顔合わせで冷ややかに拒絶された状況の中、ラザフォードに輿入れしてくるのはエセルにとって大きなプレッシャーだったに違いない。

　それでも逃げずにこの場にいる彼女の気持ちを想像し、グレンは膝の上でぐっと拳を握り締める。そして深く息を吐き、抑えた声音で「エセル王女」と呼びかけた。

「は、はい」

「エルドレッドの首都からこの王宮までは、馬車で三日かかります。到着してすぐに挙式の準備をして、疲れたのではありませんか」

　すると彼女は急に話しかけられたことでどぎまぎしつつ、小さな声で答える。

「お気遣いありがとうございます。ですがわたくしはただ馬車に乗っていただけですので、大丈夫です」

　互いの間に、それきり沈黙が満ちる。

　会話が弾まないのは、これまで自分がエセルとの関係を築くのを拒んできたからだ。それを痛感しながら、グレンはこの先のことをじっと考える。

（私と彼女の結婚は、国家同士の取り決めでもう覆らない。ならば私は、これからどうするべきだろう）

　本当はその答えは、とっくにわかっている。

　三ヵ月前の顔合わせのときの発言を、まずは謝るべきだ。王子として、そして騎士として人々の模範になるように振る舞ってきたグレンは、初対面のエセルに向かって投げつけた自身の言葉をずっと後悔していた。

　あのとき自分が苛立ちをぶつけていいのはライオネルだけであり、彼女ではない。それなのに言葉で傷つけ、婚約期間中も冷淡な対応をしたことは、己の信条に反する。

「エセル王女、私は……」

　再び口を開きかけた瞬間、貴族たちが挨拶のために再び列を成し始め、エセルとの話を中断したグレンは一人一人と丁寧に会話をする。

　パーティーは長時間続き、気がつけば彼女は先に退席していた。日付が変わる頃まで招待客と歓談を続けたグレンは、結局その日の夜は夫婦の寝室に行かずに別室で休む。

　そして翌朝、身支度の手伝いに現れた若い侍従に「エセルが起きて身支度が終わった頃に、私に知らせてほしい」と申しつけた。

　第二王子であるグレンは国政と軍務の両方を仕事としており、枢密院議会に出席して国に関するさまざまな事柄を審議する他、クラルヴァイン騎士団の団長として国内の治安維持活動や国境警備、国防に携わっている。

　普段は時間が許すかぎり兵舎に赴き、騎士団員たちや自身の鍛錬を精力的に行っているが、結婚後一週間は休暇扱いで時間の拘束がない緩いスケジュールとなっていた。

　朝食後、執務室で仕事をしていたグレンの元に、「妃殿下がお目覚めになられたそうです」という連絡が入る。立ち上がったグレンは執務室を出て、同じ階にあるエセルの私室に向かった。

　ノックをして中に入ると、室内にいた彼女が急いで立ち上がり、ドレスの生地を摘まんで挨拶してくる。

「おはようございます、グレンさま。お呼びいただければ、わたくしのほうからお伺いいたしましたのに」

　今日のエセルは、クリーム色の生地に赤い小花柄を散らしたドレス姿だ。

　髪はサイドから緩やかに編み込み、後ろでまとめている。グレンが侍女のクラーラに「すまないが、少し外してもらえるか」と告げたところ、彼女は頭を下げて退室していった。

　改めて室内を見回すと、エセルの部屋は白とピンクを基調としたロマンチックな雰囲気だった。凝った装飾を施された長椅子やテーブル、分厚い絨毯、エルドレッドから持ち込んだ飴色のチェストや鏡台、マントルピースや壁に貼られた絵画などが上手く調和し、女性らしい空気で満ちている。

　彼女はこちらを前にして、ひどく緊張しているようだった。そんなエセルにグレンは問いかける。

「昨夜はよく眠れましたか」

「は、はい」

「祝賀の宴は長時間に及びましたので、ずっと座っているだけでもお疲れになったでしょう」

「王妃さまが途中で退席するように促してくださったので、先に失礼したのです。あの、グレンさまは何時頃お部屋に……」

「日付が変わる頃まで大広間におりました。ですからエセル王女を起こすのが忍びなく、別室で休んだのです」

　それを聞いた彼女が、「そうですか」と言ってうつむく。

　本当は気まずいまま閨を共にすることに躊躇いがあり、わざと別室で休んだのだが、エセルはそうしたこちらの思惑に気づいているのだろう。

　グレンは彼女に向き直り、言葉を選びながら再び口を開いた。

「この三ヵ月間、連絡ができずに大変申し訳ありませんでした。本来なら手紙を送ったりお会いする時間を作ったりするものですが、私は──」

　これまでの自身の態度を謝ろうとしたグレンだったが、そのときエセルが「いえ」と言葉を遮ってくる。

「グレンさまが、謝る必要はございません。長きに亘る両国間の確執や、二年前の兄の振る舞いを思えば……わたくしに会いたくないと考えるのは当然ですので」

「…………」

「それにグレンさまには、他に想う方がいらっしゃるとお伺いしました。国同士の話し合いで決まった婚姻を断れないとはいえ、わたくしが妻になってしまったことを心からお詫びいたします。本当に申し訳ございません」

　深く頭を下げてくるエセルを、グレンは慌てて押し留める。

「どうかお顔をお上げください。エセル王女のおっしゃるとおり、この婚姻は国家間の話し合いで決まったものです。あなたが責任を感じることではありません」

　前回辛辣な言葉をぶつけたせいで、彼女はこちらに対して罪悪感を抱いている。

　それに気づいたグレンは、忸怩たる気持ちを噛みしめた。

（もっと早く、彼女と話をするべきだった。つまらない意地を張って自分より立場も力も弱い女性を傷つけるなど、騎士の風上にも置けない）

　あのとき感情に任せて発した言葉を、今すぐ真摯に謝るべきだ。

　そして「少しでも関係を改善できるように努力したい」と、エセルに伝えたい──そう考えるグレンだったが、彼女は顔を上げるとどこか張り詰めた表情で言った。

「顔合わせのときにお話しした内容を、わたくしなりに深く考えました。婚約していた三ヵ月間、グレンさまがわたくしに連絡をくださらなかったのは、やはり過去の遺恨が根深くあるからでしょう。他に想う方がいらっしゃるなら、当然のことです」

「それは……」

　それは実在する相手ではなく、半ば八つ当たりで口にした言葉だ。

　グレンはそう説明しようとしたものの、エセルが口にしたのは思いがけない言葉だった。

「この際ですから、はっきりと申し上げます。──実はグレンさまと同様に、わたくしにも心に想う方がおります」

「えっ？」

「誤解しないでいただきたいのですが、その方と想いを通じていたわけではございません。接点は何もなく、ただわたくしが一方的に想っているだけの存在です」

　エセルが「ですから」と言葉を続ける。

「伴侶以外の方を密かに想い、その相手と不貞を犯すつもりのないわたくしたちは、お互いさまだということになります。今後はそうした事実を踏まえ、表向きだけ夫婦を装うのが最善かと存じますが、いかがでしょうか」

　彼女が〝形だけの夫婦になろう〟と提案しているのだと気づいたグレンは、驚きに言葉を失くす。

　まさかエセルのほうからそんなことを言われるとは思わず、ショックを受けていた。何より「あなたと同様に、自分にも他に想う人がいる」という発言は青天の霹靂で、信じられない気持ちでいっぱいになる。

（彼女が好きな男とは、一体どこの誰なんだ。考えられるとすれば、エルドレッドの貴族か）

　もしくは王宮務めの侍従や下男、出入りの商人である可能性も考えられ、エセルが密かにそうした男を想っているのを想像したグレンはぐっと拳を強く握りしめる。

　心にこみ上げたのは猛烈な嫉妬の感情で、そんな自分に驚きをおぼえていた。まだ数えるほどしか顔を合わせておらず、会話すらまともにしていないはずなのに、目の前の彼女に対して並々ならぬ独占欲を抱いている。

（なぜだろう。こんなふうに思うなんて、私は……）

　そこまで考えたグレンは、ふとその理由がエセルが夢の中の女性に似ているからではないかと思い至った。

　二人のイメージを無意識に重ね合わせた結果、彼女が他の男に心を奪われている事実が許せなくなっている。だが婚約の段階で「他に想う相手がいる」と口にしたのはグレンのほうであり、先に傷つけておきながら同じことをされてショックを受けるなど身勝手な話だ。

　内心ひどく動揺しながら、グレンは頭ひとつ分低いエセルの顔をただ見つめる。彼女はそんなこちらに視線を返し、言葉を続けた。

「対外的にはわたくしたちは夫婦となったのですから、どうかこれからはわたくしを〝エセル〟とお呼び捨てください。口調も敬語を使わず、自然にされて結構です」

「…………」

「王宮の行事や式典などには、必ず出席いたします。華やかな場には慣れておりませんし、元々あまり社交が得意ではないのですが、わたくしなりに精一杯務めさせていただきますのでどうかご安心ください」

　エセルが居住まいを正し、折り目正しく頭を下げて言った。

「グレンさま。──どうか妻として、幾久しくよろしくお願いいたします」
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　グレンが踵を返し、部屋から出ていく。それを見送ったエセルは、張り詰めていた気持ちをふっと緩めた。

（これでいい。あの方はわたしの言葉を聞いて、少しは罪悪感が薄らいだはず）

　彼と大聖堂で盛大な結婚式を挙げたのは、昨日の話だ。

　その後、数千人にも及ぶ賓客を招いて行われた祝賀パーティーの最中、グレンは気まずげな表情をしながら一度だけ話しかけてきた。どうやら彼は顔合わせの際にこちらに辛辣な言葉をぶつけてきたこと、そして婚約期間中に一度も連絡を取らなかったことを申し訳なく思っていたようだが、それに気づいたエセルは彼らしいと考えた。

（わたしの知っているグレンさまは騎士にふさわしい矜持を持っていて、わたしが王女だと気づかなかった非礼を丁寧に詫びる人だった。そんな方が、初対面のわたしに冷ややかな態度を取ったのだから、よほどこの結婚に納得していなかったのだとわかる）

　つまりエルドレッドの捕虜となり、ライオネルから不当な扱いを受けた過去は、グレンにとって大きなトラウマになっているということだ。

　そう思うと彼の冷たい態度を恨む気にはなれず、エセルは自分がグレンのためにできることは何だろうと考えた。その結果、導き出した答えは、〝彼の罪悪感を軽くする〟というものだ。

　グレンは顔合わせの際に「他に想う女性がいる」と告げてしまったことを、引け目に感じているかもしれない。ならばこちらも同様だと伝え、「この婚姻は表向きのもので、あくまでも形だけの関係にしよう」と提案すれば、彼の心理的負担が軽くなるのではないか。エセルはそんなふうに考えていた。

（わたしは二年前からずっと、グレンさまをお慕いしている。あのときの記憶は消してしまって既に存在しないも同然のでき事だけれど、〝想う人がいる〟というのは決して嘘ではないわ）

　グレンは昨夜夫婦の寝室を訪れず、その理由を「パーティーが長引き、眠っているエセルを起こすのが忍びなかったから」と説明したが、それはきっと嘘だ。

　彼はおそらくこちらを抱く気にはなれなかったために別室で休み、そんな言い訳をしたに違いない。だが結婚生活を続けていくなら閨の問題を避けては通れず、今後グレンにとって大きなストレスとなることが予想される。

　だからこそ、少しでもその負担を和らげるべくあえて彼に嘘をついた。グレンが複雑な表情で去っていき、一人部屋に残されたエセルはじっと考える。

（あんなふうに言ってしまったのだから、今後わたしとグレンさまが本当の意味で夫婦になることはないのかも。でも、それであの方の気持ちが楽になるなら……）

　二年前の幸せな情事を思い出すと、切なくなる。

　あのとき彼は情熱的にエセルを抱き、事後も言葉と態度で愛情を示してくれた。だが自分のそんな胸の痛みなど、些末なことだ。

　その日、エセルは召使いに王宮内を案内してもらったり、王妃であるダーラに呼ばれてお茶会に参加したりして過ごした。そこにはグレンの妹のレオノーラも同席し、興味津々で話しかけてくる。

「エセルお義姉さまは、どんな魔法を使えるのですか？　わたくしは炎属性で、上級魔法もひとつだけ習得しておりますの」

　整った容貌を持ち、溌剌とした雰囲気の彼女ににこやかに問いかけられたエセルは、自分が光魔法の初級程度しか使えないのだと答えた。

　すると二人が意外そうな表情で顔を見合わせ、「……そう」とつぶやき、エセルは目を伏せた。

（やはり王族でありながら魔力が低いのは、この国でも蔑まれることなのかも。でもわたしが忘却魔法を使える事実は、誰にも知られないほうがいい）

　そんなことを考えていると、ダーラが優しく微笑んで言った。

「王族の女性は戦場に出ることは滅多にないし、我が国とエルドレッド王国との間に和睦が成立して、大陸には平穏が約束されたわ。これからはエセル妃のように、穏やかな魔法を使えるだけで充分なのかもしれないわね」

「……王妃さま」

　気遣いのにじむ彼女の言葉に、エセルは小さく「ありがとうございます」と礼を述べる。

（わたしが開花魔法しか使えないと聞いてもこんなふうに言ってくれるなんて、王妃さまはとても優しい方だわ。かつてわたしの魔法を褒めてくれたグレンさまと、どこか似ている）

　騎士団の用事で出掛けているというグレンは晩餐に同席せず、夜に夫婦の寝室で一人ベッドに入ったエセルは、寂しさをぐっと押し殺す。

　あんなふうに自ら距離を取る発言をしたのだから、彼が自分と顔を合わせたくないと考えるのは当たり前だ。それらしい言い訳をするのは最初だけで、いつかこうして顔を合わせなくなるのが当たり前になるのかもしれないが、それも仕方ないと考える。

（つらいけど、グレンさまの拒絶を受け入れるしかない。ときどきでもあの方の姿を見られるだけで、わたしは満足しないと）

　二度と会えないと諦めていたときと比べれば、妻として近くにいられるだけでも充分幸せだ。

　そんなふうに考えているうち、いつしか眠りに落ちていたらしい。目が覚めたときには窓の外が明るくなっていて、エセルは「今は何時だろう」と考えつつ寝返りを打った。すると隣に横たわっている人物がいて、心臓が飛び出るくらいに驚く。

（えっ、グレンさま……？）

　同じベッドに入って眠っているのは、紛れもないグレンだ。

　あまりのことに固まっていると、彼がゆっくりと目を開けてこちらを見る。

「おはよう。よく眠れたか」

　その砕けた口調は二年前を彷彿とさせ、エセルは心臓がドキリと跳ねるのを感じながら答えた。

「お、おはようございます……」

「昨夜は国内のいくつかの騎士団が合同で、結婚祝いの酒宴をもうけてくれたんだ。そのため、王宮に戻ってくるのがだいぶ遅くなってしまった。君を一人にしてしまって申し訳ない」

「それはまったく構いませんけど……」

　まさかグレンが自分と同じベッドで眠るとは思わず、エセルはひどく動揺する。

　咄嗟に自分の夜着を確かめたところ、乱れた様子はなくホッとした。そんなこちらの隣でベッドを軋ませながら上体を起こした彼だったが、そのまま目を伏せて沈黙してしまい、エセルはグルグルと考える。

（どうしよう、すごく気まずい。わたしはこんな薄い夜着姿で、しかも髪も乱れてるんだもの。グレンさまがどう思うか）

　いたたまれなさが募ったエセルは、勇気を出して「あの」と口を開く。

「わたくしはもう起きますから、侍女を呼んでも構わないでしょうか」

　そう言ってベッドサイドの棚に置かれたベルを鳴らそうとした瞬間、グレンがそれを押し留めて「待ってくれ」と言う。

「実は私は、この一週間休暇扱いなんだ。午前中は日課である兵の鍛錬に参加するが、それ以外の時間は自由になる」

「そ、そうなのですか」

「だから君に首都グウィルトを案内したいと思うんだが、どうだろう」

　思いがけない提案に、エセルは戸惑いながらグレンを見つめ、問い返す。

「あの、それはご迷惑なのでは……」

「迷惑なら、最初から誘ったりはしない。エセルは今後この国で生きていくのだから、首都がどんなところなのか知っておいて損はないはずだ」

　さらりと名前を呼び捨てにされ、エセルの胸がきゅうっとする。

　まるで二年前のグレンに再会したかのようで、言葉が出なかった。するとそんなこちらの様子をどう思ったのか、彼がほんの少し居心地の悪そうな表情をする。

「君が『エセルと呼んでほしい』『口調も敬語を使わず、自然でいい』と言ったから、あえてこうしたんだが。もしかして嫌だったか？」

「いいえ。そんなことはございません」

　急いでそれを否定し、エセルは泣きたいくらいの感情を抑えつつ精一杯微笑んで言う。

「グレンさまのお心遣いを、本当にうれしく思います。……ありがとうございます」

　グレンがかすかに目を瞠り、こちらから視線をそらしてベッドから出る。

「では、昼食後に出掛けよう。エセル、またあとで」

「はい」







　ベルを鳴らして起床を知らせ、エセルが「午後からグレンに首都グウィルトを案内してもらうことになった」とクラーラに告げると、彼女はパッと笑顔になって言った。

「まあ、それはようございましたね。早速着ていくドレスを選びませんと」

「そんなにめかし込まなくても、いつもどおりの服装でいいと思うわ」

「とんでもございません。初めてお二人でお出掛けになるのですもの、うんと着飾ったほうがよろしいですわ」

　他の召使いたちとも相談して決められた外出着は、生成り色の更紗の生地に赤やピンク、緑で草花を描いた華やかなもので、袖口や衿にふんだんにレースをあしらい、胸元の縞模様の大きなリボンがアクセントになっていた。

　頭には花飾りがついた帽子を被り、昼食後に王宮の前に停められた馬車まで行くと、そこにいたグレンが驚いた様子でこちらを見つめる。

「あ、あの、どこかおかしいでしょうか」

　視線の強さにたじろいだエセルがそう問いかけたところ、彼が「いや」と答えた。

「着飾った姿が、きれいだと思っただけだ。行こう」

　二人で馬車に乗り込むと、御者の鞭を合図に緩やかに走り出す。

　一緒に出掛けるのはこれが初めてで、エセルは胸がドキドキしていた。車窓から外を見ながら、グレンが説明する。

「ラザフォード王国は建国して二〇〇年余りが経つが、首都は一度も遷都していない。ただ時間をかけて少しずつ規模を拡大してきたため、旧市街と新市街があるんだ。双方はダーリング川を境に分かれていて、それぞれ趣は違うが美しい街並みが特長だ」

「そうなのですか」

　ゆっくりと新市街を走る車中で、エセルは隣に座る彼の様子をそっと窺う。

　朝に同じベッドで寝ていたときも驚いたが、こうして外出に誘ってくれたことがひどく意外だった。

（「他に好きな人がいる」と告げてしまったし、夫婦として振る舞うのは対外的な場面でだけにしようと提案したのだから、てっきり軽蔑されたのだと思ってた。寝室も別で、必要なときだけ一緒に行動するものだと考えていたのに、グレンさまは一体どういうつもりなのかしら）

　グレンがどんな心境で自分を外出に誘ってくれたのかわからず、エセルは悶々とする。

　もしかすると王子である彼は外聞を憚り、新妻を放置することができなかったのだろうか。確かに結婚したばかりの妃に冷淡な態度を取れば、エルドレッドとの間に亀裂が入りかねない。

（そうよ。わたしをこうして誘ってくれるのは、ただの義務。グレンさまは優しい方だから、きっと女性に冷たくできない性分なんだわ）

　二年前にルウェリン城から逃亡した際も、グレンは立て続けに忘却魔法を使い続けたこちらの体調を心配してくれた。

　そんなことを思い出しながら、エセルはレンガ造りの建物や石畳の道、大路に建ち並ぶたくさんの店を興味深く眺める。行く手には美しい尖塔を持つ古い寺院もあり、首都グウィルトの長い歴史を感じた。

　するとそれを見たグレンが、ふいに思いがけないことを提案してくる。

「よかったら、馬車を降りてみるか？」

「お申し出はありがたいのですけど、警備上の問題があるのではありませんか」

「護衛騎士が二人同行しているし、万が一の場合は私が君を守るから、大丈夫だ」

　確かに常に帯剣している彼は暴漢に襲われても戦えるだろうが、当然のように「守る」と言われたエセルは何ともいえない気持ちになる。

　グレンが御者に声をかけると馬車が緩やかに減速し、やがて停車した。外に降り立つと春らしいうららかな陽気で、午後の光が辺りを明るく照らしている。

　大路にはドレスや靴、帽子などの専門店や宝飾店の他、パンやハム、ソーセージを売る店、昼から飲食ができる酒場や菓子店などが所狭しと並び、ひどく活気があった。

　エセルは感心してつぶやいた。

「ラザフォードの首都は、にぎやかなのですね。道行く人々が生き生きしていて、街並みがとても美しいです」

　エルドレッド王国にいた頃は、こんなふうに街を歩いたことはなかった。

　王宮の片隅で息をひそめるようにして暮らしていて、社交にすら満足に出たことはなく、ごくたまに大聖堂で行われるミサに参加したり、郊外の森に出掛けるのが楽しみだった。

　護衛騎士たちと共に大路を歩いたエセルは、目についた店を窓越しに興味深く眺める。やがて花屋までやって来て思わず足を止めると、グレンが問いかけてきた。

「花が好きなのか？」

「はい。幼少の頃から森に出掛けてはさまざまな花を摘み、王宮に持ち帰って、それがどんな名前なのかを調べることが好きだったのです。わたくしが開花魔法しか使うことができないのは、そのせいかもしれません」

　彼が「開花魔法？」とつぶやき、ふと沈黙する。

　そんな様子に気づかず、エセルは店頭にしゃがみ込んで並べられた花を見ながら言葉を続けた。

「やはり国が違うせいか、わたくしが見たことがない花がたくさんあります。どれも本当にきれいですね」

　するとそれを聞いたグレンが、こちらの手元を覗き込みながら言う。

「だったら気になるものを買って帰るといい。王宮の書庫に花に関する書物があったはずだから、ゆっくり品種を調べたらどうかな」

「よろしいのですか？」

「ああ、もちろん」

　まさかそんな提案をしてくれるとは思わず、エセルは驚いて彼を見つめる。

　グレンの秀麗な横顔は淡々としており、何を考えているのかはわからなかった。いくつか花を見繕って包んでもらい、護衛騎士が代金を支払ったあと、しばらく周囲の散策を続ける。

　一時間ほどして帰る馬車の中、エセルは膝の上に花束を抱えながらグレンに礼を述べた。

「グレンさま、お花を買ってくださってありがとうございました。それに市街地の散策も、とても楽しくて新鮮でした」

　すると彼が、事も無げに答える。

「この程度のことは、まったく礼に及ばない。もっと高価なものをねだってくれてもよかったのに」

「必要ありません。装飾品やドレスは、国から持ってきておりますから」

　エルドレッドにいた頃は姉のクローディアから召使いのような扱いを受け、地味な装いをすることが多かったエセルだが、輿入れに際しては国の威信を賭けて最高級の品々を嫁入り道具として持たされてきている。

　そのため、華やかなドレスや装身具は充分に所持しており、これ以上欲しいという気持ちはない。それを聞いたグレンが、少し考えて言う。

「今日は市街地を歩いたから、明日の日中は観劇かオペラに行こうか」

「えっ？」

「乗馬や狩猟をするのもいいな。何か考えておく」

　エセルは驚き、彼のほうに身を乗り出して問いかけた。

「あの、明日もわたくしと一緒に出掛けるということですか？　グレンさまはお忙しいのでは」

「言っただろう、一週間の休暇なのだと。普段はまとまった休みはないが、さすがに結婚した直後は新妻と過ごすべきだとして、軍の規則で必ず取得するように定められているものなんだ。旅行に出掛ける者が多いが、私は立場上なかなか首都を離れられない。だからこうして近場で我慢してもらうしかなくて、申し訳なく思っている」

　どうやらグレンは、休暇のあいだずっと自分と過ごしてくれるつもりでいるらしい。

　それに気づいたエセルは、しどろもどろに言った。

「あの……でしたらグレンさまは、少しでもお身体を休めるべきではないでしょうか。滅多にない休暇なのですし、わたくしは一人で大丈夫ですから」

「エセルは私と出掛けるのは、嫌か？」

　ふいにそう問いかけられ、エセルは慌てて首を横に振る。

「そ、そんなことはありません。でも──」

「だったら、つきあってもらえるとうれしい。私たちは夫婦なのだから」

　さらりとそんなことを言われ、エセルはぐっと言葉に詰まる。

（〝夫婦〟っていうけれど、この方には他に好きな人がいるはず。わたしとの結婚は義務だと言いきったはずなのに、どうして……）

　グレンの気持ちが、わからない。

　冷ややかに突き放したかと思えば急に距離を詰めてきて、さりげない優しさを見せてくる。それをどう解釈していいのかわからず、エセルはひどく困惑した。

　馬車が王宮に到着すると、彼は先に外に降り立ち、当たり前のようにこちらに手を差し伸べてくる。

「エセル、手を」

「……ありがとうございます」

　グレンの大きな手を握った途端、その大きさとぬくもりに胸がきゅっとする。花束を抱えたエセルを見下ろして、彼が言った。

「私は執務室で、書類の決裁をしてくる。よかったら今夜の夕食は一緒に取ろう」

「はい」

「ではエセル、夜にまた」





　　　＊　＊　＊






　出迎えに出てきた侍女に付き添われ、エセルが自室へと去っていく。それを見送ったグレンは、じっと考えた。

（何だろう。彼女と話していると、既視感をおぼえる。……今までほとんど顔を合わせていないはずなのに）

　エセルにこれまでの非礼を詫びようとしていた矢先、「あなたと同様に、自分には他に想う人がいる」「お互いに義務で結婚したのだから、今後は仮面夫婦になるのはどうか」という主旨の言葉を告げられたのは、昨日の話だ。

　あれからグレンは、彼女と交わした会話について深く考えた。わざわざあんな発言をしたのだから、エルドレッドにいた頃のエセルには本当に好きな男がいたのだろう。

　王女という高貴な身分のため、誰かと密かに交際するのは難しいかもしれないが、年頃の女性に好きな異性がいるというのはまったくおかしくない。

　そう思った瞬間、またもや嫉妬の気持ちがこみ上げて、グレンはそんな自分を持て余していた。エセルとは和平条約の締結を祝うパーティーのときしか会っておらず、その後手紙などの交流も一切ない。

　それなのに彼女が他の男に心を奪われていると思った瞬間、強烈な独占欲が湧き起こり、グレンはそんな自分に動揺した。

（なぜこんなふうに考えるんだろう。私には、他に想う女性がいるはずなのに）

　この二年ほど、グレンは繰り返し夢に出てくる顔も知らぬ女性に恋をしていた。

　実在するかどうかもわからず、もしかしたら妄想にすぎないかもしれない存在だが、自分に想う相手がいるのにエセルにそれを許さないのはあまりに狭量だ。

　理性ではそうわかっていても、心が追いつかない。彼女から「仮面夫婦になろう」と提案され、思いのほか動揺している自分に、グレン自身が驚きをおぼえていた。

（彼女が夢の女性に似ているから、こんなふうに考えるのか？　小柄で華奢なところや色の淡い金髪がそっくりで、他人の空似とは思えないから）

　一度そう思うとどんどんそんな気がしてきて、グレンは混乱していた。

　何とか冷静になろうと努め、熟考の末にわかったことは、〝自分はエセルに興味がある〟という事実だ。当初は彼女を疎ましく思っていたはずなのに、その存在を無視できなくなっている。

　もっとエセルについて知りたいと思うのは、やはり夢の女性に似ているからという部分が大きい。だがきっかけがどうであれ、縁あって結婚したのだから、よりよい関係を模索するのは決して悪いことではないはずだ。

　顔合わせのときの発言を謝りたいという気持ちもあり、深夜に王宮に戻ったグレンは夫婦の寝室を訪れた。するとエセルは既に就寝しており、その寝顔をしばらく見つめたあと、同じベッドに入って眠りについた。

　朝起きたときの彼女はこちらを見て目を丸くしていて、そんなエセルに「首都グウィルトを案内したい」と申し出、二人で出掛けて今に至る。

（もっとぎこちない空気になるかと思ったが、彼女が楽しんでくれてよかった。でも……）

　彼女の好きな相手については、結局何も聞けず仕舞いだ。

　本当は気になって仕方がないものの、まだ互いをよく知らないのに根掘り葉掘り聞くのは気が引けて、グレンはじっと考える。

（深い話をするのは、もう少し打ち解けてからのほうがいいだろう。幸いなことに、私の休暇はあと五日間ある）

　絨毯敷きの廊下を歩いて執務室へと向かいながら、グレンはふとエセルが「開花魔法しか使うことができない」と言っていたのを思い出す。

　王族でありながら初級魔法しか使えないのに驚いたのもあるが、それよりも彼女の言葉が心の琴線に強く引っかかった気がして、その理由を考えた。

（エセルと〝花〟のイメージが、なぜかしっくりと馴染む気がした。確かに彼女は可憐な女性で花がよく似合うが、どうしてこんなに気になるんだろう）

　エセルの魔法が、見てみたい。

　開花魔法は光の初級魔法で、子どもが戯れに使うようなものだが、グレンは彼女が咲かせる花を見てみたくてたまらなかった。

　それから執務室で仕事をし、内務大臣と来月に出席する予定の地方式典について打ち合わせる。夜はエセルと夕食を取り、その後入浴を済ませて寝室に行くと、彼女がドキリとした顔でこちらを見た。

「ぁ、……」

　エセルが着ているのは、純白の優雅な夜着だ。

　大きく開いた首元は最高級のレースで縁取られ、幾重にも重なった薄い生地が華奢な体形を引き立てている。普段結い上げている髪は下ろしていて、緩やかに波打ちながら肩と背中に流れていた。

　その様子は妖精のように可憐で、グレンを見て狼狽しながら問いかけてくる。

「あの、グレンさまはこのお部屋で休まれるおつもりなのですか？」

「ああ、そうだが」

「でしたらわたくしは、別のお部屋に行きますので」

　一人掛け椅子の背もたれに掛かっていたショールを手に取り、急いで部屋を出ていこうとする彼女の手を、グレンは咄嗟につかむ。そして小さな顔を見下ろし、落ち着いた口調で告げた。

「待ってくれ。結婚したばかりの私たちがこのタイミングで寝室を別にしたら、すぐに不仲だという噂が広まってしまう」

「えっ」

「人の口に戸は立てられないからな。もしそれが貴族たちの耳に入ってしまったら、エルドレッドとの国交に響きかねない。だから嫌かもしれないが、同じ部屋で休んでもらえないか」

　するとエセルが動揺した様子で、小さな声で言う。

「嫌では……ございません。でもわたくしが同じ部屋にいては、グレンさまのお邪魔になるのではないかと考えて、それで」

「邪魔なわけがない。だからどうか座ってくれ」

　促された彼女が、渋々ベッドの縁に腰を下ろす。グレンは壁際にある棚に歩み寄り、エセルに問いかけた。

「私は寝酒を少し飲むが、君はどうする？」

「わたくしはお酒があまり得意ではありませんので、遠慮させていただきます」

「そうか」

　棚から取り出した蒸留酒をグラスに注いだグレンは、それを一口飲む。

　そして所在無げな顔をしている彼女に向かって、「そうだ」とつぶやいた。

「君は今日、街中の花屋で光魔法の初級しか使えないと言っていたな。よかったらそれを私に見せてくれないか？」

「えっ」

　エセルが虚を衝かれたようにこちらを見つめ、しどろもどろに言う。

「あの、それはどうしてでしょうか」

「ただ単に興味があるからだが、駄目かな」

　すると彼女は何ともいえない表情でこちらを見つめてきて、グレンは「自分はそんなにおかしなことを言っただろうか」と考える。

　しばし沈黙していたエセルが、やがて目を伏せて答えた。

「……わかりました」

　彼女が両手に魔力を込めると、そこから虹色の光が溢れ出す。

　手のひらに生成されたのは、薄紫の花弁を持つ繊細な野の花だった。細かく枝分かれし、その先にたくさんの花びらを持つ小さな花が咲いていて、グレンは目を瞠って問いかける。

「これは……？」

「シオンの花です。花言葉は〝追憶〟〝遠方にある人を思う〟というものです」

　花を渡されたグレンは、手の中のそれをじっと見つめる。

　草原によく咲いているシオンは、決して珍しい花ではない。ともすれば見過ごしてしまいそうなくらいに地味な小花だが、よく見ると可憐な造形がなぜか心に染み入る気がして、ポツリとつぶやいた。

「不思議だな。かつてこんなふうに、誰かにこの花を渡されたことがあるような気がする」

　それを聞いたエセルが、グレンの顔を見て問いかけてきた。

「そのときのことを、思い出せないのですか？」

「ああ。あまり昔ではない気がするんだが」

　記憶に靄がかかったように不鮮明で、思い出せない。グレンがそう言うと、彼女がどこかやるせない表情で微笑んだ。

「……そうですか」

「今までこうして花をじっくり観察する機会はなかったが、存外興味深いものだな。エセルさえよければ、これから一日に一度花を生成して見せてくれないか？」

　するとそんなグレンの提案を聞いたエセルが、驚いたようにこちらを見る。

　彼女の目がみるみる潤んでいき、菫色の瞳から涙がひとしずく零れて落ちた。それを見たグレンは、慌ててエセルの肩に触れて問いかける。

「どうした？　突然泣くなんて、どこか痛いところでも……」

「いいえ」

「でも」

　自分の言葉が、何か彼女を傷つけてしまったのだろうか。そんなふうに考えるグレンの目の前で、エセルが涙をそっと拭って言う。

「急に取り乱してしまって、申し訳ありません。わたくしは王族なのに魔力が低く、こんなふうに魔法を喜んでもらったことがないものですから、つい涙が出てしまっただけです」

「……そうか」

「この程度の魔法でよろしければ、喜んで毎日お花を生成させていただきます」

　微笑む彼女は可憐で、グレンは「では、よろしく頼む」と告げる。

　その後、部屋の灯りを絞った寝室内ではエセルの寝息がかすかに聞こえていた。広いベッドの端でこちらに背を向けて眠る彼女の存在を意識しながら、同じベッドに仰向けに横たわったグレンは、手の中にあるシオンの花を見つめてじっと考える。

（エセルがこの花を手渡してくれたとき、強い既視感をおぼえた。以前も味わった感覚だが、一体どういうことだろう）

　それに加えて、エセルが零した涙はひどく意味深だ。

　彼女はその理由を「これまで自分の魔法を喜んでもらったことがなかったから」と説明していたが、もっと大きな理由があるように思えてならない。

（もしかして私とエセルは、過去に会ったことがあるのか？　……だとすれば、それは二年前しかない）

　二年前にグレンがエルドレッド王国の捕虜にされたときの記憶は、ところどころが虫食いのようになっていて曖昧だ。

　逃亡に際して忘却魔法が使われたのは魔力の残滓から確かなようで、現にパーティーで顔を合わせたライオネルがそう語っていた。つまりエルドレッド側に逃亡を助けてくれた人物がいるはずだが、それが誰かはまったく見当がつかない。

（もしエセルが私を助けてくれたのなら、正直にそう告げてくれていいはずだ。彼女は「開花魔法しか使えない」と言っていたが、もし忘却魔法を使えるならそれを伏せる理由がないわけだし）

　考えれば考えるほどわからず、グレンの思考は袋小路に入り込む。

　だがエセルと一緒に過ごす時間は決して嫌ではなく、むしろ興味を掻き立てられた。もっと彼女のことが知りたいという気持ちがこみ上げてたまらず、グレンは隣で眠るエセルの細い背中をじっと見つめる。

（こんなふうに考えるなんて、本当に予想外だ。……最初はライオネルの妹と結婚するなど、冗談じゃないと思っていたのに）

　今後自分たちの関係がどんなふうになっていくかは、わからない。

　彼女には他に好きな男がいて、こちらとは仮面夫婦となるのを希望している。だが「それは嫌だ」という強い思いが心にあるのを、グレンは感じていた。

　幸いなことに、休暇はまだしばらく続く。そのあいだにエセルをさまざまなところに連れ出し、距離を縮められたら──そう考えていた。

（明日はどこに行こう。エセルは国元であまり外出していなかったようだから、彼女が楽しめるところがいいな）

　あれこれと考えているうちに、次第に思考が曖昧になる。

　隣にかすかな人のぬくもりを感じながら眠るのは、悪い気分ではなかった。気がつけばグレンは、そのまま深い眠りに落ちていた。









第八章











　ラザフォード王国は農業と畜産、毛織物が盛んで、ラシャやフランネルといった毛織物を生産している他、良質な魔石が採れることで有名だという。

　魔石は魔力を帯びた石で、灯りや火おこし、水の浄化などに使用する生活必需品であるため、それを近隣諸国に輸出するラザフォードはとても豊かな国だ。市場に並ぶ品物は豊富で、街中は異国の商人の姿も多く、活気がある。

　街に出るたびにそうした光景を目にし、エセルは感心していた。かつてグレンは祖国のことを「穏やかで、とてもいい国だ」と語っていたが、王宮の使用人たちも感じがよく、本当にそのとおりだと思う。

　エセルがこの国に来て、一週間が経過していた。エルドレッドとラザフォード、そして近隣諸国の王侯貴族や要人を招いた結婚式は盛大で、両国の和睦を強く印象づけたのは記憶に新しい。

　だがエセルとグレンは、まだ本当の意味で夫婦にはなっていない。同じベッドで眠っても、まったく触れ合うことなく過ごしている。

　それは〝互いに他に想う人がいる〟というのが理由で、エセルのほうから仮面夫婦として振る舞うことを提案して承諾されたからだが、ここ数日はその様相が変わってきている。

（グレンさまの休暇はもう終わるはずだけど、今日もわたしと一緒に出掛けるつもりなのかしら。そこまで気を使ってくれなくていいのに）

　結婚式後の一週間、軍部から休暇をもらったというグレンは、連日エセルを王宮の外に連れ出した。首都グウィルトの散策から始まり、オペラや絵の展覧会、観劇、音楽会など行き先は多彩で、エルドレッドにいた頃はほとんど王宮の外に出ずに過ごしていたエセルにとってひどく新鮮だった。

　だが、彼の気持ちがわからない。顔合わせのときはこちらを拒絶し、婚約期間に一度も連絡を寄越さなかったにもかかわらず、輿入れして以降に夫としてこの上ない細やかさを見せているのはなぜなのだろう。

（あのときのわたしに対する発言を反省して、態度を改めたのかしら。それとも、敵対していた国に嫁いできたわたしに気を使ってくれてる？）

　グレンに優しくされて、うれしくないわけではない。

　しかし彼の傍にいると、想いが通じ合ったときのことを否応なしに思い出してしまい、エセルは溢れそうになる想いを押さえ込むのに苦労していた。

　何気ない瞬間にグレンの大きな手が目に入るだけで、それが自分にどんなふうに触れたか、自分の上に覆い被さった彼のみっしりとした重さ、吐息交じりの愛のささやきや身体の奥まで貫いた熱の感触までがつぶさによみがえり、たまらない気持ちになる。

　当のグレンはその記憶をすべて忘れているため、こちらが一方的に悶々としているだけだ。彼とは今後本当の意味で夫婦になる予定はないのに、気がつけば淫らなことを考えてしまっていて、自己嫌悪が募る。

（馬鹿みたいだわ、わたし。自分から仮面夫婦になろうと言い出したくせに、それを後悔しているだなんて）

　グレンが当初のように冷ややかな態度を取らず、こちらを気遣ってくれるようになったことは、素直にうれしい。

　だが自分たちの関係はあくまでも表向きのもので、彼が他の女性を想っているという事実は変わらない。〝妻〟を気遣うのは夫として当然であるという考えから態度が軟化したのかもしれないが、どんなふうに反応するべきか迷っている。

（それに……）

　もしかしたら、グレンにかけた忘却魔法に綻びが生じているのかもしれない。

　それはここ数日、彼の態度を目の当たりにするうちにエセルの中に浮かんだ考えだった。その理由は、開花魔法を使うのを見たグレンが既視感を口にしたからだ。

　エセルが生成したのは薄紫の花弁を持つシオンで、かつてルウェリン城の地下牢で初めてグレンに手渡した思い出の花だった。それを見た彼は過去のでき事を彷彿とさせる発言をし、「エセルさえよければ、こうして一日に一度花を生成してくれないか」と申し出てきた。

　それを聞いた瞬間、エセルの目から思わず涙が零れた。

（わたしに関する記憶はすべて忘却魔法で消したはずだけど、グレンさまの中から完全になくなったわけではないのかもしれない。その証拠に、あの方は地下牢でわたしに花を求めたときと同じ発言をした）

　まるで二年前のグレンが戻ってきたかのようで、その言葉を聞いたエセルは胸がいっぱいになった。

　あれから毎日花を生成して寝室に飾り、彼はそれを喜んでくれている。だが勘違いしてはいけない──とエセルは自身を戒めた。

（確かにわたしとあの方は二年前に恋に落ちたけれど、その後グレンさまはラザフォードに戻って新たに愛する人ができた。つまりわたしたちの関係はとうに終わった過去のでき事で、その事実は変わらないんだわ）

　そんなふうに気持ちに折り合いをつけようとするものの、毎日グレンと一緒に出掛けて夜に同じベッドで眠るたび、エセルの心は乱れる。

　いっそ冷たい態度のまま接してくれたらそういうものだと受け入れたのに、グレンが中途半端な優しさを見せるため、どこかで期待してしまう自分がいるのがひどく惨めだ。

（記憶を奪った時点で、わたしはあの方との恋を諦める覚悟を決めたはず。それなのにグレンさまが想っている女性に嫉妬するなんて、おこがましいにも程がある）

　鏡台の前でため息をつくと、エセルの髪を結ってくれていたクラーラが鏡越しに問いかけてくる。

「姫さま、お疲れでいらっしゃいますか？　少しお顔の色が優れないようですが」

「そうね。このところ毎日出掛けていて、ちょっと疲れているみたい。エルドレッドにいた頃は、滅多に外に出なかったから」

「きっとグレン殿下は、姫さまが早くこの国に馴染めるように気を使ってくださっているのですよ。でも体調がお悪いのでしたら、わたくしのほうから上手くお断りいたしましょうか」

　彼女の申し出に、エセルは慌てて答える。

「ううん、いいの。せっかく誘ってくださっているのだから、お断りするのは申し訳ないわ。それより今夜はわたくしを同伴で夜会に出席するとおっしゃっていたから、ドレスとアクセサリーの準備をお願いね」

「かしこまりました」

　身支度を終えて朝食を済ませたあと、エセルは王宮の敷地内にある教会に足を向ける。

　そして司祭から説法を聞き、しばらく神に祈りを捧げてから部屋に戻ると、グレンから出掛ける準備をするようにという通達がきていた。しかも乗馬用のドレスを着るように指定されていて、約束の時間に外に出る。

　すると待機していた若い侍従が、厩うまやまで案内してくれた。そこにはグレンがいて、大きな黒い馬に馬具を着けている。

「ああ、エセル。来たのか」

「グレンさま、お誘いはうれしいのですけど、わたくしは幼少期に乗り方を習っただけで、もう何年も乗馬をしていないのです。ですからお邪魔になってしまうのでは」

　遠慮がちにそう申し出たところ、彼が事も無げに答える。

「基本的な乗り方さえ覚えていれば、大丈夫だ。ゆっくり行こう」

　グレンがエセルのために用意してくれたのは、白い優美な馬だった。

　久しぶりのことで緊張しつつ、どうにか馬に跨ったエセルは、彼と連れ立って王宮から出る。愛馬に跨ったグレンが、微笑んで言った。

「上手だ。姿勢もいいし、馬も落ち着いている」

「そ、そうでしょうか」

　外は快晴で、青く澄み渡った空から降り注ぐ陽光が眩しく、春らしい空気に満ちていた。

　馬の揺れに合わせてバランスを取るのは久しぶりだが、高い目線が心地いい。両脚を使って馬体を挟み込み、腹筋に力を入れて姿勢を保つために全身に程よい緊張感があって、エセルは新鮮な気持ちになる。

　大路を左に曲がって首都の西門に向かうと、グレンの姿に気づいた門番の兵士たちが居住まいを正して見送った。爽やかな風を感じつつ馬を歩かせるエセルに、彼が声をかけてくる。

「歩くのにはだいぶ慣れてきただろう。少しスピードを上げられるか？」

「は、はい」

　足首にわずかに力を込めると、合図を敏感に感じ取った馬が速足になる。

　それだけでもぐんと速さが増した気がして、エセルは息をのんだ。しかし次第にそれにも慣れ、最終的には駈歩かけあしができるようになって、そこから十五分ほど馬を走らせて郊外の湖に到着する。

「グレンさま、ここは……」

「シェリンガム湖だ。湖畔の眺めが美しく、首都からの乗馬ルートとして人気がある」

　確かに青く澄んだ湖面が周囲の木々の姿を映し、色とりどりの野の花が咲き乱れる様は、ロマンチックで美しかった。

　エセルは感嘆のため息を漏らしてつぶやいた。

「以前グレンさまがおっしゃっていたように、ラザフォードは自然が豊かで美しい国なのですね。わざわざ連れてきてくださって、ありがとうございます」

　するとそれを聞いたグレンが眉を上げ、不思議そうに問いかけてくる。

「私は君に、この国が自然豊かだという話をしたことがあったか？」

「えっ」

　エセルはドキリとし、急いで記憶を探る。そしてその話をしたのが二年前だったのを思い出し、取り繕うように言った。

「首都グウィルトを案内してくださったときに、そうお話ししてくださったように思います」

「そうか」

　大きな木の下に座るように促され、並んで腰を下ろす。

　木々の葉がキラキラと陽光を透かし、野の花の間をときおりモンシロチョウが飛んでいく様は、ひどく長閑だった。隣に座ったグレンが、目の前の湖に視線を向けて言う。

「私の結婚休暇も、今日で終わりだ。この国のことを知ってほしくてエセルをあちこち連れ回したが、ひょっとして迷惑だったかな」

「いえ。ラザフォードがどんなところか、その一端を見せていただけてとてもうれしかったです。どこも活気があって、人も物も多く集まる豊かな国だということがよくわかりました」

「それはよかった」

　湖を囲んで生えている木々から、小鳥の囀りが聞こえる。

　乗ってきた二頭の馬は近くの木に繋がれ、並んでのんびりと草を食んでいた。彼が言葉を続けた。

「この一週間エセルと過ごして、とても充実した休暇だった。君はどこに連れていっても目をキラキラ輝かせて、思いのほか素直な反応をする。それを見ていると私もつい微笑ましい気持ちになって、一緒に過ごすのが楽しかったんだ」

「……グレンさま」

「エセル、君に謝りたいことがある。初めての顔合わせのとき、ひどい言葉をぶつけて申し訳なかった。エセルも知っていることだろうが、私は二年前に君の兄君であるライオネル王子と戦闘になり、敗北して捕虜となった。それから紆余曲折を経てラザフォードとエルドレッドの間で和平条約が締結されることになったが、和平条約の締結の祝賀パーティーの会場で、私はライオネル王子と少々口論になってしまったんだ」

　その話はまったくの初耳だったが、ライオネルはグレンに逃亡されて怒り狂っていたため、彼がパーティーの会場で嫌みを言ったであろうことは容易に想像がつく。

　エセルは神妙な顔でつぶやいた。

「……そうだったのですね」

「その直後にエセルと鉢合わせてしまい、気が立っていた私は君に八つ当たりをした。国同士の争いやライオネル王子との遺恨はエセルには関係ないのに、わざと傷つけるような言い方をしてしまったんだ。どうか許してほしい」

　グレンが深く頭を下げてきて、エセルは慌ててそれを押し留める。

「お顔をお上げください。グレンさまは兄によって不当な扱いを受けたのですから、彼の妹であるわたくしを不快に思われて当然です」

「婚姻を承諾したにもかかわらず、なかなか気持ちの整理ができなくて、婚約期間も君を放置してしまった。だが挙式で会ったエセルは美しく優しい雰囲気の持ち主で、そんな君を傷つけたのだと思うと、己の小ささが恥ずかしくなった」

　彼は結婚披露パーティーの際、エセルが張り詰めた表情で前を向いて座っている様を目の当たりにし、どれほどの覚悟を持って嫁いできたのかと思いを巡らせたのだという。

　そしてかつて敵であった国に嫁ぐことを強要され、夫となる男は自分を拒絶していて、そんな状況の中で結婚するのはひどく心細いに違いないと思い至ったらしい。

「しかも君には、好きな相手がいたんだろう。私との婚姻がどれほどの苦痛か、想像して余りある」

「グレンさま、それは──」

　それは、グレンの罪悪感を軽くするためについた嘘だ。

　そう思いつつも口には出せずに黙り込むと、彼がこちらに向き直って意外なことを言う。

「エセル。重ねて言うが、以前の私の発言、そして婚約期間中に放置したことは本当に申し訳なかった。だが私たちは縁あって結婚し、これから先も夫婦として共に暮らしていくことになる。ならばよりよい関係になれるよう、努力させてくれないか」

「えっ？」

「国のため、表向きだけ円満な夫婦を装おうというのが君の提案だったが、それはあまりに不毛だ。同じような境遇である私たちは、きっと誰よりも深い理解者になれる──私はそんな希望を抱いている」

　グレンの言葉を聞いたエセルは、ひどく戸惑っていた。

　この一週間、彼はおそらく自分たちの関係について真剣に考え、そんな結論を出したのだろう。自身の発言を謝罪した上でそう申し出てくるところには、グレンの生真面目な性格が如実ににじみ出ており、エセルは「この方らしい」と思う。

（……でも）

　いくら歩み寄ってくれても、彼の心に他の女性がいる事実は変わらない。

　そしてエセルがグレンの記憶を勝手に消した事実も消えず、かつてのように純粋に愛し合う関係にはなりえないのだ。それを痛感したエセルは、胸の痛みをじっと押し殺す。

（でもこうしてグレンさまのほうから歩み寄ってくれるのは、とても幸せなことだわ。これ以上を望んだら、きっと罰が当たる）

　そんなふうに考え、一度じっと瞑目したエセルは、顔を上げて彼を見る。そして精一杯穏やかに微笑んで答えた。

「グレンさまのお気遣いを、とてもうれしく思います。憎まれても仕方のないわたくしを妻として受け入れ、歩み寄ってくださっているのですから」

「では……」

「今後グレンさまとよりよい関係になれるよう、努力いたします。さまざまなしがらみを考えれば一朝一夕には難しいかもしれませんが、互いに同じ方向を向くことで少しずつ距離を縮められるかもしれませんし」

　するとグレンがホッとしたように気配を緩め、笑ってこちらを見つめる。

「よかった。君が承諾してくれて、感謝する」

　彼の緑色の瞳と、ふいに視線が絡む。

　宝石のように美しいそれに自分の姿が映っていて、エセルは目が離せなくなった。するとグレンがこちらの目を見つめたまま、ポツリと言う。

「こんな言い方をしてはおかしなふうに思うかもしれないが、私は君のことを以前から知っているような気がする。だからこそ、ラザフォードに来てから気になって仕方がなかった」

「グレンさま、それは──……」

　エセルが驚いて問いかけようとした瞬間、彼の顔が近づき、唇同士を触れ合わせてくる。

　間近で秀麗な容貌を見てしまったエセルは、かあっと頬が熱くなるのを感じた。するとグレンが再び顔を傾け、今度は先ほどよりも深いキスをしてくる。

「ん……っ」

　彼の舌先が唇の合わせを割り、口腔に忍び込んでくる。

　濡れて柔らかな感触にエセルの舌がビクッと震え、逃げるような動きをした。それを絡め取り、より深く口づけられて、頭が煮えそうになる。

「ぁ……」

　唇を離したグレンが熱を孕んだ眼差しでこちらを見つめ、吐息が触れる距離で「すまない」とささやいた。

「君の許可なく触れてしまって、申し訳なく思ってる。だが、どうしても……我慢できなかった」

「グレンさま……」

　彼は衝動のままに行動してしまった自身に戸惑っているようで、それを目の当たりにしたエセルは胸がきゅうっとする。

（やはりこの方にかけた忘却魔法に、綻びが出始めてる。だからこうしてわたしに……）

　そんなふうに考えながら、エセルはグレンに対して答えた。

「謝らないでください。わたくしとグレンさまは夫婦なのですから、こうして触れることに罪悪感を抱く必要はございません」

　その答えをどう思ったのか、彼はどこかやるせない表情になってぎこちなく身体を離す。

　互いの間に、沈黙が満ちた。すぐ近くの木から小鳥が囀りながら飛び立っていき、爽やかな風が下草を揺らして辺りを吹き抜けていく。

　隣り合って座りながら、エセルはおそらく現状は彼の態度から棘がなくなったことを喜ぶべきなのだろう──と考えた。こうしてときどきでも触れてもらえるのなら、それはとても幸せなことだ。たとえ一番に愛されなくても、二番目にすぎなくても、それこそがグレンの記憶を勝手に奪ってしまった自分への罰なのだと肝に銘じなければならない。

　陽光できらめく湖面、その畔で色とりどりの野の花が揺れる様は、夢のように美しかった。エセルはそれを見やりながら口を開いた。

「このようにきれいな場所に連れてきてくださり、ありがとうございます。きっとラザフォードには、こうしたところがたくさんあるのでしょうね」

「そうだな。エセルに見せたい場所が、たくさんある。またこうして二人で遠乗りしよう」





　　　＊　＊　＊






　ラザフォード王国にはいくつも騎士団があり、それぞれ規模は千差万別だ。有事の際には軍部と連携して戦闘に参加するが、普段は持ち回りで国境警備や要人警護に当たっている。

　クラルヴァイン騎士団は代々王族が団長を務める、由緒正しい騎士団だ。現在の団長は第二王子であるグレンで、二週間後に行われる予定の御前試合に向けて鍛錬をしている。

　騎士団員たちと共に剣術の訓練に参加していたグレンは、一息ついて脇に下がった。すると護衛騎士のクライヴが、汗を拭くための手巾を手渡して言う。

「お疲れさまでした、殿下。次の御前試合は、また我が騎士団の優勝で決まりですね」

「いや、そうとも言いきれない。オーガスト公爵が率いるアシュクロフト騎士団は近年力をつけてきているし、盗賊団の討伐で次々と成果を挙げているハーシェル騎士団の台頭も目覚ましい。慢心しないほうがいいだろう」

　こうして身体を動かしていると無心になることができて、グレンはそれをありがたく思う。

　理由は、近頃の自分が煩悩に支配されていると感じるからだ。妻となったエセルを見るたびに心が騒ぎ、触れたい気持ちでいっぱいになっている。

（私は一体、どうしてしまったんだろう。……こんなに急激に彼女に惹かれるなんて）

　一週間前、グレンは結婚休暇の最終日に彼女を遠乗りに連れ出し、そこで自身の発言と婚約期間中に連絡しなかったことを真摯に謝罪した。

　そして「縁あって結婚し、これから先も夫婦として共に暮らしていくことになるのだから、よりよい関係になれるよう努力させてくれないか」と申し出たところ、エセルはそれを承諾した。

　恨み言を言うことなく謝罪を受け入れてくれた彼女に対しては、感謝しかない。可憐な容貌に心を疼かせたグレンは、気がつけばエセルにキスをしていた。

（あのときは触れたいという衝動を我慢できず、エセルの許可もなしに口づけてしまった。でも、たびたびおぼえる既視感は一体何だろう）

　触れた唇は柔らかく、間近で見つめた菫色の瞳は潤んでいて、グレンは以前も彼女に触れたことがあるような感覚に陥った。

　その理由を知りたいがために、箍が外れてしまったのだろうか。あれからグレンは、毎日エセルにキスをするようになった。彼女は清楚な女性だが、口づけられて目を潤ませる様は存外色っぽく、そのギャップに煽られる。

　品があってしとやかな物腰や慎ましい性格、可憐な容貌は好ましく、グレンはどんどんエセルに心惹かれていく自分を感じていた。もっと触れたい、一緒にいたい。そんな気持ちがこみ上げてたまらず、自身の変化に懊悩している。

（まるで初めて恋をした少年のように、エセルに惹かれる気持ちを止めることができない。その理由は、やはり夢の中の女性に似ているからなのか）

　結婚してからも何度か例の女性の夢を見たが、彼女をベッドで抱いている光景は生々しく、臨場感があった。

　薄暗く狭い小屋の中で女性を抱いているグレンは、ほっそりとして柔らかな身体に言葉にできないほどのいとおしさを感じていて、そのイメージをエセルに重ねてしまっているように思える。

　だがその一方で、勝手に他の女性と重ねて彼女に惹かれている自分は、ひどく不誠実に感じた。本当はエセル自身のことをよく見ておらず、生身の身体を持つ彼女を例の女性の身代わりにしようとしているのではないか──そんな気がして、ベンチに腰掛けたグレンは手にした手巾に顔を埋める。

（私はどうするべきなんだろう。夫婦としてよりよい関係を模索したいという気持ちに嘘はないのに、触れたい思いばかりが募るなんて）

　どこか後ろめたさをおぼえるのは、エセルに他に想う相手がいると知っているからだ。

　こちらに仮面夫婦となることを申し出てきたくらいなのだから、好きでもない男に身体に触れられるのは苦痛に違いない。彼女は「自分たちは夫婦なのだから、こうして触れることに罪悪感を抱く必要はない」と言ってくれたが、それはきっと詭弁だ。

　結婚した以上、本来なら夫婦の務めを回避できないのはエセル自身よくわかっているだろう。もしかしたら義務感でこちらに応えようとしてくれているのかもしれず、それにつけ込んでいる形の自分に、グレンは忸怩たる気持ちをおぼえる。

　そのときクライヴが、隣から問いかけてきた。

「グレンさまは今夜、妃殿下とご一緒に王室主催の舞踏会に参加されるのですよね。開始時刻の十五分前に、アルバートと共にお部屋までお迎えに上がりますので」

「ああ、わかった」

　騎士団本部から王宮に戻ったグレンは、執務室で書類の決裁をこなす。

　それからノーランド侯爵邸を訪れて上級貴族たちと他国の政情について話し合ったり、議会で出た話題について深く掘り下げ、夕方に夜会の準備のために宮に戻った。

　エセルが輿入れしてきて二週間、晩餐会や舞踏会といった貴族の邸宅で行われる夜会にはすべてグレン一人で出席していたが、それはまだラザフォードに慣れていない彼女を気遣ってのことだった。だが今回は王室主催であり、近隣諸国からの賓客もあるため、「君も出席しないか」と打診したところ、エセルはそれを快く承諾した。

（エセルのイブニングドレス姿を見るのは、久しぶりだ。どんなふうなのか楽しみだな）

　グレンは金糸銀糸で精緻な刺繍を施した、青のフロックコート姿だ。

　クラヴァットは白いシルク、ズボンは脚の長さを引き立てるタイトなものにし、黒のロングブーツを合わせた。侍従に手伝ってもらって着替えを済ませたグレンは、夫婦の寝室に向かう。

　するとそこには全身が映る鏡の前に立ち、召使いたちに身なりを整えられているエセルがいた。

「ちょうど妃殿下のお支度が終わったところです。本当におきれいですわ」

　年嵩の召使いがにこやかにそう言って、化粧道具や身に着けなかった装身具を持ち、部屋から出ていく。

　グレンはエセルの姿を、感嘆の眼差しで見つめた。ドレスはエルドレッドから持ち込んだもののようで、銀色のサテンの生地に黄色い小花の刺繍を施した豪奢なものだ。繊細なレースを幾重にも重ねた袖や金糸銀糸の唐草模様、あちこちに縫いつけられた真珠や貴石が華やかで、髪は複雑に編み込んで後ろでまとめている。

　大ぶりな宝石を使ったアクセサリーが耳と首元、手首を彩っており、その姿は王子妃にふさわしく洗練されていた。グレンは彼女を見下ろし、微笑んで言った。

「とてもきれいだ。ドレスもアクセサリーも、よく似合っている」

「わたくし、国元にいるときはほとんど夜会に出たことがないのです。国の行事や式典の際は、最初だけ顔を出してすぐに退席していて……。何か粗相をしなければよいのですけど」

「私が一緒にいるから、大丈夫だ。エセルと話したがる人々がたくさんいるだろうが、片時も傍を離れるつもりはないから安心してくれ」

　やがて護衛騎士二人が呼びに来て、グレンはエセルと腕を組んで大広間に向かう。

　二週間前に結婚したばかりの第二王子とその妻が連れ立って現れたことで、招待客が注目してきた。彼女は少し緊張した面持ちながらも背すじを伸ばして前を向いており、グレンは話しかけてきた貴族たちをそれぞれエセルに紹介する。

「エセル妃殿下は、本当にお美しくていらっしゃる。まるで可憐な一輪の花が咲いたようですな」

「そのドレス、よくお似合いですわ。デザインが素晴らしくて、エルドレッドにはよい仕立て屋がおりますのね」

「ありがとうございます」

　舞踏会の最初には主催者である国王の挨拶があり、王妃と共に最初の曲を踊る。その終わり際、グレンはエセルの手を取って告げた。

「私たちも行こう」

「ぁ、……」

　国王夫妻が上座に引いていくのと同時に、皇太子夫妻、貴族令嬢をパートナーとした第三王子のリオン、そして第二王子のグレンとエセルが大広間の中央に出る。

　曲は明るく華やかなもので、グレンは彼女をリードしながら踊り始めた。エセルの右手を取り、もう片方の手は彼女の背中に添えると、身体が自然と密着する。エセルの身体の細さをつぶさに感じながら、グレンは彼女に向かって言った。

「先ほどシャーウッド侯爵も言っていたが、今日のエセルは本当にきれいだ。この会場にいる貴族の子弟たちが、君に釘付けになっている」

「わたくしはまだこの国に来たばかりですし、きっと物珍しくて見ているだけだと思います」

「そんなことはないさ。自分の妻を羨望の眼差しで見つめられるのは誉れだが、あまり無遠慮な視線を向けられると隠したくもなるな。エセルの姿を見ていいのは私だけだと、彼らを牽制したくなる」

　するとそれを聞いたエセルがかあっと頬を染め、目を伏せて気まずげに答える。

「思わせぶりな言い方はやめてください……」

「お世辞ではなく、本音だが」

　彼女の顔がますます赤らんでいき、初心なその様子にグレンはぐっと心をつかまれる。

　こうした態度を見るにつけ、自分が嫌われている感じはまったくしない。むしろキスをして以降は好かれていると思う瞬間も多々あって、グレンはエセルの気持ちが気になっていた。

（彼女は私を、どう思っているんだろう。最初の印象は最悪だったと思うが）

　初対面のときを思い出すと、グレンは時間を巻き戻したくてたまらなくなる。

　エセルと一緒に過ごす時間が長くなるにつれ、彼女への想いは募る一方で、グレンの中には明確な気持ちが芽生えていた。

（私はエセルと、本当の意味で夫婦になりたい。彼女と愛し愛される関係になれたら、どれほど幸せだろう）

　確かにグレンは夢の中の女性に恋をしていたが、実在しているかどうかも定かではない。

　だがエセルは生身の人間として確実に存在しており、彼女さえ応えてくれるならただ一人の妻として愛そうと考えていた。だがそこでネックになるのは、「わたくしにも他に想う方がいます」という発言だ。

　もしかしたらエセルは、その人物を忘れるつもりはないのかもしれない。だからこそ当初は仮面夫婦になることを申し出てきたのだろうが、グレンの中には強い思いがあった。

（エセルが私の気持ちに応えてくれるなら、その男の記憶を消し去るくらいに大切にする。彼女のこの先の人生を、私の手で幸せにしたい）

　そう考えながら、グレンは彼女の背中を支えてターンする。

　兄であるコンラッドや弟のリオンはそれぞれのパートナーと笑顔で踊っていて、それを大広間に集まった他の招待客が見守っていた。やがて曲が終わると彼らが手を取り合って一斉に中央に出てきて、舞踏会が本格的に始まる。

　脇に下がりながら、かすかに息を切らしたエセルが「申し訳ございません」と謝ってきた。

「あまりダンスに慣れていないため、途中で足がもつれてしまったときがありました。グレンさまに恥をかかせてしまったことを、お詫びいたします」

「気にする必要はない。確かに一瞬足がもつれた瞬間があったが、私が君の身体を支えたし、ドレスの裾で隠れて他の人々にはまったく気づかれていないはずだ」

　それを聞いた彼女が「そうですか」とつぶやいて安堵の表情を浮かべ、グレンは給仕から受け取った発泡性ワインのグラスを手渡す。

「一曲踊るだけでも、疲れただろう。少し喉を潤すといい」

「ありがとうございます」

　そのあとは来賓と挨拶を交わしたり、上位貴族の女性を儀礼的に誘って踊ったりして時間が過ぎた。

　エセルも何人かの貴族からダンスに誘われていて、彼女が中央に出て踊る姿をグレンはじっと見つめる。若い貴族の子弟はエセルと踊りながら何やら熱心に話しかけていて、彼女のほうは若干及び腰なようだ。ようやく曲が終わって戻ってきたエセルに「何を話していたんだ？」と問いかけると、彼女が控えめに答えた。

「お屋敷で開催するという晩餐会と、領地での狩猟に誘われました。『グレンさまにお聞きしなければ、すぐにはお答えできません』とお伝えしたのですけど」

「賢明だ。私が代わりに返事をしておくよ」

　先ほどの貴族の子弟の熱心さはエセル自身に興味があることを如実に示しており、グレンは頭の片隅で「断る一択だな」と考えつつ、彼女に向かって告げる。

「エセル、よかったら少しバルコニーに出ないか？」

「えっ？」

「二人で話したいことがある」

　エセルが頷こうとした瞬間、ふいに後ろから「ごきげんよう」という澄んだ声が響く。

　声を発した相手を見たエセルが、さっと表情をこわばらせた。グレンが不審に思いながら振り返ると、そこには年嵩の侍従を伴った華やかなドレス姿の女性がいる。

「半月ぶりね、エセル。会いたかったわ」

「お姉さま……」

　彼女は赤いドレスに身を包んだ、二十歳前後の女性だった。

　淡い色の金髪を結い上げた彼女は顔立ちがどことなくエセルに似ており、にこやかにこちらを見ている。グレンに向き直った女性が、挨拶をした。

「グレン殿下でいらっしゃいますか？　わたくしはエルドレッド王国第四王女、クローディア・アラーナ・エルドレッドと申します。エセルの姉です」

　グレンは彼女の素性に驚きつつもその手を取り、甲にキスをしながら挨拶を返す。

「ラザフォード王国第二王子、グレン・レスター・ラザフォードです。王女殿下がお越しとは気づかず、ご挨拶が遅れて大変失礼いたしました」

「あら、お気になさらないでください。わたくし、こちらの王宮への到着が少し遅れて、舞踏会が始まってしばらくしてから会場入りしましたの。ですからまったく非礼には当たりませんわ」

　クローディアは控えめな雰囲気のエセルとは違い、溌剌として華やかな女性だ。

　こちらの目をまっすぐに見つめてくるその顔には自信が溢れ、一国の王女としての高い矜持が感じられる。和平条約締結記念式典や結婚披露パーティーのときに挨拶した記憶はないため、おそらくグレンとは初対面に違いない。

　彼女が微笑んで言葉を続けた。

「実はわたくし、ラザフォード王国との国境に近い離宮をたまたま訪れておりまして、数日前にこちらの王宮で舞踏会が開催されると伺って足を伸ばしましたの。せっかく我が国とラザフォード王国は友好国になったのですもの、王族や貴族の方々と誼を通じるよい機会でしょう」

「ええ。素晴らしいお考えです」

「それにこちらにお伺いすれば、妹のエセルに会うことができますわ。わたくしたち、五人いる姉妹の中でも特別仲がよかったのです。この子は内気ですし、輿入れ先で上手くやれているのかどうか、心配で心配で」

　クローディアが「ね、エセル」と笑いかけると、エセルが少しぎこちない表情で答えた。

「……ええ、お姉さま」

　彼女は如才なく話題を振り、しばしその場で歓談する。やがてクローディアが、大広間を見回して言った。

「わたくし、ラザフォードを訪問したのは初めてですから、この国をよく知るために二日ほど滞在させていただこうと思っておりますの。グレン殿下がご多忙なのは充分承知しておりますが、滞在中にお会いする機会をいただけると光栄ですわ」

「私でよろしければ、喜んで。のちほどご連絡いたします」

「ふふっ、お待ちしております」

　彼女が「エセル、またね」と笑いかけ、侍従と共に踵を返して去っていく。

　それを見送り、グレンはエセルに向かって問いかけた。

「君の姉君が来るなんて、驚いたな。連絡はきていたのか？」

「いいえ。わたくしもまさか姉がこの会場にいるとは思わず、とても驚きました」

　クローディアがエセルに何の連絡もせずにこの国を訪れたと聞き、グレンはずいぶん活動的な女性なのだと考える。

（とはいえ二日間滞在するなら、私が彼女を接待するべきだ。侍従と相談して、予定の調整をしないと）

　その後、グレンはエセルをバルコニーに誘おうと考えていたものの、次々と貴族たちから話しかけられてそれがままならなくなった。

　中には他国の賓客もおり、エセルを紹介しがてら話し込んだり、そうするうちに彼女がダンスに誘われたりと慌ただしくなる。結局舞踏会のあいだは二人で話をする時間は取れず、グレンは彼女に向かって告げた。

「エセル、侍女を呼ぶから先に宮に戻って休んでくれ」

「でも、グレンさまは……」

「私はアルムガルト国の要人に、男性専用サロンに誘われてしまったんだ。断ると角が立つから、行ってくる」

　それからだいぶ長く話し込んでしまい、グレンが戻ったのは深夜一時を過ぎていた。

　翌朝、「今日こそエセルとの時間を作り、自分の気持ちを正直に打ち明けよう」と考えていたグレンだったが、寝室を訪れた侍従から思わぬことを告げられる。

「エルドレッド王国のクローディア王女が、お目通りを申し込まれております。グレン殿下と妃殿下に、首都グウィルトを案内していただきたいと」

「お姉さまが？」

　エセルが驚いた顔で眉を上げ、恐縮した様子で言った。

「グレンさま、姉が図々しいお願いをして申し訳ございません。グレンさまはお忙しいのですから、彼女の対応はわたくし一人でいたします」

「いや。昨日舞踏会で、クローディア王女の申し出を了承したのは私だ。予定を調整して対応するよ」

　他国の賓客から直々に面会を申し込まれれば、王族として拒否はできない。

　かくして身支度を終えたグレンとエセルが王宮内の一室に向かうと、そこには淡い青色のドレスを着たクローディアがいて、優雅に挨拶をしてきた。

「グレン殿下、お忙しい中こうしてお時間をいただき、大変ありがたく存じます。お言葉に甘え、首都グウィルトを案内していただきたいと考えていたのですが、図々しいお願いでしたかしら」

「とんでもありません。私でよければ、首都の名所を案内させていただきます」

　王宮を出た三人は馬車に乗り、グレンの案内でグウィルトの観光名所を巡り始めた。

　多くの人でにぎわう大路をゆっくり走り、尖塔を持つ大聖堂と博物館の前を通り過ぎたあと、新市街側からダーリング川を渡る。

　旧市街の歴史ある音楽堂や寺院、緑が美しい広場などを回りつつ、グレンがひとつひとつ丁寧に説明したところ、クローディアは微笑んで言った。

「首都グウィルトは、歴史を感じさせる美しい街ですのね。それでいて新市街の雰囲気は洗練されていて、さすがは建国二〇〇年を超える大国ですわ」

「恐れ入ります」

「ところでグレン殿下は、エルドレッドにいらしたことはございまして？」

　グレンが「和平条約締結の祝賀パーティーの際に、首都ルーサムを訪れた」と答えると、彼女がさらりと告げた。

「あら、その前にいらしたことがあるはずですわ。二年前、ルウェリンの古城に」

　まさかクローディアの口からその話が出るとは思わず、グレンは思わず真顔になる。

　隣に座るエセルがさっと顔色を変え、姉に向かって抗議した。

「お姉さま、一体何をおっしゃっているのですか。今その話は──……」

「いや。エセル、いいんだ。クローディア王女、確かに私は二年前にライオネル殿下に敗北し、捕虜となってルウェリン城に幽閉されました。そのときのことも含めれば、エルドレッド王国を訪れたのは二回ということになります」

　グレンがそう答えると、クローディアがじっと見つめてくる。

　そしてニッコリ笑い、小首を傾げて言った。

「誤解しないでくださいませね。決して二年前のでき事を当て擦り、グレン殿下を愚弄する意図はございませんの。ただ、グレン殿下がルウェリン城にいらっしゃったとき、わたくしもあの城に滞在していたということをお伝えしたかったのです」

「えっ？」

　彼女の言葉を聞いたグレンは驚き、混乱する。

（あのときクローディア王女が、ルウェリン城にいた？　だとすれば私は、彼女に会ったことがあるのか）

　クローディアをまじまじと見つめたグレンは、ふと淡い金髪や背恰好が夢の中の女性に似ていることに気づき、愕然とする。

　夢を見始めたのはちょうど二年前、ルウェリン城の地下牢から逃亡してラザフォードに戻った頃だ。もしそれが、曖昧になっている記憶に由来しているとしたらどうだろう──そんな考えがふいに頭に浮かび、グレンは動揺しながら彼女に向かって告げる。

「実は二年前のでき事については、ところどころ思い出せない部分があるのです。ですから大変失礼ながら、クローディア王女とお会いした記憶も曖昧なのですが」

「まあ、そうでしたの。当時は牢番も門番も忘却魔法を使われた形跡があり、グレン殿下がいなくなったときの状況がわからなかったのだと聞きました。でしたら殿下も同様にその魔法をかけられたのかもしれませんし、あのときのことを思い出せなくても無理はございませんわね」

　どこかやるせない表情でつぶやく様子を目の当たりにし、グレンの心臓がドクドクと音を立てる。

　もしかして夢の中の女性は、クローディアなのだろうか。これまでエセルにそのイメージを重ねていたのは、姉妹である彼女たちの容貌に似通ったところがあるからだろうか。

（私は……）

　視線を上げたクローディアが、向かいからそっとグレンの手に触れてくる。

　そして身を乗り出すようにしてこちらの顔を覗き込み、微笑んで告げた。

「わたくしは明日の朝まで、ラザフォードの王宮に滞在するつもりでおります。それまでに何か思い出せるとよろしいですわね」

「…………」

　王宮に戻る馬車の中で、それ以上の会話はなかった。

　ひどく混乱しているグレンは、隣に座るエセルがどんな表情をしているかに気づく余裕はない。もし夢が現実のでき事で、自分とクローディアに過去に接点があったとしたら──そんな考えがグルグルと頭の中を占め、冷静ではいられなくなっている。

（私はどうするべきだろう。過去を過去として、割りきれるのか？　それとも……）

　考えてもすぐに答えは出ず、馬車の車輪がガラガラと音を立てるのを聞きながら、グレンはじっと物思いに沈み続けた。









第九章











　クローディアに首都グウィルトを案内するために出ていた馬車が王宮に戻ったのは、正午になる少し前だった。

　グレンは自身の執務室に行ってしまい、エセルは出迎えた侍女のクラーラに着替えを促される。しかしそれを断り、クローディアが滞在中に与えられている部屋に足早に向かった。

「お姉さま、エセルです。──失礼いたします」

　応えを持たずに部屋の扉を開けると、召使いに着替えを手伝わせようとしていた彼女が動きを止め、微笑んで言う。

「あら、エセル。先ほどはご苦労さま」

「お姉さまに、お話がございます。少しお時間よろしいでしょうか」

「わたくしが着替えるまで待てないの？　あなたもずいぶんと偉くなったものね」

　エセルがぐっと言葉に詰まり、「先にお着替えをしてくださって結構です」と告げると、クローディアが鼻で笑い、衝立の向こうに消える。

　長椅子に腰掛けて待つエセルの胸は、千々に乱れていた。理由は先ほどの馬車の中での、彼女とグレンの会話だ。何も口を挟めず仕舞いだったが、エセルの胸にはクローディアへの怒りがふつふつとこみ上げていた。

　やがて五分ほどして、外出着から着替えた彼女が姿を現す。そしてエセルの向かいに腰掛け、召使いに茶を淹れさせながら口を開いた。

「なあに、お話って」

「先ほどの馬車の中での会話です。お姉さまは確かにグレンさまが捕虜となっていたときにルウェリン城に滞在されておりましたが、地下牢にいたあの方にお会いしたことは一度もなかったはずです。なのになぜ、あんなふうに嘘をおっしゃったのですか」

　するとクローディアが湯気の立つカップを手に取り、中身を一口飲んで答えた。

「あら、そんなこと？　いいじゃない、ああいうふうに言ったほうが、わたくしの印象がよくなるでしょう」

「印象って……」

「最初にラザフォード王国と王族同士の婚姻話が持ち上がったとき、わたくしは冗談じゃないって思ったわ。長年敵対していた国に輿入れして、周囲から嫌がらせをされるのは業腹だし、何よりかつてライオネルお兄さまに負けて捕虜となった第二王子がお相手でしょう？　わたくしの結婚相手としては見劣りすると思っていたの」

　彼女はカップを置きながら、言葉を続けた。

「この国に嫁いだあなたはさぞ肩身の狭い思いをしているのだろうと考えて、興味本位でラザフォード王国の舞踏会を訪れたのよ。そうしたら、あなたは若い貴族の子弟たちにちやほやされている上、夫となったグレン殿下はびっくりするくらいの美男じゃない。それを見て、わたくしは思ったの。『この場にいるのは、エセルではなくわたくしのほうがふさわしいんじゃないかしら』って」

　聞けば彼女は、エルドレッドで行われた和平条約の締結記念式典の際、「興味がないから」という理由で参加しなかったらしい。

　ラザフォード王国で行われたエセルとグレンの結婚式も、体調不良を理由に出席しなかったのだそうだ。しかしこのたびアルムガルト国の第五王子との縁談が持ち上がり、それが不服でルウェリンの離宮に逃げていたという。

「わたくしの結婚相手だというその王子は、背が低くて小太りなのよ。お父さまは『アルムガルト国との関係を強固にするため、必要な婚姻だ』って言うけれど、わたくしの夫となるのがあんなに見てくれの悪い男だなんて怖気が走るわ。だから断固として拒否していたのだけど、昨日初めて見たグレン殿下がわたくしの理想どおりで驚いたの」

　クローディアはうっとりとした表情で、言葉を続けた。

「わたくしに釣り合うのは、ああいう方なんだって思ったわ。スラリと高い背と整った顔立ち、それでいて鍛え抜かれた身体つきをした男性なんて、滅多にいないでしょう？　だからエセル、あの方をわたくしに譲ってくれない？」

「えっ……？」

　姉が何を言い出しているかわからず、エセルは唖然として彼女を見つめる。クローディアが事も無げに言った。

「だってそもそも両国間の婚姻は、エルドレッド王国の王女なら誰でもいいって話だったでしょう。敵国に嫁ぐのが嫌で皆拒否したけれど、わたくしがグレンさまと結婚するのでもよかったはずよね？」

「それは確かにそうかもしれませんが、わたくしとグレンさまは既に結婚し、夫婦となっております。今さらお姉さまが妃となるのは無理です」

　まるで気に入った玩具を欲しがる気軽さで話す姉に、エセルは精一杯冷静に言葉を返す。

　するとクローディアが「ふうん」という顔をし、召使いたちに目線でチラリと合図をした。彼女の意図を汲んだ召使いたちが頭を下げ、部屋を出ていく。誰もいなくなった室内で、クローディアが確認するように問いかけてきた。

「そう。あなたは姉であるわたくしのお願いを聞かず、グレンさまを譲る気はないということね」

「譲るも何も、国家間で取り決められた婚姻で、既に盛大な結婚式を挙げたあとです。お姉さまがわたくしの代わりにグレンさまの妻になるのは、いくら何でも無理があると思います」

「あら、そうかしら。あなたが身を引いて、わたくしが後添えとして立候補すれば、両国間の友好は保たれるのではなくて？　むしろ血筋や社交性に優れているわたくしのほうが、あの方の妻としてふさわしいはずよ。エルドレッドに出戻ったエセルがアルムガルト国の第五王子と再婚すれば、お父さまの思惑どおりになってすべてが丸く収まるでしょう」

　あまりに身勝手すぎる姉の発言に、エセルは思わず絶句する。

　意に染まぬ結婚を強要されているのには同情するものの、クローディアの言っていることは滅茶苦茶だ。これまで正妃が生んだ娘として我儘放題に育ってきた彼女は、とにかくごねれば自身の言い分が通ると思っている節があるが、今回の件はその範囲を逸脱している。

　これまではできるかぎりクローディアの要望に応えてきたエセルだが、結婚や離婚の話になるとさすがに頷けない。するとそんな頑なな様子を見た彼女が、にんまりと笑って言った。

「だったら切り札を出そうかしら。わたくし、知っているのよ。二年前、ルウェリンの離宮の地下牢からグレンさまが逃亡したとき、あなたが深夜に森のほうから帰ってきていたのを」

「えっ……」

「夜中に目が覚めて窓辺で水を飲んでいたら、たまたまそれが見えたの。翌朝に捕虜が脱獄したことが大騒ぎになっていたけど、牢番と門番は忘却魔法をかけられていたというし、当初は魔力が低いあなたにそんなことをできるはずがないと思っていたわ。でも状況的に考えて、グレンさまを逃がす動機があるのはエセルしかいない。あなたは連日地下牢に酒と温石を運んでいて、あの方と接点があったんですものね」

　エセルの心臓が、ドクドクと速い鼓動を刻む。

　まさかあのとき、彼女に姿を見られていたとは思わなかった。そんな時間帯に供もつけずに外に出ることはありえないことで、その日にグレンが逃亡したのを鑑みれば、二つを関連づけて考えるのは当然だ。

　クローディアが言葉を続けた。

「あのときすぐライオネルお兄さまに密告してもよかったのだけれど、わざわざ事情を説明するのが面倒で黙っていたの。この際だからはっきり聞くわ。もしかしてあなた、忘却魔法が使えるんじゃない？」

「……っ」

「あなたは長年、光の初級魔法である開花魔法しか使えないと言っていたけど、考えてみたら忘却魔法も光魔法ですものね。一応は王族の端くれだし、ある日突然上級魔法が使えるようになったとしても決しておかしくはないわ」

　エセルは何も言えず、押し黙る。

　何か言い逃れをするべきだと思うが、あまりに唐突にこの話をされてしまったため、どういうふうに話していいか咄嗟に判断できなかった。彼女が納得した顔で言葉を続けた。

「やっぱりそうなのね。あのとき使用人たちの中に光魔法を使える者はいなかったから、おかしいと思っていたのよ。あなた、自分が何をしたかわかってる？　せっかく捕らえた敵国の王子を勝手に逃がすだなんて、国家反逆罪に問われてもおかしくないのよ」

「それは……」

「もしこのことを知ったら、ライオネルお兄さまは激怒するでしょうね。だってグレンさまを逃がしたことで中央からも軍部からも過失を責められ、降格までされてしまったんですもの。その原因が無能だと思っていた妹のせいだとわかったら、誇り高いあの方はきっと黙ってはいないわ」

　その姿は容易に想像ができて、エセルはゾクッとする。その一方で、この局面をどう乗り切るか考えを巡らせたものの、クローディアがすかさず言った。

「あなた、今この瞬間にわたくしに忘却魔法を使って忘れさせようと考えているかもしれないけれど、それは無駄よ。エセルが魔法を放つよりも速く、わたくしは氷魔法で攻撃できる。発動するとわかっている上級魔法なら対処が可能だし、決して万能ではないのは戦闘の上での常識だわ」

　確かにそれが、上級魔法の難点だ。

　強い魔法ほど魔力を溜めてから発動するまでに時間を要し、そのあいだに攻撃力と速さに優れた初級や中級魔法にやられてしまうリスクがある。エセルが忘却魔法を使おうとした瞬間、彼女が放った無数の氷の刃がこちらの身体をズタズタに切り裂くほうが間違いなく速いだろう。

　クローディアが言葉を続けた。

「それにわたくしの部屋には防護結界を張っておくから、あなたが夜にこっそり忍んできて忘却魔法を使うのも無理よ。つまりエセル、あなたはわたくしに首根っこを押さえつけられたも同然ってわけ」

「…………」

「でもライオネルお兄さまに事情を説明すれば、どうして二年前に話さなかったのかとわたくしが怒られるのは明白だわ。それは面倒だから、黙っていてあげる」

「ほ、本当ですか？」

　エセルが驚きながら問いかけると、彼女がにんまり笑う。

「ええ、ただし条件次第でね。あなたはグレンさまと離縁し、エルドレッドに戻ってアルムガルト国の第五王子と再婚してちょうだい」

「えっ」

「そしてグレンさまには、『わたくしより姉のクローディアのほうが妻としてふさわしいと存じます』と推挙してほしいの。あの方、先ほどわたくしが二年前にルウェリン城からの逃亡を助けたように匂わせたら、ひどく心が揺らいでいたでしょう。きっともう少し押せば、エセルと離縁してわたくしと再婚することに前向きになってくださるに違いないわ」

　クローディアはそう楽しそうに語り、エセルに顔を近づける。そしてこちらの目を見て、微笑んで告げた。

「あなたがグレンさまを譲ってくれるなら、わたくしはライオネルお兄さまに真実を告げないと約束する。どうするのが一番いいか、考えればすぐにわかるわよね？」

「…………」

「返事はなるべく早いほうがいいわ。──エセル、いい知らせを期待しているわよ」







　それからどうやって自室に戻ったのか、覚えていない。

　クローディアによって脅迫されたエセルは、ひどく動揺していた。彼女の言うとおり、忘却魔法を使えば事実を隠蔽するのは可能だが、クローディアは既に対策を施していて絶対にこちらに隙を見せない。

　おそらく明日の朝ラザフォードを発つまで、エセルを無防備に近づけることはないだろう。

（もし要求をのまなければ、お姉さまはライオネルお兄さまに真実を話してしまう。そうすれば、わたしは……）

　兄の苛烈な怒りを想像するだけで、エセルの身体は震える。

　グレンの逃亡後に彼が被った恥辱を考えれば、怒りに任せて殺されてもおかしくはない。だがクローディアに黙っていてもらうためには、グレンと離縁してアルムガルト国の王子と再婚することが条件だという。

（そんな荒唐無稽な話が、はたして通るかしら。でもお姉さまはオーガスタさまが生んだ娘で、正妃からお願いされたらお父さまも渋々了承するかもしれない。ラザフォードもアルムガルトも、〝エルドレッドの王女と婚姻する〟という目的さえ達成できれば、それが何番目の姫だろうと気にしないのかも）

　問題は、グレンだ。

　彼は以前の冷たい言動を真摯に謝ってくれ、ここ最近はキスをするようになったせいか互いの間の空気が甘くなっていた。優しくされるのは決して嫌ではなく、むしろ二年前のグレンを彷彿とさせる行動に、エセルは恋心を掻き立てられていた。

　だが彼の心に別に想う女性がいるという事実が、抜けない棘のように刺さって消えなかった。たとえ夫婦として前向きに関係を改善していくのだとしても、自分は決して彼の中で一番にはなれないという事実が重くのし掛かっている。

（だったら──）

　だったら、自分は身を引くべきではないのか。

　確かにクローディアの言うとおり、彼女が二年前のあのときルウェリン城にいたという話を聞いたグレンはひどく動揺していた。当時独房を訪れていたのはエセルだったが、あんな言い方をされればクローディアが自分に親身になってくれていたのだと誤解してもおかしくない。

（わたしとお姉さまは、髪の色や面差しがよく似ている。忘却魔法に綻びが生じてきているグレンさまが、もしそれをお姉さまだと信じたら……）

　エセルは胸元で、ぎゅっと拳を強く握りしめる。

　幸いというべきか、自分とグレンはまだ本当の意味で夫婦にはなっていない。同じベッドで眠っていてもキスしかしておらず、彼が離縁という決断を下すのは容易なはずだ。

　その日の夜、翌日エルドレッドに帰るクローディアとアルムガルト国の王族のため、王宮では晩餐会が開催された。王族と上位貴族、聖職者たちが集まったテーブルは華やかで、その中心にいる彼女は楽しそうに笑顔を振りまいていた。

　ときどきこちらに視線を向けることがあり、そのたびに意味深な微笑みを浮かべられたエセルは、気まずく目を伏せる。するとそれに気づいたグレンが、隣から小声で問いかけてきた。

「どうした、気分でも悪いか？」

　彼の眼差しには心配そうな色がにじんでいて、それを見たエセルは胸がいっぱいになる。

　だが努めて平静を装い、口元をナフキンで押さえつつ、小さな声で答えた。

「グレンさまに……お話がございます。できましたら今夜は社交にはお出にならず、お時間をいただけますでしょうか」

　すると彼が眉を上げて言った。

「ああ、構わない。……私も君に、話があるんだ」





　　　＊　＊　＊






　他国の王侯貴族が訪ねてきた場合、王室は歓迎の意味を込めて舞踏会や晩餐会を催す。

　酒を酌み交わしながら歓談する催しは、いわば外交の場だ。今回はアルムガルト国とエルドレッド王国からの賓客があり、晩餐を囲むテーブルは華やかで盛況だった。そんな中、ワイングラスの中身をあおりながらグレンは斜め向かいに座るクローディアの様子をさりげなく窺う。

（彼女は馬車の中で、かつてルウェリン城で私と交流があったかのような言い方をした。はたしてそれは本当なんだろうか）

　当時の記憶は虫食いのようになっていて、思い出せることとそうではないことがある。

　クローディアは夢の中に出てくる女性と髪色や雰囲気がよく似ており、当初はもしかしたら捕虜だったときに彼女と恋仲だったのかもしれないという疑念が浮かんだ。

　だが具体的にそう考えた途端、強烈な違和感が募る。確かに髪色やパーツがよく似ていても、実際にクローディアを前にするとまるで違う人物のように思えてならない。夢の中の女性は楚々とした雰囲気の持ち主だが、彼女は自信に満ち溢れていて王族としての誇りを強く感じさせる人物だ。

（馬車の中にエセルがいたにもかかわらず、クローディア王女はまったく頓着せずに私の手に触れてきた。本当に仲のいい姉妹なら、妹の夫に対してそんなことをするだろうか）

　隣に座るエセルはどこか浮かない表情でカトラリーを使っており、あまり食が進んでいないようだ。

　彼女は先ほど「話があるから、できたら今夜は社交に出ずに時間を取ってほしい」と申し出てきて、グレンはそれを了解した。エセルの用件は、やはりクローディアのことだろうか。それとも別に何か話したいことがあるのだろうか。

　どちらにせよ、自分も彼女と話さなければと考えていたのだから好都合だ。晩餐会の終わり際、貴族の男性たちに男性用サロンに誘われたグレンはそれを断る。

「申し訳ないが、今日は少々疲れているために遠慮させていただく。また誘ってもらえるかな」

「おお、そうですか。それは残念」

　一旦自室に戻ったグレンは、侍従の手を借りて堅苦しい服を脱ぐ。

　入浴を済ませたあとで夫婦の寝室に向かうと、エセルは鏡台の前で侍女に髪を梳かしてもらっていた。召使いたちが彼女のドレスや装身具を抱え、一礼して部屋を出ていく。

　すると夜着の上にショールを羽織ったエセルが、恐縮した様子で謝ってきた。

「グレンさま、申し訳ございません。他の方々に歓談に誘われていらっしゃいましたのに、わたくしの我儘で断らせてしまって」

「ああ、いいんだ。ああした誘いは日常茶飯事で、断ってもまったく問題ないから、気にすることはない」

「そうですか」

　彼女が立ち上がり、「お酒を召し上がりますか？」と言いながら、棚に向かおうとする。グレンはその手首をつかみ、引き留めて言った。

「いや。話があるんだろう、座ってくれ」

「……はい」

　長椅子に並ぶ形で腰を下ろしたエセルは、どことなく緊張しているようだった。しばらく沈黙している彼女を見つめ、グレンは口を開く。

「私のほうから先に話していいか？」

「いいえ。こちらの用件を、簡潔にお伝えいたします。──突然のことで申し訳ございませんが、どうかわたくしと離縁していただけないでしょうか」

　あまりに思いがけないことを言われ、グレンは返す言葉を失くす。エセルが言葉を続けた。

「少し前から……考えておりました。和平条約の締結記念式典の際、グレンさまはわたくしに『このたびの縁談はあくまでも和平条約の締結に伴うもので、私の意志ではない』『実は他に想う女性がいる』とおっしゃいました。先日その発言を真摯に謝ってくださいましたが、やはり一度ぶつけられた言葉を完全になかったことにするのは無理でした」

「…………」

「それに先日お伝えしたとおり、わたくしには他に想う方がおります。一度はグレンさまの謝罪を受け入れ、今後の結婚生活を前向きに考えようとしたものの、どうしてもその方を忘れることができません。ですからどうか、離縁していただけないでしょうか。お願いいたします」

　彼女が深く頭を下げてきて、グレンはひどく動揺する。

　エセルの申し出は、青天の霹靂だった。彼女と一緒に過ごすうち、清楚な美しさや控えめな性格、尖ったところのない優しさに強く心惹かれ、この先の人生を共に生きていきたいと思うようになった。

　想いは日に日に強くなり、今日は「夢の中の女性のことを忘れ、この先エセルだけを見ていく」と伝えようとしていたが、その矢先のこの発言だ。グレンは彼女の両肩をつかみ、顔を上げさせながら言った。

「待ってくれ。突然そんなことを言われても、私は受け入れられない」

「わたくしたちの婚姻は両国間の取り決めによって成り立ったものですから、グレンさまがそうおっしゃる気持ちはよくわかります。ですが妻となるのは、エルドレッドの王女であれば誰でも構わないはずです」

「えっ？」

「わたくしの姉のクローディアなら、華やかで社交的な性格のため、グレンさまに釣り合っていると思います。姉もグレンさまを『素敵な方だ』と申しておりましたし」

　それを聞いたグレンは、眉をひそめて問いかける。

「なぜいきなり、クローディア王女の名前が出てくるんだ？　馬車の中でのことを誤解しているのかもしれないが、私は彼女を何とも思っていない」

「ですが……姉は二年前、ルウェリン城の地下牢に幽閉されていたグレンさまと誼を通じたと申しておりました。もしかしたら、逃亡に力を貸したのは彼女なのかもしれません」

「いや、そうは思えない。確かに彼女は私が探している人物によく似ているが、私の心が〝違う〟と強く訴えているんだ」

　語気を強めてそう言うと、エセルが「捜している人って……」とつぶやく。グレンは説明した。

「私は二年前から、一人の女性の夢を見るようになった。淡い金髪で小柄な体形をした、楚々とした雰囲気の女性だ。夢の中での私たちは愛し合っているが、なぜかその顔は靄がかかったように不明瞭で見えない。いつしか私は現実世界で彼女に似た人物を捜すようになったものの、合致する人は国内貴族の中にはいなかった」

「…………」

「『他に想う人がいる』と言ったのは、その女性のことだ。もしかすると私の想像にすぎず、存在しない人物なのかもしれない。そう思いつつも、直前にライオネル王子と言い争って苛立っていた私は、八つ当たりで君にその女性のことを告げていた。許してほしい」

　グレンは「でも」と言葉を続け、彼女を見た。

「不思議なことに、エセルと過ごすうちに君がその女性のイメージと重なるのに気づいたんだ。一緒にいて心が安らぎ、とにかく君の気を引きたくてたまらない。いつしか彼女を凌駕するくらいにエセルの存在が自分の中で大きくなっていて、それが恋愛感情なんだと気づいた」

「えっ……？」

「だから私は例の女性について正直に話し、その存在をきっぱり断ち切った上で君と向き合いたいと伝えようと思ったんだ。エセルが許してくれるなら、この先ただ一人の妻として愛していきたいと」

　その話をしようとしていた矢先にクローディアが来訪し、馬車の中で意味深な発言をした。

　夢の中の女性に似ているのは彼女も同様で、しかも二年前にルウェリン城で交流があったことを匂わせている。それを聞いたグレンは、ひどく混乱した。

「クローディア王女の言葉の意味を考え、私はもしかすると彼女が夢の中の女性で、二年前に私たちは愛し合っていたのかと考えた。クローディア王女の面影をエセルに重ね、君に心惹かれたのかと」

　そうグレンが語ると、エセルが痛みを感じたようにかすかに顔を歪め、小さな声で言う。

「でしたら……やはりグレンさまはわたくしと離縁し、姉と再婚するべきです。二人はきっと、運命の糸で繋がっているのですから」

「最後まで話を聞いてくれ。そんなふうに考えたのはごく一瞬で、すぐ直感的に違うと感じた。クローディア王女は美しく自信に溢れ、夢の中の女性の楚々とした雰囲気とは真逆の印象だ。それに彼女は最初こそエセルと仲がいい姉妹のように装っていたが、今日は同じ馬車にいながら君の存在を無視し、妹の夫である私の手に触れて思わせぶりなアプローチをしてきた。その態度に、私はひどく不快感をおぼえた」

「…………」

「そんな女性と自分が、一時でも恋仲だったとは思えない。もしかしたら二年前に言葉を交わしたことがあるかもしれないが、それ以上の関係だったとは考えられないんだ。だから君と離縁して彼女と再婚するのは、まったく現実的ではない」

　グレンは隣に座るエセルの手を握り、真摯に告げた。

「私はエセルを愛している。確かに国同士の話し合いで決まった結婚だが、この先の人生を共に歩む相手は君でなければ嫌なんだ。夢の中の女性に似ているからとか、エルドレッドの王女だからとかは関係ない。エセル自身に強く心惹かれているのだと、今は断言できる」

　エセルの目が潤み、涙が頬を伝ってポロリと落ちていく。彼女はグレンの顔を見つめ、小さな声で言った。

「わたくしで……よろしいのでしょうか。正妃の娘である姉とは違い、わたくしは母の身分が低い末端の王女ですから、グレンさまの妻として見劣りするのではないかと感じていたのです」

「そんなことはない。私がいとおしく思い、ずっと一緒にいたいと考えているのは、クローディア王女ではなくエセルだ。母親の身分の高さなど関係ない」

　すると彼女がかすかに顔を歪め、切実な瞳で言う。

「わたくしも、グレンさまをお慕いしています。端正なお姿はもちろん、騎士らしい矜持を持っているところや、誠実な性格に強く惹かれました。たとえ他の方を想っているのだとしても、それでも慕わしい気持ちを止められずにいたのです」

「では、私たちは同じ想いを抱えていたというわけだな」

　グレンはそう言ってエセルの頬に触れ、涙に濡れた菫色の瞳を見つめて告げる。

「君が想っていたという男性のことは、あえて聞かない。今現在、私を好きでいてくれるのなら、それで充分だ」

「グレンさま……」

　華奢な身体を引き寄せ、グレンは彼女の唇を塞ぐ。

　口腔に押し入って舌を絡めた途端、エセルがくぐもった声を漏らした。彼女が漏らすあえかな吐息すらいとおしく、何度も角度を変えて口づけるうち、互いの間の空気が濃密になっていくのを感じる。

　唇を離したグレンは、息を乱すエセルに向かってささやいた。

「──君を抱きたい。今すぐに」

「……っ」

「私たちは、初夜もまだ済ませていなかっただろう。互いに同じ気持ちでいるなら、もう躊躇う理由はないはずだ」

　そう言って彼女の身体を抱き上げると、エセルがびっくりしたようにこちらの首にしがみついてくる。

「ぐ、グレンさま、下ろしてください」

　抱き上げた彼女の身体は軽く、愛らしい顔が間近にあって、グレンは既視感をおぼえる。

　前にもこんなでき事があった気がするが、それが夢なのか現実なのかひどく曖昧だった。だが今はそんなのは、些末なことだ。互いに同じ気持ちだと知った途端、グレンはエセルを本当の意味で自分のものにしたくてたまらなくなっている。

　ベッドに彼女の身体を下ろし、覆い被さるようにして口づける。口腔に深く入り込みながら胸元に触れると、エセルの身体がかすかに震えた。

「あの……グレンさま、ドレスを脱いで湯浴みしたあとのほうが……」

　キスの合間にエセルがそう訴えかけてきて、グレンは答える。

「残念ながら、それまで待てない。決してひどくしないから、私にすべて任せてくれるか」

「ぁっ……！」

　ドレスの胸元を引き下ろした途端、白いふくらみがあらわになる。

　コルセットで寄せ上げられたそれは丸く弾力があり、先端の色が清楚で美しい。身を屈めたグレンは、そこに舌を這わせた。

「はぁっ……」

　敏感らしい先端は刺激を感じるとすぐに芯を持ち、硬く尖り始める。

　彼女がときおり眉根を寄せながら小さく声を漏らして、悩ましげなその表情がグレンの欲情を煽った。舌で押し潰したり、軽く吸い上げるうちに尖りは色を濃くし、唾液で濡れ光る様子がひどく淫靡だ。

　一度身体を離したグレンはエセルの腕を引いて起こし、彼女が着ているドレスを脱がせ始めた。一番上の絹織物のガウンから始まって、幾重にもリボンを重ねた豪奢な胸当てストマッカー、コルセット、ペチコート、パニエといったものを順番に取り除いていったところ、衣類が床に山となっていく。

　耳飾りや首飾り、手首の腕輪といった装飾品も外して髪も解くと、彼女はシュミーズだけの無防備な姿になった。その姿は清楚でありながらしどけない色気を感じさせ、グレンはエセルの上体を抱き寄せてその胸元に顔を埋める。

「あ……っ」

　白いシュミーズを纏ったその身体はほっそりと華奢であるものの、胸や腰には女性らしい丸みがあり、柔らかい。

　シュミーズ越しに胸の先端を吸った途端、そこは再びつんと尖り始める。唾液がじんわりと染みていくのに構わず吸い続けるグレンの頭を、膝立ちの状態の彼女が両腕でぎゅっと抱え込んできた。

「はぁっ……グレン、さま……っ」

　もう片方の胸も同じように愛撫しつつ、グレンはエセルのシュミーズの裾をまくり上げ、尻の丸みに触れる。

　小ぶりながら形がよく、弾力のある感触のそれをやわやわと揉みしだく動きに、彼女が息を乱した。グレンはエセルの身体を再びベッドに押し倒し、レースの下着の中に手を入れる。

「ぁ……っ」

　すると花弁がかすかに潤んでおり、彼女が腕を上げて自らの顔を隠す。

　割れ目でゆっくりと指を行き来させる動きに、蜜口がじわじわと潤みを増した。エセルの声が次第に甘くなっていき、花弁の上部にある花芽に触れた瞬間、ビクッと腰が跳ねる。

「んぁっ！」

　グレンは愛液を纏った指で花芽の形をなぞり、それを押し潰す。

　ぴんと尖ったそこはひどく敏感なのか、触れた途端に愛液の分泌が増えたのがわかった。彼女の反応を観察しながら、グレンは「エセルはこうした行為は、初めてなのだろうか」と頭の隅で考える。

（初めてにしては反応がよすぎるように思えるが、気のせいかな。好きな男のことは、彼女が一方的に想っているだけで関わりはないと言っていたが……）

　万が一その男と情を通じていたらという想像をし、嫉妬の感情がこみ上げそうになるのをグレンは理性でぐっと抑える。

　エセルの好きな相手を詮索しないと決めたのだから、今の自分にできることは目の前の彼女に精一杯優しくすることだ。できるだけ痛みを感じさせたくないと考えたグレンは、エセルの下着を脱がせ、脚の間に顔を埋めた。

「あっ……！」

　ぬるつく蜜を溢れさせた秘所を、グレンは熱い舌で舐め上げる。

　そこは熟れた柘榴のように赤く、舌を這わせるたびに蜜口がヒクリと蠢いた。彼女が腕を伸ばしてこちらの頭に触れてきたものの、グレンは頓着することなくじゅっと音を立てて吸いつく。

「はぁっ……ぁ……っ……あ……っ」

　舌先を浅く埋めて中を舐める動きに、エセルの太ももが強く頭を挟み込んでくる。

　彼女の声に苦痛の色はなく、むしろこらえきれない快感がにじんでいて、グレンはますます熱心に舌を這わせた。敏感な花芽を舌先で嬲るように転がし、吸い上げる。すると蜜口がしとどに濡れて、エセルが息を乱しながら呼びかけてきた。

「ぁっ……グレンさま……っ」

「ん？」

「も、もう結構です。そんなことをなさるのは充分ですから……っ」

　彼女の脚の間から顔を上げたグレンは、蜜口を指で探り、ゆっくりと中に埋めていく。

「んん……っ」

「すごいな。中が熱くて……絡みついてくる」

　みっちりと狭い内部は愛液で潤沢に濡れ、柔襞がうねるように締めつけてくる。

　指を行き来させるとぬちゅぬちゅと淫らな水音が響き、エセルが上気した顔で嬌声を上げた。

「あっ、あっ」

　挿入した指で内部を拡張しながら、グレンは自身の股間が痛いほど張り詰めているのを感じていた。

　彼女の反応が思いのほかよく、目が離せない。清楚なのに淫らなのはひどくギャップがあるものの、自身の手管に耽溺している様に強く欲情を煽られる。

（でも、まだだ。苦痛を感じないくらいに慣らさないと）

　二本に増やした指を根元まで埋めたグレンは、それからしばらくエセルを啼かせ続けた。

　やがて彼女がぐったりした頃にようやく指を引き抜き、フロックコートを脱いでクラヴァットを解く。シャツを脱ぎ捨てて上半身をあらわにすると、エセルが腕を伸ばしてこちらの二の腕に触れてきた。

「グレンさま、この傷跡は……」

「二年前、ライオネル王子との戦闘でついた傷だ。左の二の腕と背中の傷がひどく、なかなか治癒しなかったために今も痕が残っている」

　それを聞いた彼女がいたましげな表情をし、「……そうですか」とつぶやく。

　グレンは自身の下衣をくつろげ、すっかりいきり立った昂りを取り出した。そしてエセルの脚を広げてその間に身体を割り込ませ、花弁に屹立の先端を擦り寄せながら言う。

「もし痛かったら、言ってくれ」

「は、はい」

　幹の部分に愛液を纏わせるように動かしたあと、切っ先で蜜口を捉える。

　そのままぐっと圧をかけると、強い抵抗のあとに丸い亀頭が彼女の中にのみ込まれた。じりじりと腰を進め、幹の部分を埋めていく動きに、彼女が小さく呻く。中は狭く、内襞がうねるように絡みついてきて、グレンはかすかに顔を歪めた。

　すぐに達してしまいそうな快感をこらえつつ肉杭を埋めていき、一旦腰を引いて入り口近くまで戻る。

　エセルが身体の力を抜いたのを感じて再び突き入れると、先ほどよりも奥まで剛直が入り込んだ。何度かその動きを繰り返し、彼女の最奥に到達するまで楔を深く挿入した頃には、互いに汗ばんで息を乱している。

　エセルが上気した顔でこちらに視線を向け、つぶやいた。

「ぁ、グレンさま……」

「エセル──……」

　潤んだ菫色の瞳を見た瞬間、グレンの脳内でパチンと大きく何かが弾け、驚きに息をのむ。

　怒濤のごとく溢れ出したのは、二年前の記憶だった。独房に夜ごと温石と酒を運んでくれたエセルと言葉を交わすようになったこと、彼女が開花魔法で生成した野の花に心を慰められたこと。

　王女でありながら献身的で、優しくしとやかなエセルに強く心惹かれたこと。やがてライオネルがグレンを拷問しているのを知った彼女が、地下牢から逃亡するのを手伝ってくれたこと──。

（そうだ。私はエセルの手助けでルウェリン城から逃亡し、馬を繋いであるという森の中の小屋を目指した。そして……）

　そこでエセルに求婚し、小屋の中にあるベッドで初めて抱き合った。

　それらをすべて思い出したグレンは、彼女を見下ろして呆然とつぶやく。

「私は過去に、こうして君に触れたことがある。二年前、捕虜の身から助けてもらって、それで……」

「えっ……？」

　すべてを思い出した途端、心にこみ上げたのは、「なぜ」という強い感情だった。

　一度はこちらの求婚を受け入れておきながら、なぜ勝手に自分の記憶を消したのか。グレンがエセルに対して伝えた想いは、生半可なものではない。確かに自分たちが結ばれるのは容易ではないのはわかっていたが、万難を排して守るという意志を言葉を尽くして伝えたつもりだった。

　それを無視して記憶を消されたことに怒りに似た気持ちがこみ上げたものの、すぐにグレンは彼女が国同士のしがらみや互いに王族であるという状況を鑑み、一緒には行けないと判断して、断腸の思いで自分を一人でラザフォードに帰したのだと気づく。

（すべて……私のためだったというのか。再会したときも二年前のでき事について告げず、私に冷ややかな態度を取られても黙ってそれを受け入れていたのか）

　婚姻が決まったあとから今に至るまでの彼女の態度を思い返し、グレンの心に強烈ないとおしさが募る。

　エセルの脚を抱え直したグレンは、ずんと深くその身体の奥を突き上げた。

「あっ！」

　こちらの異変を察知し、何かを言おうとしていた彼女が、高い声を上げる。

　そのまま律動を開始しつつ、グレンは目まぐるしく考えた。記憶を取り戻した今なら、クローディアが言っていたことはすべて嘘だったのだとわかる。捕虜となったグレンがルウェリン城の地下牢に閉じ込められていたとき、彼女は一度も姿を現さなかった。むしろ毎日通ってきてくれていたのはエセルで、なぜ姉の虚言を肯定する発言をしたのかという苛立ちが募る。

（クローディア王女のほうが私の妻にふさわしいと、本当に考えていたのか？　それとも……）

　それとも他に、何か事情があるのか。

　そんなふうに考える一方、二年ぶりに抱く彼女の身体は甘美で、快感に息が上がる。記憶がなかったときもいとおしく思っていたが、今はそれ以上に強い愛情と独占欲を感じていた。

　優しくしたい気持ちと思うさま貪り尽くしたい気持ちが同じくらいにせめぎ合い、それをぐっと抑えたグレンは、エセルを傷つけないよう注意しながら律動を激しくする。

「ぁっ……はぁっ……グレンさま……っ」

「エセル……」

　彼女の腕をつかんで上体を起こさせたグレンは、その身体を腰の上に乗せて向かい合う体勢になる。

　硬く漲った楔が柔襞を掻き分けながらより奥へと入り込み、エセルがこちらの首に強くしがみついてきた。

「あ……っ」

　シュミーズを着たままの細い腰をつかみ、グレンは下から突き上げる。

　最奥に剛直が突き刺さるのをなすすべもなく受け止め、彼女が高い声を上げた。自らの体重で受け入れているのが怖いのか、エセルがしがみつく腕に力を込める。みっちりと狭い内部がビクビクとわななきつつ屹立を包み込み、グレンは眩暈がするような愉悦をおぼえながらささやいた。

「エセル、口を開けてくれ」

「えっ？　……ぅっ」

　彼女の後頭部を引き寄せ、グレンはその唇を塞いで口腔を思うさま蹂躙する。

　小さな舌は熱を孕んで熱く、ぬるぬると絡めると性感を煽った。それに呼応するように屹立を受け入れた隘路も収縮しながら蠢き、接合部が溢れ出た愛液でぬるついている。

「……っ……グレンさま、わたくし……」

　キスの合間にエセルが何か言おうとしたものの、グレンはそれを遮って想いを込めて告げた。

「愛してる──エセル」

「……っ……」

「過去も現在も、私がいとおしいと思うのは君だけだ」

　その言葉でこちらの記憶が戻ったのを確信したのか、彼女の目から涙がポロリと零れ落ちる。

　菫色の瞳から零れるそれはまるで宝石のようで、唇で涙を吸い取ったグレンはエセルの目元に口づけながらささやいた。

「今は何も言わなくていい。私のすることに集中してくれ」

「ぁ……っ」

　ずんと深く突き上げると彼女がビクッと身体を震わせ、中の締めつけがきつくなる。

　律動でエセルを啼かせつつ、グレンはシュミーズの肩紐をずらして形のきれいな胸をあらわにすると、ふくらみをつかんでその先端を舐めた。清楚な色のそこはピンと勃ち上がり、彼女がこちらの頭を抱え込んでくる。

「ん……っ……ぅっ、……あ……っ」

　一分の隙間もなく蜜着した柔襞が、ゾロリと肉杭の幹に絡みつく。

　内壁が絶妙な圧で締めつけてきて、急激に射精感がこみ上げてくるのを感じたグレンは、エセルに向かって問いかけた。

「……っ、そろそろ達っていいか」

「はい……ぁっ！」

　華奢な身体を押し倒し、片方の脚をつかんで深く腰を入れると、彼女が嬌声を上げる。

　果てを目指す動きは激しく、ベッドが軋みを上げて、エセルが涙目で喘いだ。それに征服欲を煽られながら彼女の身体を抱きすくめ、グレンは根元まで自身を埋めて最奥で熱を放つ。

「……っ」

「あ……っ」

　熱い飛沫が隘路を満たし、内襞が啜るように蠢く。

　二度、三度と放ち、ようやくすべてを吐き出したグレンは深く充足の息をついた。腕の中のエセルは荒い呼吸をしていて、乱れた髪や額ににじんだ汗が色っぽい。彼女の頬を撫で、グレンは吐息交じりの声でささやく。

「荒っぽくしてすまない。どこか痛いところはないか？」

「……っ、はい」

「抜くから、少し我慢してくれ」

　半ば萎えた昂りを引き抜いた途端、蜜口から白濁した体液が溢れ出てくる。

　煽情的なその様を見つめたグレンは、ベッドの横にある棚に手を伸ばし、懐紙を取って簡単に後始末をした。そしてエセルの身体に自身のシャツを掛けてやり、一旦ベッドから下りて水差しの中身をグラスに注ぐ。

「喉はつらくないか？　水を飲んだほうがいい」

「は、はい。ありがとうございます」

　グラスを受け取った彼女が中身を飲み干すのを見届け、ベッドの縁に腰掛けたグレンは、静かに問いかける。

「──改めて、君の口から事情を聞きたい。エセル、君は二年前どうして私に忘却魔法を使ったんだ」

　するとそれを聞いたエセルが瞳を揺らし、観念した様子で答えた。

「やはり、魔法が解けてしまったのですね。実は最近のグレンさまの言動から、記憶の消去に綻びが出てきているのを少しずつ感じておりました」

「…………」

「おっしゃるとおり、わたくしは二年前にグレンさまに忘却魔法をかけました。まるで騙し討ちのように記憶を奪ってしまったことを、深くお詫びいたします。本当に申し訳ございませんでした」

　彼女が深く頭を下げ、顔を上げる。そして苦渋の表情で語り始めた。

「当時わたくしがグレンさまをお慕いしていたのも、求婚してくださってうれしかったことも、どちらも嘘ではございません。王族の一員でありながら存在価値がない扱いをされていたわたくしに、グレンさまは『ラザフォードでたとえ周囲に結婚を反対されても、必ずあなたを守り抜く』『いざとなれば国と身分を捨て、第三国で暮らしてもいいと考えている』と言ってくださって……本当にうれしかった。あのままエルドレッドを出てあなたについていきたいと、本気で考えていたのです」

　エセルは「でも」と言ってグレンを見つめ、言葉を続ける。

「敵対する国の王女と自国の王子が突然結婚したいと言っても、ラザフォード王国は強く反対するはずです。エルドレッド側も、グレンさまが逃亡の際にわたくしを誘拐したと主張する可能性があり、新たな争いの火種になりかねません。たとえグレンさまの言葉に嘘はないのだとしても、わたくしのせいで苦しい立場に立たされたり国や身分を捨てるなど、決してあってはならないことだと思いました」

　確かに第二王子であるグレンは王位継承権の上位で、もし即位した兄が子を成さずに亡くなった場合、代わりに王位に就く可能性がある。

　彼女が肩に掛けられたグレンのシャツを引き寄せながら、絞り出すような声で言った。

「ですからわたくしは、あなたとは一緒に行けないという結論を出しました。でも、初めて好きになった人に求婚されたことは……とてもうれしかったのです。ですから二度と会えないのだとしたら、せめて思い出だけ欲しい。そう思い、あなたと契りを交わしたあと……忘却魔法をかけました」

　エセルの目から涙が零れ落ち、彼女が切実な瞳でこちらを見る。

「グレンさまが去ったあと、無事に逃げられたと知って大いに安堵いたしました。でも時間が経つほど一緒に過ごした思い出ばかりが頭に浮かんで、苦しくてたまらなくて……。グレンさまはわたくしのことを忘れ、国元で身分の釣り合う女性と結婚しているに違いない。だからこそ諦めなければと考えて、何とか気持ちの折り合いをつけようとしていたのです」

　しかし二年後に両国間で和平条約が締結され、王族同士の婚姻話が持ち上がった。

　姉たちはこぞって輿入れを拒否し、末端の王女であるエセルにその役目が回ってきたが、彼女はラザフォード側は第二王子か第三王子が結婚相手となると聞かされ、複雑な気持ちになったという。

　エセルが言葉を続けた。

「再会したグレンさまはわたくしに対してとても辛辣な態度で、過去の記憶が完全に消去されていることや敵国の王女との結婚に納得されていないのを思い知らされました。さらに『私には他に想う女性がいる』と言われ、自分のせいでそのお相手と結婚できないことを恨みに思われているのだと理解いたしました」

「待ってくれ。私が想う女性とは、君のことなんだ。先ほど記憶が戻って、夢の中の女性とエセルが同一人物なのだとわかった」

　それを聞いた彼女が目を瞠り、問い返してくる。

「……そうなのですか？」

「ああ。私と同様に君も他に好きな相手がいると言っていたが、それは一体誰なんだ。さっきの口ぶりでは、ずっと私のことを想ってくれていたようだが」

　すると彼女が、やるせなく微笑んで答える。

「そのとおりです。グレンさまから『他に想う相手がいる』と聞いたわたくしは、真面目な性格であるあなたは妻以外の女性を想うことに罪悪感を抱かれているのではないかと考えました。ですからわたくしにも他に想う男性がいる、そうした相手がいるのはお互いさまなのだから、表向きだけ取り繕う仮面夫婦になりましょうと提案すれば、グレンさまのお気持ちを軽くできるのでは──そんな思いでついた嘘だったのです」

　グレンは驚き、まじまじとエセルを見る。

「では私たちは、互いを想っているのにすれ違っていたということか？」

「……はい」

　彼女が想う相手に嫉妬の感情を抱いていたが、それがまさか自分だったとは思わず、グレンは呆然とする。

　しかしすぐに深い安堵がこみ上げ、エセルに向かって言った。

「……抱きしめていいか？」

「えっ？　……ぁっ！」

　手首をつかんで引き寄せ、グレンは華奢な身体を腕の中に抱きしめる。

　彼女がこの二年間他の男に心を動かさず、自分のことをずっと想い続けてくれていたのだとわかって、強烈ないとおしさをおぼえていた。エセルの柔らかな髪に顔を埋め、花のような香りを胸いっぱいに吸い込みながら、グレンはささやく。

「王族同士の結婚話が持ち上がったとき、ラザフォードでは私と弟のリオンが候補として挙がっていた。正直言って気が進まなかったんだが、私に決まってよかった。もし君がリオンと結婚したあとにこうして記憶が戻ったら、私はショックどころの騒ぎではなかったかもしれない」

「わたくしも……グレンさまがお相手だと知ったとき、不安と安堵の両方の気持ちを感じました。もしリオンさまが結婚相手だった場合、耐えきれずに逃げ出していたかもしれません」

　彼女が顔を上げ、グレンを見つめて謝罪してきた。

「改めて、お詫びをさせてください。一度は求婚に応じながら、グレンさまの記憶を勝手に消してしまったこと、大変申し訳ありませんでした。わたくしの行動をご不快に思われるのは当然ですし、騙し討ちをする人間だと軽蔑されても仕方がないと思います」

「謝らなくていい。確かに記憶が戻った瞬間は『どうして』と思ったし、理不尽さをおぼえた。でも君がさまざまなことを勘案し、悩んだ末にそうした決断をしたのだとわかったから、今は納得している」

「……グレンさま」

「それに私たちはどういう運命の巡り合わせか、こうして夫婦になることができた。結局最後に帳尻が合っているのだから、それを喜ぶべきではないかな」

　するとエセルがこちらの背中にそっと両腕を回し、抱きついてくる。

　どこか控えめなしぐさをいとおしく思い、その身体を強く抱き返しながら、グレンは言葉を続けた。

「クローディア王女は、明日の朝エルドレッドに発つと言っていたな。私のほうから彼女に話をしよう」

「グレンさま、でも……」

「彼女は私の記憶が曖昧なのをいいことに、まるで二年前に交流があったかのように話していた。それは決してフェアじゃないし、実際に地下牢を訪れてくれていた君の存在を蔑ろにした、卑怯なやり方だ。このまま放置して私を篭絡できるかもしれないと思われるのは業腹だから、はっきり事実を伝えるよ」

　抱きしめる腕の力を緩めたグレンはエセルとわずかに身体を離し、彼女を見下ろして言った。

「だから君は何も心配しなくていい。──私の気持ちは、決して揺るがないのだから」

「グレンさま……」









第十章











　翌朝目を覚ましたエセルは、自分の身体が抱き込まれているのに気づいた。

　ぼんやりと瞼を開けた瞬間、目の前に男性の裸の胸があるのに気づき、ドキリとする。驚いて身じろぎすると、既に目が覚めていたらしいグレンが言った。

「おはよう。よく眠っていたな」

「お、おはようございます……」

　エセルの脳裏に、昨夜のでき事がよみがえる。

　クローディアに忘却魔法を使えることがばれて脅されたエセルは、悩んだ末にグレンに別れを切り出した。

　話し合いの結果想い合っていることがわかり、彼に抱かれたときにグレンにかけていた忘却魔法が解けたが、エセルはその理由をじっと考える。

（兵士たちにかけた忘却魔法は、二年が経過してもまったく変わりはなかった。でもグレンさまは魔力が高いから、時間の経過と共に忘却魔法が解けてしまったのかもしれない。もしくは失くした記憶の元となっていたわたしと日常的に接することで、自然と綻びができたのかも）

　つまり忘却魔法は、決して完璧ではないということだ。

　そう思う一方で、エセルは今のこの状況をどうするべきか考える。昨夜は晩餐会のあとに二人で話し、なし崩しに抱き合った。グレンは一度では満足せず、結局三度も抱かれてしまい、エセルは身体を浄めることもなく疲労困憊で眠りについた。

（昨夜は湯浴みができなかったから、お化粧も落としていない。きっとすごくみっともない姿のはずだわ、どうしよう）

　そう思い、いたたまれない気持ちで彼の胸に顔を伏せたままでいると、グレンが髪に触れて問いかけてくる。

「どうした、どこかつらいか？」

「いえ、あの……こうしているのが、恥ずかしいだけです」

「…………」

「湯浴みもしていなくてみっともないので、どうかわたくしの顔を見ないでください」

　すると彼が噴き出し、楽しそうに言う。

「エセルはいつだって可愛いから、心配しなくていい。さっきまでさんざん寝顔を見つめて、ようやく君を自分のものにできた実感をおぼえていたところだ」

「そ、そんな」

「とはいえ君に恥ずかしい思いをさせたいわけではないから、すぐに侍女を呼ぼう」

　そう言ってグレンが上半身を起こし、ベッドの脇にある棚に置かれたベルを鳴らす。

　するとクラーラが「失礼いたします」と寝室内に入ってきて、しどけない姿の二人を前にわずかに目を瞠る。しかしすぐに丁寧に頭を下げ、挨拶してきた。

「おはようございます。姫さまの身支度のお手伝いをさせていただいてもよろしいでしょうか」

　顔を真っ赤にして狼狽するエセルとは裏腹に、下衣を身に着けてシャツを羽織ったグレンが、落ち着いた表情で「ああ、頼む」と応える。

　そして掛布を引き寄せて身体を隠しているこちらの髪に触れ、微笑んで言った。

「私も自室で身支度をしてくる。朝食を終えたら、クローディア王女の元に一緒に行こう」

「は、はい」

　身を屈めた彼が自然なしぐさで目元にキスをしてきて、間近で整った顔を見てしまったエセルは頭が煮えそうになる。

　グレンが部屋を出ていくのを見送ったクラーラが、笑顔で言った。

「昨夜はグレン殿下から『大切な話をするから、誰も部屋に近づくな』というお達しがあり、いつお呼びがあるのかとやきもきしていたのです。でもお二人がまことのご夫婦となられて、本当によろしゅうございました」

　彼女が心から祝福してくれているのが伝わってきて、エセルは面映ゆさを押し殺す。

　それから湯浴みの準備をしてもらい、ドレスの着付けや化粧、髪結いをすると、一時間半ほど時間がかかってしまった。朝食を終えたエセルが執務室で書類の決裁をしていたグレンの元に向かうと、彼が椅子から立ち上がって言った。

「では、行こうか」

　クローディアが滞在中に使用している部屋は、豪奢な雰囲気の貴賓室だった。

　グレンの名前で先触れを出しておいたところ、彼女は満面の笑みで迎えたものの、彼の後ろにエセルがいるのを見て眉をひそめる。

「エセル、なぜあなたまで来たの？　わたくしはてっきり、グレンさまがお一人でいらして大切なお話をするのだとばかり思っていたのに」

「私が同行を頼んだのです。妻のある身で密室で女性と二人きりになるのは、不適切ですから」

　グレンの言葉を聞いたクローディアはピクリと表情を動かしたものの、室内に入るように促してくる。

　彼女と向かい合う形で長椅子に腰を下ろした彼が、早速話を切り出した。

「クローディア王女殿下におかれましては、ラザフォード王室主催の舞踏会にご参加いただき、王族の一人として御礼申し上げます。エルドレッド王国との友好関係をアピールするよい機会になりましたし、王女殿下の美しさは会場に花を添えてくださったと、我が父サイラス三世も喜んでおりました」

「わたくしもとても楽しませていただきましたわ。ラザフォードの王宮は華やかで洗練されておりますし、首都グウィルトも歴史ある大国にふさわしい重厚さがございますものね」

　クローディアがニッコリ笑い、言葉を続ける。

「何よりグレン殿下と再会できましたことは、わたくしにとって何よりの僥倖ですわ。二年前の記憶は曖昧だとおっしゃっておりましたけれど、これから幾度も顔を合わせれば新たな関係を築いていけると思うのです。よろしければ、今度はエルドレッド王国にいらっしゃいませんこと？　わたくしが首都ルーサムを案内させていただきますわ」

　彼女はエセルが同席しているにもかかわらず、まるでそこにいないかのように扱い、グレンのことしか見ていない。そんなクローディアに対し、彼が明朗な声で告げた。

「その件なのですが、思い出したのです。二年前のでき事を明確に」

「えっ？」

「ライオネル殿下に敗北して捕虜となった私は、ルウェリン城の地下牢に閉じ込められて劣悪な環境に置かれました。怪我の状態が悪い中、寒さで凍えるような独房に入れられ、体力気力共に消耗していく一方だったのです。そんな私の元に夜ごと温石と強い酒を運んでくれたのは、あなたではなくエセルでした」

　彼女が顔をこわばらせ、口をつぐむ。グレンが言葉を続けた。

「私の記憶では、クローディア王女が地下牢を訪れたことは一度もありません。それなのになぜ、エセルの功を奪うように嘘の発言をなさったのですか？　理由をお聞かせ願いたい」

　するとクローディアがじわりと頬に朱をにじませ、押し殺した声で言う。

「……グレン殿下は、わたくしを騙しましたのね。二年前の記憶が曖昧というのは嘘で、エセルと共にこちらを嘲笑うおつもりでしたの？」

「違います。昨夜エセルとじっくり話を擦り合わせた結果、失われていた記憶がよみがえったのです」

　するとクローディアがエセルを睨みつけ、怒りをにじませた眼差しでつぶやく。

「あなた、わたくしに恥をかかせる目的でグレン殿下に本当のことを話したのね。まさかそれで勝ったつもり？」

「そんなことはございません。わたくしは……っ」

　エセルが言いかけた瞬間、グレンがこちらにチラリと視線を向け、「大丈夫だ」というように頷いて言う。

「昨夜エセルは私に離縁を申し出、『姉のほうがグレンさまにふさわしい』と発言しておりました。決してあなたのことを悪く言わず、自ら身を引こうとしたのです。しかし私は、彼女を妻として愛しております。たとえ国同士の話し合いで決められた婚姻であっても、生涯を共にする伴侶はエセル以外に考えられないのです」

　彼の言葉を聞いたエセルは、胸がじんと震えるのを感じる。

　過去のでき事をすべて思い出したグレンは、おそらくエセルが以前語った「出自や魔力の低さから、長年兄や姉から蔑まれてきた」という話を思い出したのだろう。

　だからこそクローディアに自身の気持ちをはっきり伝え、エセルが自分の妻であるという事実を明確にして、その立場を守ろうとしてくれている。

　しかしそれは、彼女の逆鱗に触れたようだった。クローディアが顔を歪め、こちらを見つめて棘のある口調で言う。

「……気分が悪くなりましたわ。わたくし、出立の準備を整えなければなりませんので、お話はここまでにしていただいてよろしいかしら」

「お忙しいところにお時間をいただき、ありがとうございました。のちほど王宮を発たれるときに、改めてお見送りさせていただきますので」

「いいえ、結構ですわ。グレン殿下こそお忙しいのですから、わたくしごときにお時間を割いていただく必要はございませんので」

　嫌みたっぷりにそう言い放った彼女はそれきりそっぽを向いてしまい、エセルはグレンと共に貴賓室を出る。

　そして廊下を少し歩いたところで足を止め、彼に頭を下げて謝罪した。

「グレンさま、姉が失礼な言い方をして申し訳ありません。誇り高い人ですから、嘘を指摘されたことにばつの悪さをおぼえてあんな態度を取ったのだと思うのですけど」

「別に気にしていない。彼女の性格は昨日一緒に出掛けてわかっていたから、想定の範囲内だ」

　グレンは「それより」と言って、エセルの頬に触れる。

「体調は平気か？　昨夜は箍が外れてしまい、かなり無理をさせてしまった」

「だ、大丈夫です」

「私はこれから騎士団の鍛錬に行くが、よければ見学に来ないか？」

　思わぬ誘いに目を瞠り、エセルは彼に問いかける。

「……よろしいのですか？」

「ああ。君が来てくれれば、きっと騎士団の者たちの励みになるだろう」







　それから十日ほどは、至って平和だった。

　想いが通じ合ってからのグレンはエセルへの溺愛が増し、足しげく社交に連れ出しては周囲に仲睦まじい姿を見せつけるようになって、宮廷では〝第二王子の夫婦仲は非常に円満だ〟という話が通説になりつつあるようだ。

　二年間の空隙を埋めるつもりなのか、彼は夜ごと情熱的に愛してくるようになり、そんなグレンにエセルは翻弄されっ放しだった。結婚した当初は普通の夫婦になるのは無理だと諦めていたのに、今はそんな考えが嘘のように甘い日々を送っている。

（でも……）

　心に引っかかっているのは、姉のクローディアのことだった。

　誇り高い彼女があんなふうに恥をかかされて、黙っているわけがない。今まで見下していたエセルからグレンを奪い取り、意に染まぬ結婚を押しつけようと考えていたのに、その計画が頓挫したばかりか面と向かって嘘を暴かれたのだから、怒り心頭のはずだ。

（お姉さまの性格からすると、きっとわたしに仕返しをしたいと考えているはず。でもあれから何も言ってこないってことは、それは無理だと諦めたの……？）

　以前は気に食わないことがあれば気軽に八つ当たりができていたが、今のエセルはラザフォード王国の王子妃だ。

　もしかするとそうした立場を踏まえ、手出しができないということなのかもしれない。そもそもクローディアの提案は荒唐無稽であり、実現性の低いことだったためにこのまま放置していても構わないのかもしれないが、一抹の不安が残る。

　そんな中、グレンが騎士団の仕事でソルヴィーノ王国との国境に位置するマーランド地方に行くと報告してきた。

「国境警備は国内にある騎士団の持ち回り任務だが、これから半年間はクラルヴァイン騎士団がマーランドを担当することになったんだ。私は団長として現地に赴き、首都グウィルトに戻ってくるのは三日後になる」

「そうですか」

　第二王子であるグレンにはさまざまな公務があるため、一度現地に行って前任の騎士団からの申し送りに立ち会ったあと、任務を部下たちに任せてグウィルトに戻ってくるらしい。

　出発の日の朝、彼はエセルの髪を撫でて言った。

「いくら仕事とはいえ、君を一人にするのは少し不安だな。なるべく早く戻ってくるから」

「はい。お気をつけて」

　唇に触れるだけのキスをされたエセルは、周囲の者たちに見られていることにじんわりと恥ずかしさをおぼえつつ、馬に乗ったグレンが去っていくのを使用人たちと共に見送った。

　小姓が銀のトレーに載った手紙を運んできたのは、宮に戻ってしばらくした頃だった。エルドレッド王国の紋章が入った封筒に驚いて差出人を見ると、そこにはクローディアの名前がある。

（お姉さま……どうして）

　封を切って中を確認したところ、そこには先日の非礼を詫びる内容が書かれていた。

　アルムガルト国の第五王子との縁談を持ちかけられ、ショックのあまりにエセルに無理なお願いをしてしまったこと。グレンに嘘を指摘され、その恥ずかしさから無礼な態度を取ってしまい、深く反省していること。

　そして直接会って詫びたいため、申し訳ないが夫婦でルウェリン城まで来てほしいこと──そんな内容が綴られていて、エセルは戸惑って手元の便箋を見つめた。

（わたしとグレンさまをルウェリン城に招くだなんて、お姉さまは先日のでき事を本当に反省しているの？　エルドレッドとラザフォードは友好国になったから、互いの国を行き来するのは何も問題ないだろうけど）

　文面は非常に丁寧で、クローディアが本当に反省していることがわかる内容になっており、エセルは対応を考える。

　確かに十日前に話したときの彼女の態度は非常に無礼だったため、グレンに直接謝罪する機会をもうけるべきかもしれない。しかし彼は今朝マーランド地方に出発したばかりで、戻ってくるのは三日後だ。

　しかもエセルの中には、「姉は本当に反省しているのか」という懐疑的な思いがあった。誇り高く高慢な性格のクローディアは、誰かに頭を下げるのをよしとしない。わざわざグレンを連れていってまた非礼を働かれては彼に対して申し訳なく、躊躇いがこみ上げる。

（そうよ。それにお姉さまは、本当はグレンさまを篭絡することを諦めてないんじゃないかしら。あちらに行けば一泊せざるを得なくなるし、自身のテリトリーであるルウェリン城に誘い込んであの方の寝込みを襲い、既成事実を作った上でわたしと離縁するよう迫るつもりかも）

　今回二人で来るように誘っているのは、夫婦同伴のほうがグレンを自然に呼び寄せられるからでは──そこまで考え、エセルはぐっと唇を引き結ぶ。

　だとすれば、彼と一緒にルウェリン城を訪れるのは得策ではない。かといって誘いを無視すれば角が立つため、自分一人で対処するべきだとエセルは決断した。

（ここからルウェリン城までは一日で行けるから、明日の朝に発てば翌日の夕方には戻ってこられる。グレンさまがマーランド地方に行っているあいだに、わたし一人でお姉さまに会いにいこう）

　引き出しから便箋を取り出したエセルは早速クローディアに手紙を書き、それを早馬で届けてもらえるよう言づけて小姓に託す。

　そして内務大臣に「急な話で申し訳ないが、国境近くにあるルウェリン城に姉が滞在しているため、一泊で里帰りしたい」と申し出、無事に許可を得た。

　かくして手紙を受け取った翌日の朝、エセルはラザフォード王国の紋章が入った馬車に乗ってルウェリン城に向かって出発した。遂行の者は侍女のクラーラを始めとした三人の召使いに留め、王宮直属の護衛騎士が騎馬で警備についてくれる。

　行きの馬車の中、クラーラが複雑な面持ちで言った。

「姫さま、お一人でクローディアさまに会いに行かれて大丈夫でしょうか。グレン殿下がお戻りになるのを待ち、ご一緒に訪問されたほうがよろしかったのでは」

　エルドレッドにいた頃、エセルがクローディアからどんなふうに扱われていたかを知っている彼女は、ひどく不安そうにしている。エセルは意識して明るい表情で言った。

「大丈夫よ。お姉さまが深く反省している様子なのは、あなたも手紙で読んだでしょう。さすがにラザフォードの王子妃になったわたくしに、あの方も無体な真似はなさらないと思うわ。もしグレンさまが知ってお怒りになれば、国家間の問題になりかねないし」

「……そうでしょうか」

　朝に首都グウィルトの王宮を発った一団は、途中の村での休憩を挟み、午後三時にセンツベリーの関所を通過した。

　そこからさらに一時間半ほど馬車を走らせると、ツタの絡まった優美なルウェリン城が見えてくる。金属製の城門が開かれ、馬車から降り立ったエセルは石造りの城をじっと見上げた。

（ラザフォード王国に輿入れしてまださほど経っていないのに、この城をひどく懐かしく感じる。またここに来ることになるだなんて思わなかった）

　城の中に入ると使用人たちが頭を下げて出迎えたが、そこにクローディアの姿はない。

　年嵩の召使いが、エセルに向かって言った。

「クローディアさまは、ご自身のお部屋におられます。エセルさまには少し客室でおくつろぎになっていただき、お一人でいらっしゃってほしいと仰せです」

「わかりました」

　呼びつけておきながら出迎えないのは無礼極まりないが、おそらく手紙に「エセル一人でルウェリン城を訪問する」と書いたためにこのようなぞんざいな扱いなのだろう。

　通された客室でお茶を飲んで一服し、身なりを整えたあと、エセルはクローディアの部屋に向かう。召使いが扉をノックし、室内に向かって呼びかけた。

「クローディアさま、エセルさまをお連れいたしました」

「入ってちょうだい」

　中に通されると、ペールピンクのドレス姿のクローディアが長椅子にゆったり腰掛けていて、こちらを見る。エセルはドレスの生地を摘まみ、姉に向かって挨拶した。

「クローディアお姉さま、今回はお招きありがとうございます」

「わざわざ来てもらってごめんなさいね、エセル。わたくしが何度もラザフォード王国をお訪れると、そちらにご迷惑がかかると思ったから」

「いえ」

　いつになく殊勝な態度でそんなことを言った彼女は、「ところで」と言葉を続ける。

「手紙にも書いていたけれど、グレン殿下はご一緒ではないのね。わたくしはあなたより、あの方にお会いしたかったのよ。それなのに」

「グレンさまは騎士団のお仕事で、地方に行かれているのです。戻るまでにはしばらく日数がかかりますので、お姉さまをお待たせするのはどうかと思い、わたくし一人で参りました」

　するとクローディアは婉然と笑みを浮かべ、立ったままのエセルを見上げて言う。

「そう、残念だわ。ねえ、あの方はわたくしとお話ししたとき、二年前のことは記憶が曖昧でよく覚えていないとおっしゃっていたわよね。でも翌日には『すべてを思い出した』と発言を覆し、わたくしに恥をかかせた。あれはあなたの差し金なの？」

「違います。わたくしと話しているうちに、グレンさまの記憶が自然と戻ったのです。おそらく魔力が高い人間には生まれつき魔法に対する耐性が備わっており、たとえ忘却魔法をかけても何かのきっかけで解けてしまうのではないでしょうか。あの方には、わたくしと再会したときからそうした兆候がありましたから」

　それを聞いたクローディアが、「ふうん」とつぶやき、部屋の奥にある衝立のほうを見やる。

「聞きまして？　お兄さま。エセルが忘却魔法を使えることを、自ら認めましてよ」

　彼女の言葉に驚いたエセルは、ドキリとしてそちらに視線を向ける。

　衝立の向こうからゆっくりと姿を現したのは、兄のライオネルだった。

「久しいな、エセル」

「ライオネルお兄さま、どうして……」

　問いかけながら、エセルは自分がおびき出されたことを悟っていた。

　手紙の中でクローディアは自身の非礼を深く反省しているかのように綴っていたが、あれは嘘だったのだ。彼女はグレンに拒絶されたことを屈辱に思い、その糸を引いているのがエセルだと考えて、仕返しをするべくルウェリン城に呼び出したのだろう。

　そしてクローディアは、とっておきの〝切り札〟を使った。

（お姉さまは、わたしが忘却魔法を使える事実をライオネルお兄さまに話したんだわ。そして二年前にグレンさまの逃亡を手助けしたことも、同時に暴露した……）

　黒いフロックコートに白のズボン、腰に帯剣した彼がゆっくりとこちらに歩み寄ってきて、気圧されたエセルは数歩後ずさる。

　心臓が早鐘のごとく脈打ち、手のひらにじっとりと汗がにじんだ。ライオネルがエセルを見下ろし、問いかけてきた。

「まずは確認しておこう。お前は生まれつき魔力が低く、花を咲かせる程度の光魔法しか使えないと公言していた。だが実際は上級魔法である忘却魔法が使え、二年前にグレン・レスター・ラザフォードがこの城の地下牢から逃亡するのを手助けした──それに間違いはないか」

　エセルはドクドクと鳴る心臓の音を意識しながら視線をさまよわせ、言い逃れができないと踏んで無言で頷く。

　すると彼を取り巻く空気がピリッと張り詰め、容赦のない力で頬を張り倒された。

「あ……っ」

　バシッという大きな音が響き、エセルは顔に火が点いたような痛みを感じながら呆気なく床に倒れ込む。

　それを上から睥睨し、ライオネルが底冷えのするような目つきで言った。

「和平条約が締結されて記念式典が開催されたとき、僕はパーティー会場で会ったグレンにどうやってルウェリン城の地下牢から逃げたのか問いかけたんだ。すると奴は明確な説明を避けたものの、そのときの態度が少し不自然で、僕はいろいろと推測した。牢番や門番たちは忘却魔法をかけられていたが、もしかすると奴本人も当時の記憶が曖昧なのではないか。そしてグレンを牢から逃がしたのは、忘却魔法が使える事実を明らかにされると困る人間ではないかと」

「…………」

「そんな折、クローディアから『二年前は話が大きくなるのが嫌で黙っていたが、エセルは忘却魔法を使えるようだ』という話を聞かされたんだ。もしそれが本当なら、お前は敵国に加担した非国民ということになる。僕が中央や軍部から吊し上げを食らい、降格させられたのを陰で笑って見ていたということだろう」

　エセルは床に倒れ込んだまま顔を上げ、兄を見つめて答えた。

「わたくしは……王族でありながらあのような劣悪な環境に置かれたグレンさまが、あのままお兄さまに嬲り殺しにされるのを見ていられなかったのです。もしそんなことになれば第二王子を殺されたラザフォード側は黙っておらず、血で血を洗う戦に発展しかねません。大陸の条約に違反したのですから、それに反発する近隣諸国も介入してくる可能性もあります。ですから……っ」

「そんなのは大義名分にすぎず、お前は単にあの男に心惹かれて逃がしたかっただけだろう。そうして今はちゃっかりグレンの妻の座に収まっているのだから、たいしたものだ」

　ライオネルは鼻で笑い、言葉を続ける。

「二年前のことは思い返すだけで業腹だが、お前にその魔法が使えるのは我が国にとって非常に都合がいい。軍事的に利用できるということだからな」

「えっ……？」

「例えば近隣諸国の要人や王族を拉致し、身体に傷をつけない範囲で拷問していろいろ喋らせたあと、お前が忘却魔法でその記憶を消す。あるいは外交を装ってこの国に招き、尋問後に何食わぬ顔で帰すという手もあるな。そうすれば我々は他国の軍の機密や政情を知ることができ、戦で勝つのが容易になるはずだ。そしていずれ、大陸の覇者になれる」

　彼の言葉を聞いたエセルは、蒼白になってその顔を見つめる。

　ライオネルの考えは、決して行動に移してはいけない恐ろしいことだ。そう考えながら、彼に向かって必死に訴えた。

「忘却魔法は……完全ではありません。魔力の高い人は、時間が経てば魔法が解けてしまうことがあるのです。現にグレンさまは記憶を取り戻しましたし、常人より魔力が高い他国の王族の方々も同様でしょう。もし拉致や記憶操作がエルドレッドの仕業であると他国に知られれば、取り返しのつかない外交問題に発展しかねません」

「ならば定期的にその人間に会い、忘却魔法をかけ続ければいいだろう。お前は王族なんだから、他国と交流する理由をつけるのはたやすい」

　するとそれまで黙って話を聞いていたクローディアが、不満そうにライオネルに訴える。

「その前に、エセルとグレン殿下を離縁させてくれなければ困るわ。うかうかしていたら、わたくしはアルムガルト国の第五王子と結婚させられてしまうのよ。あんな小太りの男ではなく、見目麗しいグレン殿下こそがわたくしにはふさわしいんだから」

「ああ、わかってる。エセル、お前にはラザフォード王国に向けて手紙を書いてもらう。『グレンと離縁したいから、このままそちらには戻らない』とな」

「えっ」

「先ほどの計画を実行に移すには、僕の手元にいてもらったほうが都合がいいんだ。父上やラザフォード王国が離縁についてとやかく言ったら、クローディアをグレンの後添えとして推せ。そうすれば両国間の友好は、一応は保たれる」

　まさか彼がクローディアの主張を支持するとは思わず、エセルは絶句する。

　おそらく彼女は、こちらへの仕返しの意味を込めてライオネルにエセルは忘却魔法が使えるという秘密を暴露したのだろう。そしてその見返りとして、自分とグレンの結婚に協力する約束を取りつけたに違いない。

　エセルは床についた手をぎゅっと握り、小さな声で言った。

「そんなことは……できません。グレンさまは、わたくしと離縁することにきっとご納得されませんから」

「まあ、最初はそうだろうな。だがそう書けば、あいつはこの城までお前を取り戻しに来るはずだ。先ほど『他国の王族や要人を拷問し、軍の機密や政情を喋らせたあと、忘却魔法で記憶を消す』と言ったが、その栄えある第一号はグレンにしてやろう」

　ライオネルが青ざめたエセルを見下ろし、口元を歪めて笑う。

「──二年前のやり直しだ。あのときは途中で逃亡されてしまったが、今回は絶対に逃がさない。お前の目の前でとことん痛めつけてやるつもりだから、楽しみにしておけ」
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　ラザフォード王国の南西部にあるマーランド地方は、ソルヴィーノ王国との国境にある地域で、葡萄の栽培が盛んだ。首都グウィルトからは馬で一日かかり、翌日の午前に現地に到着したクラルヴァイン騎士団の一団を前任のマーヴェン騎士団の面々が出迎えた。

「グレン殿下、遠路はるばるご苦労さまです」

「出迎えありがとう、アヴァロン卿と団員諸君。半年間の任務、ご苦労だった」

「はい。ようやく首都に戻れます」

　まずはソルヴィーノ王国や近隣の状況、地理的な注意点についてざっと申し送りし、詳細の説明や現地の確認を明日行うことに決定した。

　今夜は親睦を目的とした宴を準備していると伝えられ、一度兵舎で休むよう促される。しかしそのとき顔を上げたグレンは、案内しようとした団長の背中に向かって呼びかけた。

「すまない、アヴァロン卿。ちょっと待ってもらえるか」

「えっ？」

「私の鷹が来ている」

　急ぎの連絡事項などがある場合、グレンは部下との間で魔力を帯びた特殊な鷹を飛ばしてやり取りしている。

　鷹の首には小さな魔石がついており、同じ波動を出す石を人間が身に着けることで鷹自身がこちらを追尾できる仕様になっていた。指笛を高く鳴らすと上空を旋回していた鷹がこちらに降りてきて、羽ばたきながらグレンの腕に留まる。

　その足に括りつけられた手紙を読んだグレンは、眉をひそめた。

（エセルが里帰りの名目で、エルドレッド国内のルウェリン城に向かっただと？　一体なぜそんな話に）

　グレンが王宮を出発した昨日は、エセルはそんなことは言っていなかった。

　だとしたらそのあとに誘いの手紙が来たことになり、兵舎近くの雑木林に入ったグレンは、護衛騎士のクライヴとアルバートに書面を見せて対応を協議する。アルバートが表情を険しくして言った。

「きな臭いですね。おそらく妃殿下を誘ったのはクローディア王女で、『先日の無礼を謝りたい』という名目で呼び寄せたのでしょうが、グレンさまのお話を聞くかぎりそのようなしおらしい女性だとは思えません」

「そのとおりです。お忘れですか、グレンさま。一昨日私が上げた報告書の中に、ある人物の動向について書かれていたのを」

「────」

　クライヴの言葉を聞いたグレンは、ぐっと唇を引き結ぶ。

　決断したのは、すぐだった。マントを靡かせて踵を返したグレンは、兵舎内にいる団長のアヴァロンの元に向かう。そして彼に対し、明朗な口調で告げた。

「申し訳ないが、火急の用にてすぐに首都に戻らなければならなくなった。私の護衛騎士を一人置いていくから、明日の現地視察は彼を同行してほしい」

「わかりました」

　グレンの顔つきから何かあったらしいことを察した彼は、深い事情を詮索せずに頷く。

　アルバートに後を託してクラルヴァイン騎士団の面々に一声かけたグレンは、愛馬に跨ってすぐに出発した。馬を全速力で走らせながら、並走するクライヴに向かって言う。

「首都ではなく、このままセンツベリーに向かう。そこからエルドレッド王国に入り、ルウェリン城に向かうというルートだ」

「わかりました」

　辺りは明るい日差しが降り注ぎ、少々汗ばむ陽気となっていた。

　グレンは前を見つめて馬を走らせつつ、逸る心を押し殺す。

（私の不在時にエセルがエルドレッドに行くのは、盲点だった。彼女の行動を縛る気はないが、なぜ一言相談してくれなかったんだ）

　先日クローディアがエルドレッドに帰国したあと、グレンはエセルから改めて事情を聞いた。

　そして彼女とアルムガルト国の第五王子との間に縁談が持ち上がり、クローディアがそれをひどく嫌がっていること、そしてエセルを自身の身代わりとして輿入れさせるためにグレンと離縁するよう迫っていたことを知った。

　おそらくクローディアは、その考えをまだ諦めてはいないのだろう。「先日の無礼を謝りたい」と言葉巧みにエセルをおびき出し、自身に恥をかかせたことに対して激しく糾弾するか、軟禁して離縁を承諾させようとしているのは目に見えている。

（それだけではない。たぶんあちらの思惑は──……）

　マーランド地方からエルドレッド王国との国境地帯であるセンツベリーまでは、最短ルートを選択すると険しい山道を越えて行かなければならなかった。

　夕方まで休まず走り、途中で二時間だけ休憩を取ったあと、暗い山道を注意しながら進む。何度か馬を休ませ、センツベリーに入ったのは翌日の昼前で、関所にいた騎士たちが驚いた顔でグレンを見つめた。

「グレン殿下、こちらにお越しになるという連絡はいただいておりませんでしたが……」

「急ぎの用なんだ。通してくれ」

「承知いたしました」

　そこからルウェリン城までは、一時間かからない距離だった。

　馬はだいぶ疲弊していたが、それを何とかなだめて先へと進む。やがて見えてきたのはツタが絡まる美しい古城で、それを見たグレンは複雑な気持ちになった。

（まさかまた、この城を訪れることになるとはな。あれからもう二年も経ったのか）

　エルドレッドの捕虜となってルウェリン城に連行されたときのことを思い出すと、ひどく不快になる。

　王族として生まれ育ったグレンは、あんなにも劣悪な環境に置かれたのは初めてだった。ベッドもない冷たい独房の中、手枷足枷を嵌められ、魔力封じの首輪までされるのは屈辱以外の何物でもなく、さらにいつまでも癒えない傷と拷問が体力と精神を同時に擦り減らしていった。

　そんな中、夜ごと独房を訪れるエセルの存在だけがわずかな慰めとなっていた。彼女は終始グレンを王族として扱ってくれ、触れる手に気遣いを感じた。エセルの柔らかな雰囲気や清楚な美貌、甘い声はもちろんのこと、その手が生み出す花はまるで本人を表すかのように可憐で、心惹かれずにはいられなかった。

　そんな彼女が、今あの城の中にいる。そう思うとすぐに取り返したい気持ちがこみ上げてたまらず、手綱をぐっと強く握ると、クライヴが横から問いかけてきた。

「私が先触れとして、先方にグレンさまの訪問を伝えて参りましょうか」

「いや、いい。このまま行こう」

　本来なら突然の訪問は非礼に当たることだが、今はそんなことは言っていられない。

　城の門扉の前まで来ると、クライヴが先に下馬する。そして槍を手にした門番に対して高らかに告げた。

「私はラザフォード王国第二王子、グレン・レスター・ラザフォード殿下の護衛騎士だ。こちらにエセル妃殿下が訪問されているはずだが、お目通り願いたい」

　騎乗したままのグレンの姿を見た彼らは、磨き上げた銀の甲冑を身に着けていることから王族であると確信したらしい。

　一人が「聞いて参ります」と言い、城の敷地内に姿を消す。やがて駆け足で戻ってきた彼が、グレンを見上げて居住まいを正して言った。

「お通しするようにとのことです。どうぞ」

　彼らが城門を開け、グレンはクライヴと共に中に進む。

　通されたのは二階にある豪奢な応接間で、召使いに勧められるがままに長椅子に腰掛けた。クライヴはその背後に立ち、しばらくすると部屋の扉がノックされて侍女を連れたクローディアが姿を現す。

「グレン殿下、わざわざお越しくださってうれしいですわ。先日はラザフォード王国にて素晴らしいおもてなしをしてくだり、本当にありがとうございました」

　薄紫色のドレス姿の彼女は、髪をきれいに結い上げていてとてもあでやかだ。クローディアが向かいの椅子に腰を下ろし、にこやかに言う。

「ただいまお茶の用意をさせますわね。グレン殿下は宮廷服も優雅で素敵ですが、そうした甲冑姿ですと騎士らしくてよくお似合いです」

「クローディア王女、事前の連絡もなく、しかもこのような姿で突然訪問したことをお詫びいたします。私の妻であるエセルがこちらにお邪魔しているそうですが、彼女を呼んでいただいてもよろしいでしょうか」

　すると彼女が眉を上げ、困ったように微笑んで答える。

「確かにエセルは昨日からこの城に来ておりますが、グレン殿下にはお会いになりたくないそうですの。実はラザフォード王国に戻りたくないと申しておりまして」

「それは一体、どういうことでしょう」

「そのままの意味ですわ。あの子は昔から内気な性質で、王宮にこもりがちで暮らしていたせいか社交性が低く、異国であるラザフォードに馴染めなかったのだそうです。グレン殿下との結婚は失敗だった、エルドレッドに戻りたい──そう言って泣くものですから、わたくしが必死になだめておりましたのよ」

　クローディアが「でも」と言葉を続け、グレンを見つめる。

「あの子の決意は固いようですから、離縁も致し方ないと考えております。エセルに代わり、非礼を深くお詫びいたします」

　それを聞いたグレンは表情を変えず、淡々と告げる。

「エセルに会わせてください。彼女と直接話をしないかぎり、私は第三者から何を言われても信じることはできません」

「ですから本人は、グレン殿下にお会いしたくないと──」

「茶番はやめにいたしましょう。エセルに私と離縁する気が毛頭ないのは、当人から聞いて確認済みです。あなたはお父上から意に染まぬ婚姻を申しつけられ、それを回避したがっていた。ですからエセルをご自身の身代わりにしたいと考え、彼女を言葉巧みにこの城に呼び寄せて監禁しているのでしょう。違いますか」

　すると彼女が鼻白んだ表情になり、口元を歪めて言う。

「グレン殿下は、思いのほか刺々しい性格でいらっしゃいますのね。せっかく容姿に優れているのに、これでは一緒にいて息が詰まりそう」

「…………」

「仕方ありませんから、あの子に会わせて差し上げます。アンナ、呼んできてちょうだい」

「かしこまりました」

　侍女が頷いて部屋を出ていき、グレンは厳しい眼差しで目の前のクローディアを見つめた。やはりエセルが本人の意思に反して閉じ込められているのは、間違いないだろう。

（それだけではない。おそらくは……）

　同じことを考えているのか、背後に立つクライヴが緊張で張り詰めた雰囲気を醸し出しているのがわかる。

　そんなこちらをよそに、クローディアがニッコリ笑って言った。

「ところでグレン殿下、せっかくいらしてくださったのに、いつまでもそのように物々しい姿でいらっしゃるのはひどく無粋ですわ。甲冑と剣はお預かりいたしますから、もう少しくつろいだ姿になられてはいかがでしょう」

「結構です」

「ではそちらの護衛騎士の方は、別室で休まれては？　飲み物と軽食を用意させますから」

「私はグレン殿下をお傍でお守りするのが務めゆえ、どうかお気遣いなく」

　そんなやり取りをしているうちに、部屋の扉が開く。

　現れたのはエセルを連れたライオネルで、こちらを見て不遜な笑みを浮かべながら言った。

「これはこれはグレン殿下、我が国にようこそ。貴公を歓迎しよう」

　エセルは両手首を前で縛られ、甲の部分にいくつも切り傷があって血がにじんでいる。

　髪も少し乱れており、こちらを見た彼女が蒼白な顔で「グレンさま……」とつぶやいた。その姿を目の当たりにしたグレンは、腸が煮えくり返るほどの怒りをおぼえつつ押し殺した声で問いかける。

「ライオネル殿下、今すぐエセルを解放していただきたい。彼女は罪人ではなく、私の妻だ」

「こうした扱いを受けるのは、当然だと思うが？　何しろこいつは秘密裏に忘却魔法を使い、敵国の王子を逃がした大罪人だ。そのおかげで、僕がどれだけの痛手を被ったか」

　鼻で笑うライオネルに対し、グレンは重ねて問いかけた。

「彼女の身体を傷つけたのは、貴公か」

「ああ。実はエセルに離縁状を書かせてラザフォードに送ろうと考えていたんだが、こいつはなかなか首を縦に振らない。生意気にも『絶対に書きません』と言い張るから、魔法で軽く折檻したんだ。ただあまり派手に傷つけては、アルムガルト国にくれてやるときに差し支えるからな。手加減せざるを得なかった」

　どうやら彼は、クローディアの〝エセルとグレンを離縁させ、一度エルドレッドに戻した上で彼女をアルムガルト国の王子と結婚させる〟という案に賛成しているらしい。

　ライオネルが言葉を続けた。

「エセルのことは生まれが卑しく魔力も低い、王族と名乗るのもおこがましい人間だと蔑んでいたが、忘却魔法を使えるようになっていたのは盲点だった。この僕を欺いたのは業腹だが、ふと考えたんだ。この魔法は軍事的に大いに活用できるのではないかと」

「…………」

「近隣諸国の王族や要人を尋問し、各国の政情や軍事機密を聞き出したあと、その記憶をエセルに消させるんだ。そうすれば我が国は他国を出し抜くことができ、情報戦に抜きん出た僕の手腕は国内で高く評価される。つまりこいつのせいで一度失墜した名誉を、再び回復することが可能になるってわけだ。妙案だろう？」

　彼はエセルの首に背後から腕を回し、強く締め上げながらニヤリと笑って言った。

「情報を聞き出すのはまずは貴様からだ、グレン・レスター・ラザフォード。二年前よりさらに苛烈に拷問し、機密を洗いざらい喋ってもらおう。そしてエセルの魔法でその記憶をきれいに消去し、怪我の原因はこの城に来る途中に野盗との戦闘で重傷を負ったことにすれば、ラザフォード側とはまったく角が立たない。我ながら完璧な計画だ」

　するとエセルが苦しそうに顔を歪め、兄の腕をつかんで訴える。

「おやめ……ください、お兄さま。わたくしは誰に対しても、絶対に忘却魔法は使いません。そんな計画に加担するくらいなら、今すぐ舌を噛んで死にます」

　彼女の表情には悲壮な覚悟がにじんでいて、それを見たグレンはエセルに呼びかける。

「エセル、君が死を選ぶ必要などない。すぐに助けるから、どうか落ち着いてくれ」

「グレンさま、でも……っ」

「ライオネル、君が二日前からこのルウェリン城に滞在していることを、私は既に知っていた。クローディア王女と結託して何か仕掛けようと画策していたことも」

　グレンの言葉が思いがけないものだったのか、彼が顔をこわばらせて言う。

「一体なぜそれを……」

「エルドレッド王国の宮廷に、間諜を送り込んでいるからだ。いくら和平条約を締結したとはいえ、長年敵対していた国をすぐに信用することはできない。そのため、間諜を潜り込ませて王族の動向や政情を逐一報告させ、限られた王族と上級貴族のみでその情報を共有していた」

　おそらくはエルドレッド王国も同様に、ラザフォード側の内情を探っているはずだ。

　互いにそれに気づいていつつも、表向きはにこやかに友好関係を保っている。どう情報管理するか、どこまで自国の事情を知られているのかを推し量るのが肝要で、顔を合わせたときは互いに腹の探り合いなのだとグレンが語ると、そうした事情を知らなかったらしいライオネルが動揺しながらつぶやく。

「勝手なことを言うな。ラザフォード側がエルドレッドを信用せず、卑怯な真似をしているだけだろう」

「知らなかったのなら、政治的な意味での君の立ち位置はその程度だということだ。国王陛下や皇太子殿下、宮廷の主要メンバーにとって、信用に足る人物だと思われていないんじゃないかな」

　あえて敬語ではない口調と辛辣な語句を使い、グレンはライオネルを煽る。そしてさらに言葉を続けた。

「君はエセルの魔法を利用して他国の情報を集め、それを自らの功績にしようとしているが、国王陛下をはじめとするエルドレッドの上層部はその計画に難色を示すはずだ。なぜなら彼女は現在エルドレッドの王女ではなくラザフォードの王族という身分であり、もし力ずくで言うことを聞かせようとすればこちらに対して宣戦布告するも同然になる。せっかく和平条約を結んだ直後に国交に亀裂を入れるような真似は、エルドレッド側の思うところではない。理由としては、まずこれがひとつ」

「…………」

「もうひとつは、他国が王族や要人を拉致されたのに気づかないほど間抜けではないという点だ。その人物の重要度が高ければ高いほど、傍には護衛が何人もつく。他国を訪れる際には物々しい雰囲気にならないよう、わざと姿を隠して警備についていることもあるんだ。つまりほんの数刻でも拉致されたことに気づかないわけはないし、万が一そうした事実が明るみに出た場合、エルドレッドは信用を失って近隣諸国すべてを敵に回すことになる。損得を考えたら、そんなリスクは取らないはずだ」

　情報戦までは想定の範囲内だが、王族や要人の身を傷つけられては国の沽券に関わる。

　いかにエルドレッドが大国だとはいえ、複数の近隣諸国を同時に相手取って戦をする度胸はないだろう──そう語ったグレンは、ライオネルを見つめる。

「つまり君の計画とやらは机上の空論であり、実現性が低い。わかったら、そろそろ私の妻を返してくれないか」

　すると彼がぐっと拳を握りしめ、屈辱に声を震わせながら言う。

「貴様……どこまで僕を馬鹿にするつもりだ。ここはお前の国ではなく、エルドレッドだぞ。味方が護衛騎士一人しかない状況でそんな大口を叩いて、無事に帰れると思うのか」

「もちろんそのつもりだ。そしてエセルのことも、絶対に連れ帰る。私の唯一無二の伴侶なのだから」

　ライオネルがエセルの身体を乱暴に脇に突き飛ばし、剣を抜く。

　それと同時に室内に武装した兵士たちが十人ほど入ってきて、グレンとクライヴも剣を抜いた。エセルが床に倒れ込んだまま、青ざめた顔で呼びかけてくる。

「グレンさま……っ」

「エセル、そこを動くな。すぐに済ませる」

　ライオネルが部下の兵士たちに対し、「放て」と命令する。

　するとそれぞれが火魔法、水魔法などを放ってきて、こちらに当たる寸前にクライヴが土魔法の岩結壁でそれを防いだ。すかさずライオネルが風刃魔法で壁を粉砕し、目の前でガラガラと崩れ落ちていく岩の中、グレンは恐るべき速さで斬り込んできた彼を自らの剣で受け止める。

「……っ」

　金属同士がぶつかる音が響き、ライオネルがこちらにぐっと圧をかけながら押し殺した声で言った。

「国同士がどうとか、宮廷の思惑などは関係ない。僕自身の意思で、ここで貴様の息の根を止めてやる」

　兵士たちが一斉にこちらに斬りかかってきて、ライオネルの身体を突き飛ばして距離を取ったグレンは、彼らに向けて雷槍魔法を放つ。

　すると天井から紫の雷が何本も降り注ぎ、感電した兵士たちが呻きながら膝をついた。当たらなかった兵士たちにはグレンの背後から飛び出したクライヴが斬りかかり、鮮やかな剣技で次々と斬り伏せていく。

　一方のグレンとライオネルも、激しい斬り合いとなっていた。帯電した剣で斬りかかるが、ライオネルはときどき風魔法を放ってこちらの身体を切り裂いてくる。

　彼の身のこなしは敏捷で、とにかく手数が多い。ときに防戦一方となるグレンを、ライオネルがせせら笑って言った。

「どうした。威勢がよかったわりに、実際はたいしたことないじゃないか」

　彼の剣を受け止めながら、グレンは部屋の入り口近くに一人の黒ローブ姿の人物がいて、手のひらに魔力を溜め続けているのに気づいていた。

　おそらくあれは、闇魔法の使い手だ。二年前にライオネルと国境付近で戦ったとき、二十名ほどの黒いローブ姿の者たちが戦場の片隅にいて、のちにそれが闇魔法の小隊だとわかった。今回は一人しかいないが、ライオネルが二年前と同様にこちらの力を削ぐ目的で連れてきたに違いない。

　対象者の生気を奪う暗冥魔法は闇の上級魔法で、かつてグレンが捕縛されるきっかけになった恐ろしい魔法だ。相手がそれを放つ前に、何としても片をつけなければならない──そう考えたグレンは剣を握る手に力を込め、目の前のライオネルに一気に畳みかける。

　剣を振り上げ、激しく斬り合うと彼も応戦してきたが、時間が経つにつれてライオネルが圧され気味になっていった。かろうじて剣を受けているものの力負けしそうになる場面が多くなり、ときおり放つ風魔法にも怯まず接近するグレンに憎々しげに舌打ちする。

　やがて息もつかせぬ速さで肉薄したグレンの剣が、彼の左肩を深く切り裂いた。鮮血が飛び散り、思わずたたらを踏んだライオネルに、グレンはすかさず爆雷魔法を正面から打ち込む。

「ぐう……っ」

　凝縮した雷の玉が弾け、バチッという激しい音と共に感電した彼が、手から剣を取り落とす。

　グレンがさらに踏み込もうとした瞬間、目の前に分厚い氷の障壁が出現してライオネルを守り、驚いて足を止めた。視線を向けると、部屋の隅から戦いの様子を見守っていたクローディアが、兄を守るために氷魔法を使ったのだとわかる。

　ライオネルが顔を歪めてつぶやいた。

「でかした、クローディア。おいそこのお前、早く暗冥魔法を使え。いつまで時間がかかっている」

　檄を飛ばされた闇魔法の使い手が慌ててこちらに向かって魔法を放とうとするのと、グレンが咄嗟に結界魔法を周囲に張り巡らせようとするのは、ほぼ同時だった。

（駄目だ。闇の上級魔法のほうが威力が高い上、そこにクローディア王女の氷魔法が加われば、私の結界は間違いなく破られる）

　一瞬そんな考えが頭をかすめ、攻撃を食らうのを覚悟したグレンだったが、そこで異変が起きた。

　床から突如緑の草が生え、急激に太い木の蔓へと生長しながら闇の魔法使いの身体を締め上げていく。それはライオネルやクローディア、エルドレッドの兵士たちも同様で、誰もが驚いて振り解こうとするものの拘束は解けない。

　むしろ締めつけはどんどんきつくなり、それぞれの口までも塞ぐようになって、室内にくぐもった声が響いた。それを見たクライヴが、呆然とつぶやく。

「グレンさま、これは一体……」

　思い当たるのは一人しかおらず、グレンがエセルに視線を向けると、彼女は床に座り込んだまま呆然としていた。

「グレンさま……」

「エセル、君の魔法か」

　確かにエセルは開花魔法が使えるが、まさかこれだけの数の敵を一気に拘束できるとは思わなかった。彼女が信じられないという表情でつぶやく。

「わたくし、グレンさまをどうにか助けなければと思って……気がついたらこんなことに」

「君の強い魔力が、開花魔法の応用を可能にしたんだ。ここまでの光魔法の使い手はそうそういないだろう」

　戦闘によってあちこちの壁が大きく抉れ、豪奢な調度も破壊し尽くされた応接室の中は、鬱蒼とした森のようになっていた。

　あちこちで木の蔓に拘束された者たちが緑の芋虫のようになり、一様に呻き声を上げている。そんな中、ライオネルに歩み寄ったグレンは、彼を見下ろして告げた。

「今までさんざん蔑んできたエセルに、こうして拘束されている気分はどうだ。自慢の闇魔法の使い手も、すぐそこで使い物にならなくなっている。つまり君の負けだな」

「……っ」

「今回の件は、中央に推し量ることなく進めた君の独断だろう。エセルを監禁して私と無理やり離縁させようとしたこと、そして友好国の王族である私に私怨による戦闘を仕掛けた事実は、きっと重く見られるに違いない。さらには近隣諸国から機密を聞き出そうという例の計画についても知られれば、もしかしたら王子の身分を剥奪される可能性もある」

　それを聞いたライオネルが、初めてその可能性に気づいたのか静かに青ざめていく。グレンは言葉を続けた。

「ライオネル、君はそれだけのことを仕出かしてしまったんだ。大局を見ず、狭い視野でしか物事を考えられないから、こういうことになる。それからクローディア王女、あなたも同罪です。アルムガルト国に嫁ぎたくないという思いからエセルを身代わりにしようと考え、和平条約によって結ばれた婚姻を破綻させようと画策するなど、言語道断だ。ましてやあなたも兄の計画を知って協力していたのだから、罪は免れない」

　するとクローディアはくぐもった声を漏らし、必死に首を横に振って何かを訴えようとする。

　それを黙殺し、グレンがクライヴにラザフォードとエルドレッド、双方の宮廷に今回の件を報告するように指示をしていると、ふいにエセルが「あの」と声を上げた。

「グレンさま、双方の宮廷に報告するのは待っていただけませんか」

「なぜだ」

「兄と姉の所業を明らかにすれば、エルドレッドとラザフォードの間に深刻な亀裂が入るのは避けられません。彼らの仕出かしたことの大きさを考えればそれは当然ではありますが、ラザフォード側は危険な考えを持つ王族が二人もいるエルドレッドに対して不信感を抱き、今後関係を修復するのは難しくなるでしょう。そうなると、せっかく締結に漕ぎつけた和平条約が骨抜きになり、いずれ破棄という流れになってもおかしくありません」

　彼女の言葉を聞いたグレンは、眉をひそめて言う。

「君の言いたいことはわかる。だが己の行動に責任が付き纏うのは当然のことで、今回の件は決して看過することはできない。事実ライオネルは過激な思想の持ち主なのだから、断罪されてしかるべきだ」

「でしたら、わたくしが彼らと兵士たち、そしてこの城の使用人たちすべての記憶を消すのはいかがでしょう。姉がわたくしの能力に気づいた二年前まで遡り、そこから今に至るまで〝忘却魔法〟に関わる事象の記憶をすべて消去するのです。そうすれば兄は他国から機密を奪うという計画自体を考えないことになり、両国間には何も波風が立たず、今後もエルドレッドとラザフォードの友好は保たれるはずです」

　グレンは目まぐるしく考える。

　確かにエセルの言うとおり、今回の件を双方の宮廷に報告すれば、その後の両国の協議は紛糾するに違いない。ラザフォード側はエルドレッドの王族の中に危険な考えの持ち主がいる事実を憂慮し、和平条約に亀裂が入ってしまう事態は避けられないだろう。

　だが関係した人間たちの中から忘却魔法に関わる記憶をすべて消去すれば、今回の件を隠蔽することが可能になる。両国の間から争いの芽を摘み取り、今後も友好関係を持続していけるはずだ。

　だがひとつだけ気になる点があり、グレンは彼女に問いかけた。

「でも忘却魔法は、完璧ではないだろう。もし私のように、時間の経過と共にすべてを思い出したりしたら……」

「グレンさまが記憶を取り戻したのは、その原因となったわたくしと一緒にいて既視感をおぼえるようになったこと、そして潜在的な魔力の高さが理由だと思います。兄と姉も王族であるがゆえに高い魔力を持っておりますが、わたくしたちは兄妹ですから式典やパーティーなど年に数回理由をつけて顔を合わせるのは可能です。その都度忘却魔法をかけ直せば、まったく問題はないと思います」

　しかし中級程度の魔法しか使えない兵士たちは今回だけで構わないだろうが、闇魔法の使い手だけは注意が必要だ。彼にも定期的に会ってかけ直すべきだとエセルが進言し、グレンは頷いて言った。

「君の考えは、よくわかった。闇魔法の使い手には監視をつけ、年に何度か君が忘却魔法をかけ直せるように手配しよう」

　ライオネルの前に片膝をついたグレンは、懐から出したナイフの切っ先で口を封じている蔓を切る。そして彼に向かって問いかけた。

「ライオネル。先ほども言ったとおり、今回の件を両国の宮廷に報告すれば君は重罪に処され、王子の身分を失う可能性がある。それだけではなく、どこかに幽閉されて生涯出てくることが叶わなくなるか、国外追放を命じられて一生国に戻れなくなるかのどちらかだろう」

「……っ」

「だがエセルに忘却魔法をかけられるのを受け入れれば、彼女の能力や今回の件をきれいに忘れ、王子の身分のまま生きていける。これは最大限の温情だが、君はどっちを選ぶ？」

　ライオネルは、目まぐるしく考えているようだった。

　こうして口が解放されたのを好機と捉え、こちらを魔法で攻撃したり忘却魔法をかけられるのを結界で弾くこともできなくはないが、怪しい動きをした瞬間に即座に反応できるようクライヴが彼の喉元に剣を突きつけているため、それもままならない。

　やがてライオネルが完敗を悟った顔で、項垂れる。そして悔しそうな表情をし、押し殺した声で答えた。

「忘却魔法を……受け入れる。僕の記憶を消してくれ」

「そうか、わかった。クローディア王女、あなたはいかがですか」

　グレンの呼びかけに、「王女の身分を剥奪され、幽閉されるなどもってのほかだ」と考えたらしいクローディアが、必死に首を縦に振る。

　エセルを見やると、彼女がホッとしたように微笑み、グレンに向かって礼を述べた。

「ありがとうございます、グレンさま。寛大なご決断に、深く感謝いたします」

「さまざまなことを勘案した結果、君の意見がもっとも波風が立たないやり方だと思ったからだ。では、早速頼んでいいか」

「はい。承知いたしました」









第十一章











　六月のラザフォード王国の気候は温暖で、木々は旺盛に緑を茂らせ、色とりどりの花が咲き乱れて人々の目を楽しませるようになる。

　王宮のバルコニーから眺められる遠くの山々には、まだほんのわずか雪が残っているのが見えた。昼間は青っぽく見える山肌だが、夕暮れどきはオレンジ色に染まり、何ともいえず美しい。それを見つめながら、エセルはじっと考える。

（まだ雪が残っているのが見えるということは、実際に山に行ったら寒いのかしら。グレンさま、風邪など引かなければいいけど）

　グレンは月に一度の頻度で、クラルヴァイン騎士団が国境警備をしているマーランド地方を訪れている。

　団長である彼は王子としての公務があるため、普段は首都に戻っているが、騎士団の士気を保つにはやはり頻繁に現地に顔を出すことが大事らしい。そのあいだエセルは王宮に残るが、義母に当たる王妃ダーラや義妹のレオノーラが社交に誘ってくれるため、暇を持て余すことはなかった。

　ただ、グレンがいない状況で夜会に出席するのは気が引け、彼が不在時にはすべて断っている。日がすっかり落ちた頃に夕食を終え、宮に戻ろうとしたエセルは、小姓から「グレン殿下がお戻りになられました」と伝えられて眉を上げた。

「グレンさまが？」

　首都に戻るのは明後日だと聞いていたが、何か急用でもあって戻ってきたのだろうか。

　そんなことを考えながら、エセルは早足で王宮のエントランスに向かう。すると廊下の途中で銀の甲冑とマントという姿のグレンに出会い、彼がこちらに気づいて微笑んだ。

「エセル、今戻った」

「おかえりなさいませ。お戻りは明後日になると伺っておりましたが、何か火急の用事があったのですか？」

「嵐が来る兆候があって、急遽予定を繰り上げて戻ってきたんだ。騎士団の者たちも、天候が荒れたあとの山越えは危険だと言って帰郷をと勧めてくれ、強行軍で帰ってきた」

　護衛騎士のクライヴとアルバートも一緒で、エセルは彼らの労をねぎらったあと、グレンのために急いで湯浴みの準備を整えるよう召使いたちに要請した。

　宮に戻った彼が、小姓の手伝いで甲冑を脱ぐ。馬で一日かかる距離を大幅に時間を短縮して移動してきたのだから、きっと疲れているに違いない。そんなふうに結論づけ、ゆっくり湯に浸かってもらおうと考えていたエセルだったが、湯浴みの準備が整ったところで彼が意外なことを言う。

「エセル、一緒に入ろう」

「えっ」

「ほら、早く」

　部屋の中にはグレンの身の回りの世話をする小姓や、クラーラを始めとした召使いが数人おり、彼らの視線を意識したエセルは真っ赤になりながら小さく答える。

「グレンさまはお疲れなのですから……お一人でゆっくりご入浴なさったほうがよろしいと思います」

「疲れているからこそ、君と一緒に入りたいんだ。駄目か？」

　秀麗な顔立ちの夫にそうねだられると嫌とは言えず、エセルは渋々了承する。

　ドレスを脱ぐ手伝いをしたあと、召使いたちは全員頭を下げて退出していった。グレンに手を差し伸べられたエセルは、手巾で裸体を隠しながらバスタブにそっと足先を入れる。

　全身を湯に沈めると、じんとした熱さにホッと息が漏れた。グレンがこちらの身体を背後から抱き込み、耳元で言う。

「急いで戻ってきたのは、エセルに早く会いたいという気持ちも多分にあったからだ。駄目だな、ほんの数日離れるだけで飢餓感が募ってたまらない」

「……グレンさま」

　結婚して二ヵ月半ほどが経つが、彼は本当に優しい。

　二年前の記憶を取り戻してからというもの、婚約期間中に冷ややかだったのが嘘のようにエセルを溺愛している。独房に捕らわれていたときも思ったが、グレンは言葉を惜しまない男性だ。常にこちらに対する気持ちを口にし、どこに行くにも極力エセルを連れ歩いて、周囲に仲睦まじさを隠そうとしない。

　そのため、社交界では「グレン殿下はエルドレッドから迎えた花嫁をことのほか寵愛している」ともっぱらの噂になっていた。結婚した当初は二人が不仲だと推測し、付け入る隙を窺ってアプローチしてきた貴族令嬢も多くいたようだが、今はそんな者たちの姿は見られなくなっている。

　そんな彼を、エセルも深く愛していた。端整な顔立ちや精悍な身体つきはもちろん、騎士らしく高潔な精神の在り方や王族にふさわしい立ち居振る舞い、下の者たちに対する公明正大な態度も、すべて心惹かれてならない。

（出会いは地下牢で敵国の者同士の間柄だったから、まさか惹かれ合うだなんて思わなかった。しかも夫婦になれただなんて）

　背後から回された腕は筋肉質で男らしく、自分よりはるかに大きな手を見たエセルの頬がじんわりと熱くなる。

　この手が夜ごと自分を情熱的に愛し、この上なく乱れさせるものだと思うと、身体の奥にじんと熱を灯される気がした。そんなこちらの様子に気づいたのか、グレンがふいに問いかけてくる。

「どうした？　顔が少し赤い」

「あの、お湯が少し熱いので……」

「そうか？　こうして身体が密着しているから、てっきり私を意識してくれていると思ったんだが」

　図星を指されたエセルは、気まずく答える。

「意識しないほうがおかしいです。こんなにくっついているのですから」

「たった二日離れただけなのに、寂しかったか？」

　問いかけに素直に「はい」と答えると、彼の声が格段に優しくなる。

「私もだ。君を抱きたくてたまらなかった」

「ぁ……っ」

　グレンの手が胸のふくらみを包み込み、やんわりと揉みしだいてきて、エセルはドキリとする。

　彼の指先が先端部分を摘まみ、くびり出すような動きをしてきて、ツキリとした疼痛に顔を歪めた。しかし次第にそれは甘い愉悦に変わり、呼吸が乱れ始める。

「……っ、は……っ」

　グレンの片方の手が頤を上げ、エセルは背後から唇を塞がれた。

　首を横に向けてのキスはやや苦しく、自ら姿勢を変えて彼と向かい合う形になると、グレンが後頭部を引き寄せて改めて唇を塞いできた。

「ん……っ、ぅっ……ふ……っ」

　口腔に押し入ってきた舌に表面を擦り合わされ、じわりと体温が上がる。

　彼の身体は肩幅が広く精悍で、無駄なく引き締まっており、女とはまるで違う姿を目の当たりにしたエセルは胸がきゅうっとするのを感じた。全身でグレンを感じたい、支配されたい。そんな気持ちがこみ上げてたまらず彼の首にしがみつくと、グレンが胸のふくらみをつかんで先端に舌を這わせてくる。

　温かな舌がじっくりと突起を舐め、転がすような動きをして、身体の奥がじんと疼いた。彼の秀麗な顔が自分の胸元にあるというだけでドキドキし、息を詰めるエセルに、グレンが笑って言う。

「心臓の鼓動がすごいな。私と抱き合うのは、まだ緊張するか？」

「……っ……浴室が明るいので……」

「ああ。君のきれいな身体が、よく見える」

　両方の胸のふくらみを時間をかけて愛撫したあと、彼の手が尻の丸みを揉んでくる。

　胸の谷間や腹部をついばむように口づけながらそうされて、エセルは喘いだ。やがてグレンの指が後ろから秘所に埋まり、ビクッと身体を震わせる。

「あっ……！」

「ああ、もう濡れてる。触れる前からこんなにぬるぬるさせて、本当に可愛い」

「んん……っ」

　ぬかるんだ隘路にゴツゴツとした指が埋められていき、柔襞がそれをきつく締めつける。

　抱かれることに慣れた身体は、たった一本指を挿れられただけで貪欲に快感を拾い上げ、中がうねるように蠢くのがわかった。彼の腰を跨ぐ姿勢のため、脚は大きく開かれていて、グレンの動きを容易にしている。

　一旦指を引き抜いた彼が今度は二本挿入し、中を抽送されたエセルは切れ切れに喘いだ。痛みはなく、内側を硬いものでなぞられる愉悦だけがあって、ビクビクと中を締めつける動きが止まらない。

　やがて浴槽の中で身体を後ろ向きにされ、縁をつかむように誘導される。熱く猛ったグレンの性器が臀部に当たり、花弁に挟み込んだそれをゆっくり動かされた。

「んっ……ぁっ……」

　溢れ出た愛液が淫らな音を立て、硬く張り詰めた昂りが割れ目をなぞる感触に、エセルはゾクゾクする。

　丸い先端とくびれた部分が花芽に引っかかるのが気持ちよく、思わず太ももに力を込めた。無意識に腰が揺らめき、ぬめる感触が強くなる。すると彼が自身をつかみ、先端を蜜口にあてがって一気に奥まで貫いてきて、エセルは背をしならせて声を上げた。

「あ……っ！」

　長大な肉杭が最奥まで埋まり、拡げられた隘路が条件反射で強く締めつける。

　奥まで挿れられるとその質量が怖いものの、満たされる充実感があり、エセルは潤んだ瞳で背後にいる夫を見つめた。

「ぁっ……グレンさま……っ」

「苦しいか？　少し動かずにいるから」

　そう言って背中や首筋にキスを落とされ、そんな些細な動きにすら感じて思わず中を締めつけてしまう。

　剛直の大きさに慣れてくると内襞が蠢きながら幹に絡みつき、ビクビクとわなないた。すると熱い息を吐いた彼が、「動くよ」と言ってぐっと腰を押しつけてくる。

「んぁっ！」

　根元まで埋められたものの切っ先が奥を押し上げ、ビクリと身体が震える。

　律動を開始され、中を行き来するものの大きさや太さをつぶさに感じたエセルは、浴槽の縁につかまって声を上げた。

「あっ……はぁっ……ぁ……っ」

　にじみ出た蜜が接合部をぬるぬるにし、動かれるたびに粘度のある音を立てる。

　硬く張り詰めた楔で内壁を余さず擦られるのが心地よく、声を我慢することができない。グレンが腰を打ちつける動きに浴槽の中の湯が大きく波打ち、水飛沫を上げていた。こちらの腰をつかんで屹立を行き来させていた彼が身を屈め、胸のふくらみを手のひらに包み込みながら首筋に唇を這わせてきて、エセルは感じ入った声を漏らす。

「はぁっ……グレンさま……」

「こんなに細い身体なのに私のものを全部のみ込むだなんて、本当に淫らで可愛い。君という存在に、私がどれだけ魅了されているかわかるか？」

「あっ、あっ」

　決して乱暴ではない動きで肉杭を抜き差しされ、甘い愉悦が際限なくこみ上げる。

　次第に快感に追い詰められたエセルが浴槽の縁をきつくつかむと、隘路がわななく感触で限界が近いのがわかるのか、グレンが吐息交じりの声でささやいた。

「悪いがもう少しつきあってくれ。もっとエセルの中を感じたい」

「……っ」

　筋肉質の腕で抱きすくめながら耳元でそんなことを言われ、エセルの頬がかあっと熱くなる。

　彼の低い声が官能を刺激し、背中に覆い被さる大きな身体を意識した内部がゾロリと蠢いた。何度も中を穿たれ、エセルがこらえきれずに達したあとも、グレンの動きは止まらない。

　やがてどのくらいの時間が経ったのか、彼がようやく中で達したとき、エセルは疲労でぐったりしていた。汗だくの身体を洗ったあと、こちらの身体を抱きかかえて寝室まで運んでくれたグレンが、水をグラスに注いできたりと甲斐甲斐しく世話をしてくれる。

「浴槽の湯はだいぶ冷めていたが、身体に熱がこもってしまったかな。気分は悪くないか？」

「大丈夫です。グレンさまは、わたくしに対して過保護ですね」

「君はいかにも儚げな雰囲気だから、心配になる」

　乾いた布で濡れた髪を丁寧に拭われ、夜着を着せかけられたエセルは、大切にされている実感に胸がいっぱいになる。

　やがて一緒に横たわったベッドの中で、こちらの身体を抱き寄せたグレンが「そうだ」と口を開いた。

「エルドレッドに潜り込ませている間諜から定期連絡があったんだが、ライオネル王子にはこれといって不審な動きはないようだ。相変わらず軍務に就いているらしい」

「そうですか」

　ルウェリン城での戦闘のあと、エセルはライオネルとクローディア、そして兵士たちや城の使用人たちすべてに忘却魔法をかけ、関連する記憶を消した。やがて応接間の惨状を見た彼らは呆然としたものの、そうなった理由は誰も覚えておらず、宮廷から調査団がやって来て忘却魔法を使われた痕跡を確認したらしい。

　だが結局は何があったかを解明するには至らず、うやむやになったままだそうだ。ライオネルは中央の許可を得ずに城内で戦闘を行ったことが問題視され、軍部から厳重注意を受けたのだという。

「それからクローディア王女だが、アルムガルト国の第五王子との婚姻が正式に決まったそうだ。これまで国内の離宮を転々として何とか返事を先延ばしにしようとしていたようだが、国王陛下が決断したらしい」

　クローディアの我儘な態度は国王の逆鱗に触れ、母親である王妃のとりなしも逆効果だったようだ。

　記憶がなくても考えることは一緒だったのか、彼女は「エセルをわたくしの代わりにアルムガルトにやってちょうだい」と発言し、ラザフォード王国との和平条約を重要視している国王をすっかり怒らせてしまったのだという。

　それを聞いたエセルは、苦笑いして言った。

「お姉さまらしいです。今まで我儘を容認していたお父さまをそこまで怒らせたのなら、もう婚姻は覆らないのでしょうね」

「私は彼女と結婚する予定のフェルナン殿下と誼があるが、彼は穏やかな人格者だ。音楽の才能に優れ、博識でもあるから、クローディア王女もその人柄に触れて丸くなってくれればいいが」

　グレンが「ところで」と言って、エセルの髪をひと房手に取りながら言葉を続ける。

「君が本当は高度な魔法を使える事実を、家族に伏せたままでいいのか？　昔から魔力が低いことを兄や姉たちから蔑まれてきたと、以前話していただろう。エセルが光の上級魔法を使える事実を明かせば、きっと家族からの評価は変わる。君を軽んじることもなくなると思うが」

　そう語る彼を見つめ、エセルは微笑んで答える。

「いいのです。今さら家族に見直されたいとは思いませんし、既にラザフォード王国に嫁いでいるわたくしを、兄や姉たちは表立って蔑むことができません。両国の関係を重要視している父が、角を立てるような言動を許さないはずですから」

　エセルの今の肩書はラザフォード王国の王子妃であり、いくら妹といえど礼を失した態度を取れば、外交上大きな問題になる。

　上級魔法が使えるという事実は、今のエセルにとってさほど重要ではなかった。だがいざというときにグレンや周囲の人間を守れる力があるというのは、密かな自信になったといえる。

「わたくしはグレンさまと一緒にいられるだけで、充分すぎるほどに幸せです。ですから家族や他の人間に評価されなくてもまったく構いませんし、満ち足りています」

　そんなエセルの言葉を聞いたグレンが、ふっと笑う。

「私の妻は、欲がない人間なのだな。そんな君だから何でもしてやりたくなる」

「では、ぎゅっと抱きしめていただけますか？」

「その程度のことなら、いくらでも」

　彼の腕に引き寄せられ、抱きしめられたエセルは、素肌が触れ合う感触にじんとした幸せを感じる。

　結果的に自分の忘却魔法が両国間の平和を守ったことになるが、それは誰も知らなくていい話だ。愛する人が傍にいて、この先も共に生きていく。願うのはただそれだけで、周囲の賞賛や名誉は必要ない──心からそう思った。







　その後、エルドレッド王国とラザフォード王国の友好は一五〇年続き、やがてひとつの国として統合された。その礎となった二人は仲睦まじい夫婦となり、多くの子を得て末永く幸せに暮らしたという。
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